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意 欲 を 高 め る た め の援 助 の工 夫

1主 題設 定の理由

教育課題分科会は,精 神薄弱学級担 任,肢 体不 自由学級担任,弱 視学級担任(通 級),情

緒障害学級担任(通 級)及 び,通 常の学級 の担任で構成 されてい る。

各学級 にお ける指導上の実態を話 し合 ってい く中で,次 の ような傾向が挙 げ られ た。

① それぞれの学級 には,様 々な個性 や特性の ある児童 ・生徒が通 って きて お り,学 習面や

生活面で個人差が大 きい。

② 学習や生活場面 にお いて は,受 動的な ことが多 く,自 ら課題 に取 り組 む ことが少 ない。

③ 色 々な ことに興味 ・関心 を示すが,長 続 きせず意 欲的 な活動 に結び付 きに くいたあ,課

題を達成 で きない ことが多 い。

私たちは,こ のよ うな児童 ・生徒の実態か ら 「その児童 ・生徒がおかれた環境の中で主体

的 にかかわ る力」を育て ることが必要だ と考えた。そ こで,教 師 主導のr指 導』か ら,児 童

・生徒の意欲を高あ るためのr援 助Sへ と教師の指導観を変え る必要がある と考 えた。

児童 ・生徒が意欲的な態度で生活 ・学 習に取 り組 めるようにな るには,教 師 は一人一人の

主体性 を尊重 し,児 童 ・生徒 自身が 自発的 に課題 に取 り組 めるような援助を工夫す ることが

大切であ ると考 え る。

新 しい学 力観 に立 ち,児 童 ・生徒の意欲 に裏付け られた真の技能,表 現能 力の向上や知識

・理解の深化につなが ることを願 って本主題を設定 した。

ll研 究の経過

月1研 究 の 経 過

5月 児童 ・生徒の実態分析及び研究 主題の検討

6月 研究授業及 び研究協議(2回)・ 関心 ・意欲 ・態度の概念について

研究主題の決定

7月 主題を踏まえた研究授業及び研究協議

8月 研究授業 の ビデオ分析,・ 主題 にかかわ る概念の検討

援助の工夫 につ いて の共通理解 ・授業案の検 討

9月 研究授業及び研究協議(通 常の学級)

10月 研究授 業及び研究協 議(弱 視学級 と精神薄弱学級)

報告書 プ ロ ッ トと原稿の検討

11月 報告書原稿の作成 ・研究の まとあ

12月 研究発表の内容 ・方法の検討

1月 発表会準備と資料作成

2月 研究発表会
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皿 研究 の方法

1主 題 の検討 ・決定

児童 ・生徒の実態を把握す ることによ り,望 ま しい児童 ・生徒像 を共通理解 した。

主 体的にかかわる力 を育て るため には,意 欲 を高めることが必要だ とい う共通認識 にた

ち,協 議を重 ね研究主題 を決定 した。

2先 行授業による研究

先行授業を行い,教 師のどの よ うな援助が児童 ・生徒 の意欲を高めてい るのかを分析 し,

考察 した。そ して,ど のよ うに援助を工夫 した らよいかを共通理解 した。

3研 究授業 による研究

通常学級,弱 視学級(通 級),精 神薄弱学級 とい う異な る学級で研究授業を行い,共 通

理解 の上 に立 った援助の工夫 について検証 した。

IV研 究の内容

本分科 会では,「 意欲 を高め るための援助の工夫 」 と主題を設定 し,3回 の先行授業を分

析 した。 先行授業の分析か ら,児 童 ・生徒 の意 欲が高 まって いる場面で の教師の援助 は,ど

の ような ものであ ったかを探 ってみ た。児童 ・生徒 の意欲 は一単位時間の 〔見 る,聞 く,話

す,書 く,反 応〕 とい った視点でみ と った。

1先 行授業の まとめ

(1)小 学校 精神薄弱学級(固 定学級)に つ いて

① 授業 の設定:生 活単元学習 「日光宿泊学習 」

日光宿泊学習での持 ち物調 べ。実際に宿泊で用 いる荷物を使 って,持 ち物の確かあ,

片付 け,着 替え などを繰 り返 し行 うことで,手 順 を身 に付 けさせ,児 童が行動 に自信

を もち,意 欲 的に取 り組 あるように授業を設定 した。

② 授 業の概要

授業の流れ 教 師 の 援 助 意 欲 の み と り

本時のああて ・前時の学習を振り返 らせ,具 体的なめあ ・例示を参考にしてめあてを決めることが

をたて る。 てを例示 していた。 で きた。

持ち物を確か ・繰り返 しの学習で,手 順を身に付けさせ ・順番で持ち物を出すとき,次 の物を直 ぐ
め る 。 て いた。 に出す ことがで きた。

・自分たちで一っ一つ荷物を出し入れさせ ・障害の重い児童にも持ち物への意識が高

ることで,学 習意欲の持続を図 っていた。 まって いた。
本時の まとあ。 ・個別のめ あて を提示 し,種 類の違 うシー ・授業のまとめで,あ あてに沿って学習活

ルを貼 らせることによって,関 心を もた 動を繰 り返 って いた。
せて いた。

その他 ・宿泊に関する写真,地 図等を事前に提示 ・休み時間に,児 童が興味深そうに見てい
して いた。 た 。

③ 考 察

・繰 り返 し学習す ることによ って身 に付 けた技能が 自信 とな り,次 の課題へ意欲的に

取 り組む ようにな ると考 えた。 しか し,一 人一人習熟度が異な るため個 に応 じた課

題設定 を もっと工夫す ることが課題で ある。

・興味 ・関心 は,児 童の実態によ って異 なるので,個 別の課題を設定 し,教 師の場に
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応 じた ことばかけで 自信 を もたせ ることが重要であ る。

{2>小 学校 精神 薄弱学級(固 定学級)に つ いて

① 授業の設定:生 活単 元学 習 「日光林間学校 」

キ ャンプ ファイヤーの神 様の火を自分 たちで起 こす とい う題材 で,教 具を工夫 し,

皆 と協力 して達成す る中で,意 欲的 に取 り組め るよ うに授 業を設定 した。

② 授業の概要

授業の流れ 教 師 の 援 助 意 欲 の み と り

前時までの振 ・前時に火起こし器で火を起こせたという ・児童は授業前に,今 日も火を起こそうと
り返 る。 成功体験を取 り上げ,児 童の意欲を高め ワクワク していた。

て いた。

火起こしをす ・直 ぐに火が起 こせ るよ うな教具の工夫 ・児童は,火 起こしの活動をわき目もふ ら
る 。 (火切りギネの大きさ,火 切 り板の切 り ず持続することがでまた。

込みの角度等の工夫)
・火を起こす過程の役割分担,活 動内容が ・火を起 こす ことで ,満 足そ うな笑顔が,
明確に示されていた。 印象的であ った。
・ 「頑張れ ,頑 張れ」 「煙が 出て きた もう

少 しだ」などの教師の熱のこもった励ま
本時のまとめ。 しや言葉かけ。

・役割や活動について具体的な例示。 ・自己評価することができたか。

その他 ・一人一 人の良 さを認 ある言葉 かけ
。 ・児童相互が良さを認め合える温かい雰囲

気 。

③ 考 察

○教師の教具の工夫の努力が児童を授業 に引 き込んで いた。

○ 児童のニ ーズと個別のね らいをおさえた学習活動の展開が大切 であ る。

○ 「で きそ うだ,で きた」 という達成感が意欲へ結び付 いていた。

(3>中 学校 精神薄弱学級(固 定学級)に ついて

① 授業設定:生 活単元学習 「修学旅行」

修学旅 行で の持 ち物 を考え る。 イ ンスタン トカメラで現地 に行 って撮影す ることを

イ メー ジさせ,写 真撮影の練習をす ることによ り修学旅行 に対す る期待感を高め学 習

意 欲を引 き出す よ うに配慮 した。

② 授業 の概要

授業の流れ 教 師 の 援 助 意 欲 の み と り

前時までを振
り返 る。

'箸難 警 肇毛認蒙羅窒讐 ヒ
そ
・導入段階の質問に対 して,直 ぐに挙手 し
ハッキ リとた口調で発言 し表情が和らい

い た 。 でいた。
学習内容を提
示する。

・短冊に生徒の活動する言葉にして明示 し

ていた。
・教師の説明を視線をそらさず集中 して聞

いている。

必要な持ち物
を考え発表す

・うなつ いた り,驚 いた り して,真 剣 に発

言を受 けとめて いた。

・他の生徒の発言を聞いて意見を修正する

ことがみられた。
る 。 ・誤った発言を最後まで聞き取 り,関 連す

る質問を しなが ら誤りに気付かせるよう

・教師の話を最後まで聞いていた。

に して いた。

交代で写真撮
影をする。

・カメラを取 り入れて いた
。

・カメラの操作 を取 り入れて いた
。

・旅行で使 うインス タン トカ メラを見た瞬

間に 目が,生 き生 きとした。
・インスタン トカ メラで

,実 際に撮影 して
いる時には,表 情が和 らぎ自発語が多 く

本時のま とめ。 ・学習内容を短冊で示 し,活 動を想起しやす
いようにする。
・振り返る視点を明示する。

み られた.
・各 自のめあてに沿 って振 り返 ることがで

きた。
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③ 考 察

○授業 は,生 徒 と教 師の信頼 関係が土台 になければな らない。 それがあ って初 あて教

師 の援助がで きると考え る。

○教 師の的確 な生徒理解の もとに個 別のね らいを明確化 し,生 徒 たちが 自己実現で き

るよ うに授業 を構成 して い くことが大切で ある。

○教師の評 価は,日 常生活 ・学習の場で常に行 い,生 徒 自身が 自分の良 い面,努 力 し

て いる面 に気付いて 自己評価で きるように援助 す ることが必要である。

先行授業 の分析を行 った結果,児 童 ・生産の意欲を高め るための教師の援助 を 〈学級経営

段階での援助 〉〈学習活動の準備段階の援助 〉〈学習活動段階の援助 〉の3点 にま とめた。

児童 ・生徒 と教師 の信頼関係を もとに した,教 師の一人一人に応 じた指導が,児 童 ・生徒

に安心感を もたせ,自 発 的な行動 を促す ことがで きる と考えた。っま り,〈 学級経営段階で

の援助 〉が教師の援助の基盤で ある ことを共通理解 した。

2児 童 ・生徒 の意欲が高 まる援 助

先行授業の分析 を通 じて,児 童 ・生徒 の意欲 を高あ るための教師の援助 は,児 童 ・生徒

の実態把握(生 育歴,障 害の程度,発 達段階,性 格,興 味 ・関心や課題意識 など)を もと

に して次 の3つ の段階 に分けて考 えた。

〈学級経営段 階での援助 〉

・人間関係にかかわ るこ と(教 師の児童 ・生徒 に対す る共 感的理解,教 師 と児童 ・生徒 と

の信頼関係,互 いに認 あ合え るよ うな学級の雰囲気)

〈学習活動の準備段 階の援助 〉

(1)材 料 ・教具の工夫 にかかわ ること(興 味 ・関心 を誘発す る教材,関 心 を もってい る物

を取 り入れ る,発 展性 のあ る教材,実 態 に合わせた教具の工夫)。

(2)学 習活動 の場面の設定 にかかわる こと(作 業 ・体験 ・操作 などの活動場面 を取 り入れ

る,グ ループな ど学習形態の工夫,児 童 ・生徒の心を揺 さぶ る単元構成の工夫,掲 示物

な ど学習環境の工夫)。

〈学習活動段階 の援助 〉

(3)学 習内容 ・方法の具体化 と評価 の工夫 にかかわ ること(具 体的 な目標の設定,見 通 し

が もて るような工夫,細 か なステ ップの設定,自 己評価 ・相 互評価 の仕方の工夫)。

(4)活 動場面での援助 にかかわること(「 褒め る」など活動を励 ます援助,「 うなず く」

「代弁す る」 「一緒 に行 う」など活動 を認め る援 助,「 気付かせ る」など新 たに啓発す

る援助,助 言 ・示範す る援助,共 感的 な対応)。

これ らの関係を次頁 に構造図 と して示 した。
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〔=一 教師の援珈 構=亙=亘=コ
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「
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活

動

場
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馴

/

爾
i・興輔 心を誘発する教材
!*関 心 を もって い る もの

}・発展性のある教材

{縷 態に合わせた獺

藪/ノ響

園 唄 体的媚 標
1体

1化i。 細かな ステ 。プ

固*配 評価

鷹 ド 相互評価

1禅 元轍 の工夫
*活 動場面の とり入れ

1・ 学習形態の工夫

t*学 習 環 境 の 工 夫
1　 　　

賑 害二魏 議鱗 灘 醜 意識/、

そ こで,通 常 の 学 級 、 弱 視 学 級(通 級),精 神 薄 弱学 級 と い う異 な る学 級 で授 業 を行 い,

上 記 の(D(2}(3)(4)の 教 師 の 援 助 に っ いて 検 証 を 行 った。

6



V指 導事例

1意 欲 を高めるための 「生活科 」活動計画 ・援助案

A小 学校 通常の学級(2学 年,17名 在籍)対 象児童 女児(軽 度精神薄弱)

(1)研 究主題 とのかかわ り

身の回 りにあ る牛乳 や ジュースな どの紙 パ ックか ら"再 生紙 のはが きを作 る活動"を

通 して,作 り上げ る喜 びを味わわせたい と考 え,生 活科の授 業 と して 「め ざせ,紙 づ く

り名人!」 とい う単 元を設定 した。

ところで,本 学級 には軽度 の精神薄弱の女 児が在籍 してい る。本 児の場合,教 師が提

示 した もの にい ち早 く反応 し,「 や ってみたい」 とか 「頑張 ってみ る」など と興味を示

すが,長 続 きせず,そ の後の学習が受 け身 にな って しま うとい うことが多か った。 そこ

で,本 研究の主題を受 け,通 常の学級の 中で発達 に遅れのあ る児童 の学習意欲を継続 さ

せ る援助の在 り方について考察す ることに した。

(2)児 童の実態

① 対象児 について

就学時 は,心 身障害学級 を勧め られたが親 の強い希望で通常の学級 に入学 した。入

学後,一 か月位は点 と点を線で結ぶ ことや簡単 な図形を手 本を見なが ら描 くこともで

きなか った。 しか し,平 仮名や数字 にっいて は,学 校 と家庭 とで繰 り返 し練習 し,少

しずっ書 けるようにな って きた。生活面では,絶 えずお しゃべ りを し授業 中着席 して

い ることが難 しか った。現在 は,入 学時 に比 べ ると学校生活 に も慣れ,落 ち着 いて学

習に参加す る ことがで きるよ うにな って きた。

現在,平 仮名 は手本がな くて も書 ける。片仮名 と漢字 につ いて は,自 信が もて ない

文字が い くっか あり,そ の都度教師 に確認 した り教 えて もらったり して い る。漢字は,

これまでの生活経験によ って高学年で学習す るもので も読む ことがで きる ものがあ り,

教科書 の読み もある程度 スムーズにで きる。言われた ことを しっか り聞 き取 ることは

で きるが,文 章の読み取 りは,ほ とん どで きない。

数や数処理 にっ いて は,1,000ま での数字を書け る。Fた し算 マーク」 「ひ き算 マ

ーク」など と言 いなが ら
,他 の友だち と同 じ課題をやろ うとして ノー トに向か うが,

一人で計算 をす る ことはで きない
。 おは じきを使 いなが らrl,2,3… 」 と数え足

す課題を教 師 と一緒 にや ってい る段 階である。

学習面で本 児に とって大 きな課題 とな ることは,前 述 したよ うに,学 習の途中で飽

きて しまい,課 題が提示 された ときに示 して いた興味を,一 時間あるいは一単元を通

して持続 する ことが難 しいとい うことである。

本児には今 回の はが き作 りの単元 を通 して,完 成す る喜 びや課題 に対す る成就感 を

味わわせて い きたい。そ して,「 今 回は こん なことを頑 張 った」 と自分 自身の活動 を

評価 させ る ことで,「 次 はこん な ことにチ ャレンジ してみ よ う!」 という意欲へっな

げてい きたい と考え た。

② 対象 児 と他の児童 とのかかわ りにっいて

本児 とは,一 人を除いて全員同 じ保育園 に在籍 していた。他の児童 は,自 分たちの
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いる集団 に本児が交 じってい ること,教 師があ る程度特別 な配慮 を して いることに関

して も,あ まり違和感は感 じていないよ うであ る。そ して,本 児の頑張 りを クラスの

他の児童たちが温か く見守 っている。 で きないことにっ いては最 小限の手助 けを して

お り,で きることや頑張 ろうと してい ることには周 りか ら応援 してあげ るとい う姿勢

が よ く身に付 いてい るよ うに思われ る。

(3)具 体的な援助の工夫

① 児童の実態を踏まえて教 材 ・教具を工夫す る。

・グループの友だ ちと協力 して作業で きる課題を設定す る。

・既習事項 を手掛か りに して,自 分 な りの工夫がで きるよ う複数枚作 る ことがで きる

ような準備 をす る。

・ 「この次は こんなデザイ ンに してみよ う」などと,児 童が参考にで きる手本 を数種

類準備す る。

② 様 々な活動形態を取 り入れ る。

・お互いに協力す ることがで きるので,作 業 はグループ単位で行 う。

・はが きの中にす き込む材料を校庭 に取 りに行 く,す き枠を作る,グ ループで紙をす

くな ど,単 元の 中で様 々な活動の場や形態 を取 り入れ る。

③ 学習内容や学習方法 に見通 しを もたせ る。

・活動の初 めに,F今 日は これ に挑戦 してみよ う1と で きあが った ものを見せた り,

や り方 を示範 した りす ることで,活 動内容をっかませ る。

・活動 の終 わ りに,「 次の時問は こん な ことをや ってみよ う」 と実物 を見せて話 を進

め,期 待感を もたせ る。

・自分の活動を振 り返 るため に,「 ふ りかえ りカー ド」を記入 させ る。

・全体の活動を振 り返れ るよ う,毎 時間の様 子を写真 に撮 り,教 室 に掲示す る。

④ 児童の 気持 ちを受容 し,支 援す るたあ に活動場 面で 声か けや接 し方を工夫す る。

・細 かなステ ップの初あ に全体 の場 にお いて,ま たは個別 に励 ま しの声か けをす る。

・苦手意識 を もって いることにっいては,教 師が一緒にな って活動 し,除 々に一人で

で きるよ うに して い く。

・細かなステ ップごとにで きた場 合に褒 め,成 就感を味わわせ る。

(4)授 業分析 と主 な援助の評価

〈表1>
抽 出児童 の意欲の評価表

平成6年 月 日

学校名 年 組 単元名 授業者名 観察者

1分

2分

3分

4分

5分

L璽 」墜 」L璽 動

}「磁 聞く

畔t聞 く璽 撞

藤 福す「繍 扇応甜 繰

考L二
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授 業の際,意 欲 の評価 は主観的 になるため,、前頁の様な抽 出児童の意欲の評価表 〈表

1>を 複数の教 員で チ ェ ックし,共 通項で抽出児の意欲の高 まりを評 価 した。 それ を協

議会 で授業記録 と照合 させ,意 欲的 に活動で きた場 面を検証 した。 「教師のはた らきか

け」の中の(1)～(4)は 「具体的 な援助の工夫」に対応 して いる。

対象児の実態
1

教師の はた らきか刻 」またらきか1ナに対する樋 の様子 はた らきかけの評価

・視覚的な手がか

りがあると,集
中して教師の話を
聞くことができ
る。

・作業の過程をカー ドで提示

したD(3)

・カー ドに集中 し,説 明に うなず
いていた。また,指 名 され たと

きに もすんなりと読む ことがで

きた。

・カー ドを提示 して説明 し

たの は良かったが,併 せ

1蹴 難 繁 空方がよ
11

・何をどの様にす

ればよいかが分
かる課題である
と,積 極的に活
動に参加しよう
という意欲を見

'覇擁禁c空牒享磧劉 轡 ㌘奪せ警菖弩芭蕃嚢訓

明す ることで頑張 るよ うに1に やることを望むな ど 積極性声
かけを した。(1×2×3)1を 見せ た。

i

1・ で きあが ったものを提示す
ることで,本 時 はどん
な活動をす るのか,見 通

しを もっ ことができた。
そ して,「 本時 も頑張ろ

う。」とい う気持 ちにさせ
せ る 。 l

l
るのに,具 体物を提示し
たことは有効であった。

・パルプを一人で ・ 「端 っこまで入れてね
。」と ・声かけに対 して大きくうなずい ・端を意識するという点で

注ぐことはでき 声かけをし,不 十分なとこ た。前回よ り 「端 っこ」をかな は,声 かけと手を添えた
るが,す き枠の ろは手を添えて援助した。 り意識 して慎重に入れることが ことは有効であ った。

端まで入れるこ (2×4) で きた。
とは難 しい。

・網の上に流した
パルプを布に移

す際 しわが寄

・ 「そっとや ってね」 と声を

かけ,最 初 に網を置 く場所

だけ手を添えて一緒にや っ

・ 「で きた一!」 とうれ しそうに

言 っていた。また,次 の作業に

もスムーズに移行す ることがで

'奈轡 堤韓識署誉

とで自信をもって作業で
った り,や ぶけ た。その結果,う ま くでき きた。友だちがやるときに自ら きるようになった。
た りして しま う たので,「いいね一」と褒め 「そ っとね。」と声かけを して い また,乱 暴にやってれば
たあ,苦 手意識

を もって いる。

た 。(2×41 た 。 失敗するということを意識
できるようになった。

'錫 隔 逡葛 ・活動の最後 に 「ふ りかえ り
カー ド」を使い,学 習 した

・ 「ふ りかえ りカー ド」の記入の

時,質 問されたことに適切 に回

・カー ドへの記入 は,教 師
が一対一で声かけを しな

ことや,次 の時 ことを思い出させながら記 答す ることができた。 また,郵 ければならなかったが,
間にどんなこと 入させた。 また,郵 便番号 便番号のスタンプを押すことに 大まかに活動を振り返る
をやるのかとい の スタンプを,自 作の はが とても意欲を見せ授業後も 「今 ことができ,次 の時間に
う見通 しをもつ きに押 して見せて 「実際の 度押そうね。」と張り切って教師 意欲をっなぐこともでき
ことが難 しい。 葉書として使用できること に話 しかけていた。 た。また,ス タンプを提

に気付かせ,も っといっぱ 示 したことで 「次の時間
い作ろう」 ということを動 も頑張ろう。」という気持
機 付 け さ せ た 。(1×2×3×4)1 ちの高まりがみられた。

(5)考 察 と今 後 の課 題

① 児 童 の 実 態 を踏 ま え た教 材 ・教 具 の 工 夫 は 有 効 で あ った か 。

単 元 を 通 して,教 材 や活 動 の 工 夫 に よ り意 欲 を 高 あ る こ とが で きた。 また,一 人 で

は困 難 な 課 題 で も,グ ル ー プで 協 力 して 達成 す る こ とが で き た。

② 児童 の 活 動段 階 の 工 夫 は有 効 で あ った か。

本 時 は 「教 師 の説 明 を 聞 く」「グル ー プで 協 力 して はが きを 作 る」「ふ りか え りカ ー ド

に記 入 す る」 とい う活動 形 態 が あ っ た。 はが き作 りの 活 動 が 中 心 で あ ったが,常 に何

をや るの か が 明確 で,方 法 が 分 か って いた た め,飽 き る こ とな く意 欲 を持 続 させ る こ

とが で き た。

③ 学 習 内 容 や 学 習 方 法 の具 体 イヒは 有効 で あ った か。

具 体 物 を 提 示 した り,手 順 を示 範 した りす る こ とで,活 動 に見 通 しが もて,意 欲 的

に参 加 す る こ とが で きた。 ま た,「 ふ りか え り カー ド」 に記 入 させ る こ とで ,自 分 の
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頑張 りを 自己評価で き,次 の時闇の意 欲へ とっ な ぐことがで きた。今後 は,「 ふ りか

え りカー ド、の記 入の仕方を 児童が視覚的に とらえやす いように絵の提 示 と,学 習前

に自分 の課題 を明確 に し,課 題達成の方策を具体的 に記 入 し,自 己評価 していけ るよ

う工夫 してい きたい。

④ 活動場面での声かけや接 し方は有効で あ ったか。

教師が活動の中で励 ま しや賞賛の声 かけを したり,苦 手な場 面で手 を添え た りした

ことは,本 児の意欲を持続 させた大 きな要因で あ った。その援 助によ って細 かい ステ

ップ ごとに自信が もて,次 の課題へ と"や る気"が 持続 されてい った と考 え られ る。

しか し,こ の ことは逆 に児童が教師のは た らきかけに期待 し.手 助 けを待 って しま

うとい うマイナス面にっなが る ことも予想 され る。 「満足感 一 とい う意味で は,一 歩

引いて活動を見守 り,「 自分一人で ここまでで きたをだ。1と い う気持 ちにさせ る場

面 も必要であ る。今後の授業の中で,個 別 の声か けや手助けの有無,タ イ ミングにっ

いて さ らに検討 して い きたい。

また,他 の児童 が本児にやさ しく接 して くれ たり,励 ま した りして くれてい ること

も意欲を高め るために大 きな援助 にな って いると考え られる。教師の配慮の仕方が他

の児童の本児 に対す る対応の手本 とな って いる ことを 自覚 し,援 助の仕方 を工夫 して

い くとともに,今 の クラスの雰囲気を大切 に し,本 児の成長を温 か く見守 ってい きた

い。

2意 欲を高め るための養護 ・訓練 学習指導 ・援助案

B小 学校 弱視学級 児童数1名,指 導者1名,個 別指 導

対 象児童4年 女子 黄斑変性に よる弱視 矯正視力 両眼(0.1)

(D研 究主題 とのかかわ り

弱視学級 は通級制 の学 級で あ り,指 導 は養護 ・訓練 を中心 とした個別指 導が主であ る。

弱視児 は通常の学 級に在 籍 し,週1～2回 弱視学級 に通級 する。

一対一の偲別指導が主 であ るために,児 童 は しば しば受動 的にな り,従 来 の指導で は,

「自 ら意欲を もち主体的 に学習 に取 り組む力」を培 うには難 しい とい う実態 があ った。

また,先 行研究 によれば,弱 視学級の児童のなかには,卒 業後,知 識力,理 解力を もち

なが らも.主 体 的に社会生活 を送 る ことがで きない児童が多い とい った調査結果 も出て

い る。 そ こで,研 究授 業を もとに,通 級制学級の個別指導 における意欲 を高め る援助の

在 り方 について考察 した。

(2)児 童の実態

① 見え方 などの特徴

ア 視野 は広 いが 中心暗点が あ り,単 眼鏡や弱視 レンズ等が使用 しに くい。

イ ー 見活発で あ るために,細 か な文字が 見に くい等,弱 視 としての障害を周囲の人

々に理解 されに くい。

② 学習のね らい

ア 自己の見え方を理 解す る。
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ウ

エ

オ

視覚認知の向上 を図 るとともに,視 覚捕助具の活用能力を高める。

様 々な場面で,視 覚補助具を活用す る。

得意 な分野の運動能力を高め る。

漢字 や文章の読みのカを高め る。

(3)具 体 的な援助の工夫

① 児童 の実態 を踏 まえた教材 ・教具の工夫

・視野 に障害が あ って も見やす いPC-WIDE(パ ソコ ン画面の文字拡大機)
,

CTV(拡 大 テ レビ読書器)を 活用す ること。

・東京都 の地形の 全体像 を把握 させ るためにイカの形 に見立てて提 示 した こと
。

② 児童の活動段階 の工夫

C

・自分の障害 に合 った教材(地 図)学 習方法(ワ ープロの手紙)を 自ら工夫す る活動

を取 り入れる こと。

・一 韓車な ど得意 な学習活動を取 り入れ ること。

③ 学 習内容 ・方法 の具体化

・養 護 ・訓練 の内容 は定 め られ た期間 は毎 日同 じ内容を繰 り返 し指 導 し
,児 童 自身が

学 習内容 ・方法 に対 して見通 しを もち,主 体的に学習 を行 うように計画 されて い る

こと。

・自己 目標の設定 や 自己評価,学 習 の振 り返 りを習慣付 け ること。

④ 児童の気持 ちを受容す るための教師の援助

・楽 しさや意欲を高あ るために,教 師 も共 に活動をす ること。

・活動場面での受容的 ・共感的な対応

(4)授 業分析 と主な援 助の評価

授業分析表 は授業観察記録 とビデオ,行 動観察記録か ら 「児童 の実態 」 「教師のはた

らきか け」 「はた らきかけ に対 す る児童 の様子 」を整理 した ものである。 「はた らきか

けの評価 」は,授 業後の協議会で観察者の記録 や本児の 自己評価等を もとに討議 した も

のを表 にま とあた もので ある。

表 中の(1)～(4)は具体 的な援助の工夫の内容を示 している。

対 象 児 の実 態1 教 師 の は た ら き か け1 はたらきかけに対する児童の様子 はたらきかけの評価

・見 学 者 が い て ,緊 張 ・ 「友 だ ち に ,手 紙 を書 く用 意 を しよ ・は じめ は 緊 張 して いた が .教 師 ・緊張した場面での援

して い る。 う 。,樹 が一緒に操作を行うことで落ち 助としては適切。
・手紙は自分で設定 し ・パソコンの起動を教師と児童が共に 着いて起動できた。
た課題である。 行 う。②
・ワ ー プ ロの 操 作 は ま ・ 「誰 の 手 紙 を書 くの か な。」(2) ・ 「妹 に書 く。」と は っ き り言 い 操 ・自分が 考 え た課 題 で ,

だ始めたばかりで自 ・ 「前の時闇に書いた手紙を読み込ん 作する、(自 己目標) 前時と同じ学習方法
信 が な い。 で,直 して い こ うね 。」13} なので見通 しがもて

・教師が言葉で援助 しなが ら,手 紙の 安心できた。
フ ァイ ル を読 み込 む。(2)

・パ ソ コ ン の キ ー ボ ー ・キーボー ドの場所を言葉で指示 した ・よ く見 え な い時 は教 師 に 「こ こ

ドの字はよ く見えな り,児 童 の確 認 に応 え た りす る。 〔4) でいい?」 と確認 しながら入力
い 。 す る。
・画面の文字が見えな ・PC-WIDEの 活 用 を 見 守 る

。 〔1) ・PC-WIDEは 自分 か ら ス イ ッチ を ・PC-WmEは 自分 か ら

いの でPC-WIDEを 活 入 れ,活 用 す る。 進んで活用 した。
用 して読む必要があ
る 。
・文章の読みは苦手で ・教 師 が 一 緒 に 読 む。 働 ・PC-WIDEを 操 作 しなが ら一 緒 に ・教 師 と の一 体 感 が あ

あ る。 読 む 。 る 。
・印刷の操作はまだで ・ 「これ で い い で す か。」(3) ・ 「うん 。」(自 己評 価) ・表情が和 らぎ笑顔が

きな い。 ・印刷する紙の色を自分で選ばせる。 ・好きな色を選ぶ。印刷ができる み られ た。

〔2) のを楽しみに待つ表情。
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(5)考 察 と今後の課題

① 児童の実態 を踏 まえ た教材 ・教 具の工夫は有効で あ ったか。

視覚障害 を補 うためのPC-WIDE,CCTVの 活用や 東京都の地形を イカに見

立てたモデルの教材 は有効で あ った。

② 児童の活動段 階の工 夫は有効であ ったか。

児童の気持 ちを尊重 し,ワ ープロのキーボー ドを操作 して 手紙 を書 く活動 を取 り入

れ たの は,文 章作成に主体的に取 り組 もうとい う気持 ちを伸ばす上で有効であ った。

授業の流れの 中で,ど こに児童の得意な学習活動 を取 り入れ るかで1時 間の意欲の

もち方 も変わ って くる。授業構成 にっいては,今 後の課題で ある。

③ 学 習内容 ・方法 の具体 化は有効であ ったか。

養護 ・訓練 の児童の繰 り返 しは,児 童 自身 に見通 しを もたせ主体的に取 り組 ませ る

ため には有効であ った。今後は,自 己の成長を客観的 に理解 させ振 り返 らぜるたあに,

ワープロの フ ァイルは前の フ ァイルを更新せず,一 文書ずつ新規 に保存 してい く方 が

よい。

自己 目標 の設定,自 己評 価,課 題 に対す る意欲や達成 した満足感 は得 られ たと考え

たが,今 回の授業だけでは自己理解 を深めて い くまでには至 らなか った。但 し,教 師

との信頼関係が あるので,も う少 し深 く児童の内面を掘 り起 こさせ ることは可能で あ
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ると思われた。今回の授 業の成果か ら,自 己 目標 の設定や 自己評価を積み上げてい く

ことで,児 童 は自己理 解が深 ま り,自 信を もち,さ らなる意欲 にっ なが るであろ うと

思われ る。その検証が今後の課題 である。

④ 教師の言葉かけや接 し方 は児童の意欲 を高め る上では有効で あ ったか。

教師が苦手な一輪車を一緒に行 った ことは,児 童に とって教師 との一体感を もつ こ

とがで き,そ の後の活動への意欲を高めることがで きた。

児童の 「いやだ」 「で きない」 とい った気持 ちを受容するだけで な く,そ の気持 ち

を乗 り越え られ るよ うな教師の援助 の工夫 も必要であ った。

今後 は,よ り一層児童 と教師の信頼関係 を深 めて行 くための援助 を して い くことが

課題で ある。

3意 欲 を高 めるための 「作業学習」指導 ・援助案

C小 学校 精神 薄弱学級 児童数17名 指導者4名 小集団におけ る個別指導

対 象児童 小学校3年 男子 精神薄弱

(1)研 究主題 とのかかわ り

伝統的な 「のれん作 り」の作業学習の中で,友 だち と競 い合 う楽 しみを味わ うなど,

子供た ちの作業に対す る意 欲を喚起す る手立てを工夫す ることが,役 割意識を 自覚 させ

集団適応力を高め ることにな ると考 えた。 その ためには,

① 児童の能力や適性を的確に把握 する こと。

② 児童の細かな変容を的確に把握 し評価す る こと。

③ 児童の実態 に合わせた援 助 ・指導 を工夫す ることを心掛け ること。

などが教師 に求め られ る資質であ ると考え る。 しか し,児 童の実態 に合わ ない教師の不

適切 な指導が続 くと,逆 に児童の活動意欲を減退 させ,成 長を阻害す る。本研究の主題

を受 け,研 究授業 を行い,自 己実現 にっなが る意欲 を引き出す ための援助 の在 り方 を考

え ることに した。

(2)児 童の実態

本児 は入学当初,集 団や場 を理 解 して 自 らの行動を コン トロールす る ことがで きに く

い児童で あった。国語で は,見 聞 き した ことや経験 した ことを大体教師 に話す ことがで

き,簡 単 な文章であれば平仮名で書 くことが で きる。算数で は,時 計 の時刻 を大体読む

ことが で き,長 さや重 さを表す単位が分か り,徐 々に物差 しや はか りな どの扱 いに慣れ

て きて い る。

作業学 習の中で は,2年 生 にな り同学年のS児 と作業量を競 い合 う場を設定 した時か

ら負けた くない とい う意欲が現れて きた。 しか し,時 々声か けを されない と集中力が持

続 せず 遅れ,負 け る予測 を もつ とす ぐにあ きらめて しま うこと も多か った。3年 にな り,

少 しずつ低学年 の世 話をする場面 もみ られて きた。 しか し,ま だ 自己の能力や判断 力に

自信が もてず,幼 さか ら抜 け きれ ない面があ る。作業学習 の中で も個別課題への活 動に

はまだ意欲の浮 き沈みがあ る。 そ こで,現 段階での本児の作業学 習にお けるね らいは,

自己の作業量の見通 しを もちつつ課題達成へ向 けて粘 り強 く進めてい くことで ある。そ
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の結 果,自 己の能 力を再発見 し,で きた喜 びを自信へっなげ,次 の新 たな作業 工程 や生

活全般 に対 して意 欲的に挑戦 してい く態度 を培 いたいと考えた。

(3)具 体的 な援助の工夫

① 児童の実態を踏 まえ た教材 ・教具の工夫

☆ 目標達成 に向けて意欲を持続 させ るために

・50cmの 針金を短 い針金(30cm)に 換え ,1本 に数珠玉 を通す時間を短縮す ることで,

1本 の作業完了の達成感を数多 く味わわせ る。

・数珠玉通 しの 目標 とする分量 を黒板へ長 さで示 させ,目 標 までの残 りを視覚的 に理

解 させ る。

☆課題把握 を しやす くす るために

・本 時の 目標 ラインに アニ メの シールを貼 り,一 目で分か るよ うにす る。

② 学 習活動段階の設定の工夫

・作業行程の流れが分か るよ うに,写 真,絵,表,図 な どの室内掲 示をす る。

・自分の役割が分か るよ うに,作 業工程の種 類 ごとにまとま りを作 り,そ れが数 グル

ープ展 開 されて いる状況 を作 る。

③ 学習 内容 ・方法の具体化 と評価の工夫

・児童 自身が学 習内容,方 法,目 標 に対 して見通 しを もって活動で きるよ う,前 回頑

張 った点や努力 した点を思 い出させ具体的な改善方法を例示する。

・教 師 自身 も児童 と一緒に同 じ活動 を行 うよ うにす る。

・や り終えた数珠玉 を次の工程 に渡す ことを確認 させ,自 分がのれん作 りの大切 な一一

端を担 って いることに気付かせる。

・最初の通過 目標時刻 は達成 しやす く配慮 する。

・目標を適時振 り返 らせ,努 力 してい る点,頑 張 って いる点 を認 め励ます ことで,作

業継続 への意欲付 けをす る。

④ 活動段 階の具体的 な援助 の工夫

・1本 や り終 え るごとに,教 師の賞賛や激励な どの評価 を行 う。

・一緒 に数珠玉通 しを している他の子 と競わせ ることで自分 のペースを考え られ るよ

うにす る。

・大 まかな通過 目標時刻(板 書)と 見比 べなが らペ ースを考え られ るよ うな声 かけを

す る。

(4》 授業分析 と主な援助 の評価

「教師 ははた らきかけ」の中の(1)～(4)は,具 体的 な援助の工夫の項 目に対応 している。

対 象 児 の 実 態 教 師 の は た ら き か け はたらきかけに対する兇童の様子iは たらきか砂の評億

:雛難ll難1撚i饗1灘ill灘
'撃董購 鞭 灘 欝 志畿覇 羅 誰 琴罐1轡 ・短期的な見通しを

もたせることがで
き有効だった。
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・単純 作 業 の繰 り返 しの

た め,飽 き て しま う。

・ 「2:05ま で に合 格 で きれ ば アニ

メの 所 まで 行 け るか も。」と,時

・チ ラ ッと黒 板 の方 に 目を や り,急
いで 通 し始 め て い た。

・時 刻 を 読 め る本 児

に と って は,一 っ
刻ラインを意識さぜ,目 標の再
認識をさせた。〔3)ゆ
・ 「先生に芯抜き用の玉を早 く下 ・一生懸命手を動か し

,顔 っきも真

の目標達成のたあ
の目安になった。
・自分の活動結果が

さ い。」 「大 き い子 に た く さん あ 剣 に な った。 利用されているこ
げ よ う。」 「この 数 珠 玉誰 に使 っ

て も らお うか 。 」 と声 か け る。

rN君 。 」 と個 入名 を 言 う。 とが分かり,作 業
への集中力が増 し

・手 を 止 あ て ,よ そ 見が

多 くな る.

〔2)(3}
・rR君 の方 が ,早 く見 せ に 来 る
か な。」 「先 生 の 方 が た く さん や

・教師の残りの数珠玉の個数を気に

して数えていた。 「ちょっとちょ

た。
・教 師 へ の ライ バ ル

意 識 が あ り,い い
って い る よ。」と長 さ比 べ を した。
・他 の 児 童 の 確 認 の あ と 「しま っ

た負 け ち ゃ う。」とあ わ て て教 師

っとL比 べさせて下さい。」と自分
から言って教師に対 し対抗意識を

もった。

刺激となっていて
有効だった。

が始める姿を見せた。 ・教師の声かけや行動に対 し敏感に
・合格の数珠玉を抜いている途中

反 応 して い た 。 「ダ メ,ま だ始 め
か ら芯 抜 き を始 め た 。② 〔3)(4) な いで 。」と教 師 の フ ラ イ ングを 制

止 した。

・数珠玉で遊び始めてし

まう。

・ 「今 日は ど こ まで や る 目標 な の

か な。」 「ゆ っ くりや って い る と

・ 「アニ メの シー ル ま でや る 」「早 く

や る。」と,急 い で や ろ う と必 死 に

・集中が途切れて し

まいがちな実態に
アニメの主人公は,空 を飛んで な って いた 。 合わせた声かけだ
遠 くへ行っちゃうかも知れない ・同じ長さの別の針金に換えて,数 っ た 。

よ。」と到達 ・行動目標の再確認 珠玉通 しを した。
を させ た。{D〔3×4)

・意欲的に作業し,短 時
間で終了して確認に来

・作業経過の確認ごとに以下のよ

うな簡単な励ましをする。〔D②

・教師に褒められたときに嬉 しそう

な表情。認められて,な おさら意

・活動中の細かい励

ましが児童の意欲
る 。 〔3)〔4) 欲的に動いていた。記録を板書す を維持 し,よ り高
しか し,作 業が途切れ 「よ し。」 「う ま い 。」 「い い そ 。」 るたあに走って移動 していた。急 めていくたあに有
がちで,時 間がかかる 「合格 。」 「早 か った ね 。」 「も う いで合格 した数珠玉を抜いて,次 効 で あ った。
こ と もあ る。 少 しで い き そ うだ 。」 の1本 を始あようとしていた。

・目標達成の実感をもち

にくい。

・達成 したときに全体の中で聞こ

えるように評価する。{3)

・ 「シ ール ま で い っ た 」「頑 張 って や

り ま した 。」 「ぼ くす ご い?」 と,

・本人はめあてに対

する意識をもって
・目標についての反省の

仕方が分かりにくい。
頭 を な で る,握 手 す るな ど。
・振 り返 りの 作 業 ノ ー ト記 入 時 に

作業ノー ト記入時に思い出しなが
ら発言する。

やっていたので満
足していた。

観点を明らかにするために項目 ・めあて通りできた喜びが大きかっ ・具体的な評価の観

を絞 って考 え させ る。(3) た 。 点を示し,そ の都
度評価することが
重要である。

(5)考 察 と今後の課題

① 児童の実態を踏 まえ た教材 ・教 具の工夫 は有効であ ったか。

針金を短か くした ことは,1本 の作業達成回数を多 くし,作 業の持続を図 るうえで

有効だ った。 アニ メの シールをああての表示 に した ことも,本 児の好み に合わせて い

て効果的だ っだ。黒板 に,め あての長 さを示 し,視 覚に訴 えた ことで作業意欲を喚起

し自己評価 に結 び付 いた。

② 学習活動場面の設定 は有効であ ったか。

室 内掲示 は児童の 目の高 さにあ ると良 い。工程 ごとの グループは,そ の 中での競い

合 いに結 びっ きやす い。作業達 成のためには効果的だ と考え る。完成品 を掲示す るこ

とで,作 業への見通 しを もつ ことが出来た。

③ 学習 内容 ・方法の具体化 と評価の工夫は有効で あ ったか。

教師 も真剣 に活動す ることは,意 欲付 けの面 か らも到達(行 動)目 標 の具体化の面

か らも有効で あ った。作業で通 した数珠玉 を,す ぐに他の工程で有効 に利用す ること

で,自 分の仕事の成果を 自己評 価す ることがで き有効な手がか りにな った。

④ 活動場面での具体的な援助の工夫は有効で あったか。

褒 あた り,刺 激 した り しなが ら,教 師が児童の ライバル とな ることで,児 童の作 業

への意欲や作業能率が高 まっていた。 や らされて いる状態 ではな く意気込みを感 じた。

低学年の単純作業にお いて,で きた,で きそうだ とい う自分の力 を再確認 させなが ら,
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や る気に させ る方法を探 って い くことは大切だ と考え る。 それ により,児 童の意 欲は,

同 じ作業で も全 く変わ って くる。

〈今後の課題 〉

本時の中では,教 師 の援助 の工夫 を もとに個別のかかわ りで,意 欲的な行動を持続 さ

せ ることが で きた。 そ して,そ の ことを 自己評価 に もっ なげ られ た。 しか し,そ の 自信

を さらに生 活の中で発揮 させ るためには,個 別のかかわ りだ けで な く,様 々な集団 ・活

動を通 し,担 任4人 がさ らにその役割 を明確 に し,密 接 に連携 を図 って い く必要があ る。

また,作 業学 習 と して のfの れん作 り1自 体に児童の意欲を喚起す る要素があ るのか

な ど今後検討 してい く必要があ る。

W研 究の まとめ と今後の課題

1研 究の まとめ

m教 師 の援助 の視点

本分科会 は,児 童 ・生徒の意欲を高め るたあの教師の援助 の在 り方 につ いて授業研究

を通 して研究 を深 めて きた。先行授業か ら,ど のよ うな教師の援助 が児童 ・生徒の意欲

を高めたかを分析 し。教師 の援助 を3つ の段階 に分類 した。そ して,そ の段階 の4つ の

視点 を共通理解 し,研 究授業で検証 した。

教 師の援助 の段階 ごとの分 類 と視点(① ～④)

学 習活動の準備段階1① 教 材 ・教 具の工夫 にかかわ ること。

1… 児童 ・生徒の実態 を踏 まえた教材 ・教具 の工夫

i② 学 習活動の場面の設定 にかかわ ること。

}… 多様 な学習活動を取 り入れ る(作 業,体 験 灘 などの活動)一
学習活動段階

一学級経営段階

1③ 学習 内容,方 法の具体 化 と評価の工夫にかかわ ること。
垂

…学習内容,方 法を具体 化 し,児 童 ・生徒に見通 しを もたせ る。

④ 活動場面での援助 にかかわること。

…学習場面での教師の援 助の工夫(褒 める,励 ます,認 め るな

どの教師のかかわ り方)。

}人 間 関係 に かか わ る こ と

1・ 児童 ・生徒 へ の 教 師 の 共 感 的 理解

1'5?童.生 徒 と教 師 の 信 頼 関 係

}・ 互いが認め合 えるよ うな学級の雰囲気

12}研 究授業で有効で あ った援助の工夫

L_踏 まえた墾オ・教具の工夫が有効的で麺 三」
・視 覚 障 害 を補 うた めのPC-W王DE ,CCTVを 活 屠 した こ と。

・手 指 の巧 緻 性 が 不 十 分 な児 童 で も作 業 しや す い よ うに ,「 紙 す き 」の 道 具 を手 作 りで

児 童 と共 に工 夫 し作 った ことで,"で きた 、 「次 は こん な こ とを や って み た い 」 とい
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う意欲 的な気持 ちを高 めた。

② 作業,体 験,操 作 などの多様 な活動場面を授業 の中に設定 した ことは有効で あ った

・児 童 ・生 徒 が 主 体 的 に活 動 で き る場 面 を授 業 の 中 に作 った こ と。

・作 業 ,体 験,操 作 な ど の多 様 な活 動 場 面 を授 業 の 中 に設 定 した こ とに よ り,児 童 ・生

徒 が 「で き た 」 とい う自信 を もっ こ とが で き,さ らに 「も っ とや りた い 」 「次 は こん

な こ とを や りた い 」 とい う意 欲 を 生 み 出す こ とが 分 か った 。

③ 学習内容につて見通し壷 壷 三]
・授 業 の 学 習 内容 の 具 体 的 な 目標 を 細 か な ス テ ップ に分 け て 設 定 す る こ とで

,「 で きた 」

「も っ とや ろ う」 と い う意 欲 にっ な が った。 さ らに,そ の 授 業 を振 り返 る ことで,次

の授 業 へ の期 待 感 に結 び付 け る こ とが で きた。

・作 業 工 程 や結 果 につ いて の 見 通 しを もっ こ とで
,安 心 して 学 習 す る こ とが で き る状 態

を作 る こ とが で き意 欲 が 高 ま った 。

④ 学習場面で の褒 ある,励 ます,認 め るな との教師のかかわ りが有効で あった

・教師が児童 ・生徒 とともに活動 し,励 ます ことで意欲が持 続 し最後 まで頑張 ろ うとす

る姿が見 られ た。

・褒 め られ,認 あ られ ることで 「で きた」 とい う学習成果を実感す ることがで き,次 の

課題へ取 り組 もうとす る意欲が高ま った。褒 ある,認 め るとい う教師の評価が 「で き

た」 とい う自己理解 にっ なが った。

(3)検 証 のま とめ

① ～④ の検証 に基づ いて,本 分科会 と して次の よ うなまとめを行 った。

意欲を高め る教師の援助 とは,障 害の種別に応 じて個 々の児童 ・生徒の的確 な実態把

握の もとに,課 題 を明確 に し,日 々の授業を通 して,「 で きた」 「分か った」 という成

就感を培い続け るたあに授業 を計画 し実施 してい く全ての過程で ある。研 究授業で は,

その過程の1時 間 しか観 察す ることが 出来 なか った。 しか し,日 々の意欲の観点 ごとの

評価を積み重ね,前 述の4っ の視点 を中心 として授業改善 を行 うことで,新 たな課題 に

主体的 にかかわ る児童 ・生徒を育ててい くもの と確信 している。

2今 後の課題

・一単位時間 にお ける 「意欲を高め るための援助の工夫」 は検証 で きたが
,意 欲か ら態度

への変容過程 は評価で きなか った。 この点 につ いて は,各 研究 員が 日々の授業を充実 さ

せ年月をか けて考察 してい くことが必 要である。

・具体的 な自己評価 につ いての工夫が今後 の課題で ある
。

私 たちは,以 上の よ うに,教 師の援助 が意欲 を高 めるための有効な手だて と考え た。

「指導 中心か ら,援 助 中心の教育観 へ」の教師 の意識変革が重要であ り,常 に自己研鑛

に励 み続 ける ことが課題で ある。
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主題 一人一人の児童 ・生徒が意欲的に学習す るための教科指導の工夫

一おも しろい授業 ・分か る授 業をめざ して一

1主 題設 定の理 由

教科分科会は,盲 学校,ろ う学校,肢 体不 自由 ・病弱養護学校 の障害種別の異な る教師10名

で構成 されてい る。主題 設定に当た って,各 研究員か ら出された教科指導の問題点を協議 し整

理す ると,児 童 ・生徒た ちが,分 か るよ うにな ったことに喜びを感 じられ る工夫,児 童 ・生徒

が意欲的 に学習す ることがで きる指導 内容 と授業の展開,感 動的な授 業の在 り方,学 習 内容の

見通 しの もたせ方の 工夫な どが,指 導上 の課題 と して挙 げ られ た。

昨年度の教科分科会で は,児 童 ・生徒の実態を 「総合的実態A!「 教科的実 態B」 「前単元

まで の実態C」 の三っの観点別 に整理 し,個 別の指導 目標の設定 にっいて研究 した。今年度 は

その成果 を引 き継 ぎ,適 切 な実態把握を基 に,指 導計 画 と展開 に視点を 当て,教 科指 導におけ

る一一人一人の児童 ・生徒が意 欲的に学習す る 「望 ま しい授業の在 り方 」を明 らか にす るととも

に,学 習活動を支援す る教師 の指導 の工夫 と改善をね らいと して上記 の研究主題を設定 した。

R研 究方法 と経過

1研 究方法

(1)基 礎研究

①各研究 員の教科指導上の課題の整i理を行 い,研 究 主題を設定す る。

②教 育研究 員や教育 開発委 員会等の先行研究を基に,F指 導 内容 」 「授業の展開」 徽 材 ・

教具jの 工 夫点 にっいて,協 議す る。

③ 一入一人の児童 ・生 徒が意欲的に学習 す るための 「望 ま しい授業 の在 り方 」の観点を明

らか に し,共 通理解を図 る。

(2)実 践研究

基礎研究 を基 に,個 に応 じた指導を重視 した授業研究 を通 じて,具 体的な授 業の工夫点 ・

改善点を検討す る。

2研 究経過

月 内 容 月 内 容

・1簾 糠 臨 灘 議酬 ・基づきi

6・ 研究主題の設定,研 究方法の協議1
け 授業改善の視点(指 導内容,指 導展開、11e
教材 ・教具)か ら,3ク ループに分かれ
て膿

______コ_

91・ 研究授業(ろ う学校高等部保健体育)1 ・研究授業(肢 体不自由養護学校小学部算数)
・既究授業(盲 学校中学部保健体育〉

・研究授業(肢 体不自由養護学校中学部理科)
・研究報告書の原稿の検討

7ド灘 酒彙騨 黎去鵬 」己∵ 犠 灘 鱗

8i・ 意 欲を高 め るr望 ま しい授業一の在 り方 、1・ 発表 会準備 と資料作成

1罵 撫 橘 弐箆1寸尉 受業改善の視陥 「瞬蹴 発飴
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皿 研究内容

1意 欲 と授業の関係

「意欲的な活動」にっいては,各 校の研究紀要や先行研 究に学 びなが ら検討 し,本 分科会

で は,平 成3年 度の研究員の研究に基づ き,次 の ように概念規定を した。

意 欲 的 な活 動 と は,児 童 ・生 徒 が 自 ら人 や 物 にか か わ ろ う と し,課 題 ・目標 に 向か っ

て 自 ら取 り組 む こ とで あ る。

平 成3年 度 教育 研 究 員(心 身 障害 教 育)研 究 報 告書 よ り一一一… 一

欝 驚離ll謄ll諜矯 臓;;;努
点 と して,「 指 導 内 容 」 「授 業 の 展 開 」 「教 材 ・教 具 」 ・児ト搬…"

の 三 っ の 柱 を 設 定 し,各 柱 ご と に 検 討 し た 。(図1)Ptc'・ ・と… とかでき・
一 一一 一一 一 一 喜 ひ は 大 き い

つ ま り,① 教 科 で 何 を教 え るか と い う観 点 で 単 元 ・

題 材 の適 切 な選 定 が な され,② 活 動 が 分 か りや す く,

活 動 しや す い教 材 ・教 具 が工 夫 され,③ 児 童 ・生 徒 の

気 持 ちに 共 感 す る教 師 の 支援 の 中,児 童 ・生 徒 が 主 役

とな る授 業 の 展 開 が され る 「望 ま しい授 業 」が,意 欲

的 な活 動 にっ なが るの で はな い か と考 え た。 併 せ て,

授 業 は,各 柱 が 単 独 に存 在 す る もの で は な く,相 互 に

関 連 しなが ら進 め られ る必 要 が あ る点 も確 認 した。

2望 ま しい授 業 の 在 り方(各 柱 ご とに 検討)

(1)

特 性 」 に加 え,「 将 来 の 見 通 し」

奇 心 を揺 さぶ り,

要 で あ る。 … …(事 例1)

(2)

罵メ
画

◇児重・生徒の気時ちに

共感 ¢る

、他の致師との其通理解

同
}材{(♪ 店動を分かhや すくする
"lkl

.。動、や。、、

劉

図1

指導 内容の選択 ……単元 ・題材の適切な選定 に当た っては,「 教科の系統性」 「障害の

「環境の条件 」を考慮す る。っま り児童 ・生徒の知的好

生活年齢 を配慮 しなが らも,将 来の見通 しも含めた指導 内容の選択が必

授 業 の 展 開 の 改善 … … これ まで の 教 師 の 側 か らの 授 業 の展 開か ら,児 童 ・生 徒 の側 に立

った 授 業 展 開 へ の 見 直 しを した。 児 童 ・生 徒 の 活 動 を,授 業 場 面 で 児 童 ・生 徒 が 表現 す る

で あ ろ う言 葉 に置 き換 え,そ れ に 対 して,教 師 は ど う支 援 し励 ます か と い う視 点 で展 開 を

と らえ 直 した。 児 童 ・生 徒 が 主 役 で 学 習 す れ ば,喜 びや 達 成 感 は よ り大 き い。 また,学 習

活 動 の 自 己評 価 を重 視 し,次 時 へ の 期 待 に っ な げ る ことが で き る、 … …(事 例2)

(3)教 材 ・教 具 の 工 夫 … … 児童 ・生 徒 の 学 習活 動 を分 か りや す く,活 動 しや す くす る(自 助

具 と して の 役 割 を含 む)た め に,教 材 ・教 具 の果 たす 役 割 は大 きい。 児童 ・生 徒 の 興 味 ・

関心 を喚 起 させ る た めの 条件 と使 い 方 の 工 夫 が ポ イ ン トで あ る。 … …(事 例3)

以 上 の三 つ の柱 を構 造 化 し(図2),こ れ を 基 に 各校 で 研 究 授 業 を 行 い な が ら,授 業 の 改

善 を 図 った。 研 究 授 業 に際 して は,「 個 別 の 実 態把 握 表 」及 び 「個 別 学 習指 導 案 」 を作 成 し,

個 に 応 じた指 導 に重 点 を置 いて 検 討 した。
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指
導
内
容

教科の系統性

・系統性 を踏 まえてい る
・知的好奇 心をゆさぶる
・面 白いところ

障 害 の 特 性

・障 害に応 じた
・登育 ・発達に応 じた

将来 の見通 し

。将来 や生 涯の毘通 し
・生 活年 齢の配慮
・欝常的 に使 え る
・経験 の有無
・身近 な(感 覚的)も の

環 境 の 条 件

・季節や時期の 配慮
・旛設や設備の 菊無

ー

ト。
O

ー

授

業

の
展
開

児
童

生
徒

の
活
動

教
師

か

ら

の
支

援

学習の準備
をする
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や
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す
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か

次
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な
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た
や
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な

生
徒
が
自
ら
選

まとめ ・評価

段
階
的
な
課
題

生
徒
の
要
求

へ
の
配
慮

長
所
を
伸
ば
す

判
断
や
選
択
の
場
の
設
定

児
童

・
生
徒
の
表
現
の
受
け
入
れ

教
材

教
具

・多 くの単元で生かせ る

・身近で親 しみ やすい

・新 しい技術、設備 、機器 ・障審 に応 じて いる ・発達段階 に合 っている

・關常生 活に活用で きる ・興 味を もたせ る

・単元 におけ る教材の構成 ・児童 ・生徒 の表現、作品を教材 化

使 い 方
・必要 に応 じて支援 する ・児重 ・生徒 に選択 させ る(複 数 準備)

図2 「望ま しい授業 のあ り方」



IV指 導事例

指 導事 例1《 算数科》 肢体不 自由養護学校小学部

1本 グループ編成

本校の小学部 高学年 の教科指導 を対象

とす るグループ編成は,右 図のよ うで あ

る。全員,日 常会話は 自由にで きるが,

児童の知的な発達や学 力等の幅が広 く,

国語 ・算数の教 科 は,三 っの小 グループ

制を とってい る。他の教 科は全体で行 っ

い る。 対 象児 の い る小 グル ー プ(c)

は,A児(部 分)とB児(学 年担 当)

の2名 で複式で授業を行い,前 半 と後半

で一対一の授業 と個別課題(ド リル形式

など)の 学習 に分 けて指導 して いる。

単元名 「面積」

国 語 ・算 数 4年 生 5年 生 6年 生

a精 神薄弱教科 男子1名 女子2名

b下 学 年 適 用

(1・2年 生)

女子1名 男子1名

女子1名

女子3名

下 学 年 適 用

(3・4年 生)

A女 子1名

C

学 年 相 当 B女 子1名

2対 象 児(A児)の 実 態 と指 導 の 方 針

A児 の 実 態 は表1の よ うで あ る。 昨 年度 ま で,国 語 の 学 習 はB児 と同 じ教 材 を 使 用 して い た

た あ(算 数 は別 教 材)rBち ゃん の 答 え が 正 しい。 違 う答 え は言 って は い け な い。 」 とい う気

持 ちが 強 く,自 分 の 考 え や 意 見 を 素 直 に言 え な い こ とが 多 か った。 今 年度 は別 々の 教 材 で学 習

して い るた め,B児 の 意 見 に左 右 され る こ とは な くな った。

しか し,個 別 学 習,特 に算 数 の 学 習 で は 「正 しい答 え は何 か?」 と答 え を 出す こ とに一 生 懸

命 で,ど う考 え た の か とい う過 程 を質 問 して もキ ョ トンと して,は っ き り答 え る こ とが で きな

い。 これ は,問 題 に対 して 答 え が 唯 一 で あ る と ころ が多 い とい う算 数 科 の特 長 か ら くる理 由だ

け で は な く,A児 が 「なぜ,ど う して?」 と思 う こ とが 少 な く,意 味 を 考 え て学 習 す る こ とが

苦 手 で あ るた あ と も思 わ れ る。

また,「 分 か らな い」 「難 しい 」 「知 らな い 」 と言 う こ とが で きず,分 か ったふ りを して し

ま うこ と も多 い。 「分 か らな い 」 と言 う こ とが恥 ず か しい と感 じて い る よ うで あ る。

そ こで,「 分 か らな くて もい い ん だ 」 「答 え が 間違 って もいい ん だ 」 と気持 ちを 解 放 させ る

こ とを大 切 に し,特 に指 導 内容 を 考 慮 す る こ とに よ り,「 考 え る こ との 楽 しさ」 「意 味 を 考 え

る こ との大 切 さ 」 を実 感 で き る もの に した い と考 え た。

3授 業改 善 の視 点 及 び単 元 の 特 徴

(1)単 元 「面 積 」 に っ いて

「面積 」 は視 覚 的 に と らえ や す い量 で あ るが,実 際 に はA児 に と って 広 す ぎ る もの(例 え

ば,校 庭)や 量 的 属 性 を取 り出す の が 難 しい もの(立 体 や 曲面 な ど は ど この 部分 を 見 れ ば い

い の か が 分 か らな い)も 多 い。 ま た,既 習 の 量(長 さ,か さ)と 違 って 基 本 単 位 で は な く,

長方 形 の縦 の 長 さ と横 の長 さを測 り,乗 法 に よ って そ の 数 値が 決 ま る(誘 導 単 位)も の で あ

り,「 長 さ」 の 次 の段 階(二 次 元)と な る。

そ の よ うな特 徴 を踏 ま え,指 導 内容 の 選 択 の 視 点(図2参 照)の うち,「 教 科 の 系統 性 」

一21一



表1 「A児 の個別実態表1

A.総 合的実態把握と目標の設定
都立○つ養護学校 小学部6年 A児

実
一十 一一 一 一

態 把 握一一…+≒ 轟 標 設 定

歴

等

の

長

一

は
知

き

'
と
.
、

`
書

た
達

,

る
み

い
友
が

。
が
読
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,だ
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し
が
的
強

し
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い
欲
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仮

入

な
意
方
比
片

に
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の
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は
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弟
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施

と
習
ば

兄
仮

育

こ
学
れ

,平

療

ぶ

。
け
り

。

で
遊
る
な
あ
る

ま
て

て
ら
が
き

年

つ
も
や
ろ
で

5
誘
を
「

こ
に

部

を
り
も
と
由

学
達

わ
り

る
自

小
友

か
よ
ぶ
は

ひ
ら

ら
か

ー
ん
話

ま
か
か

,
い
さ
会

性
歳
分
し
た
姉
常

脳

5
自
話
り
お

日

生

育

歴

・自己抑制的に ならず ,の びの びと生活

す る。
・ 「や りた い」 とい う気持を起 こさせ る

ものをみっけ る。

酬.鐸 野 を生活の中で生かせるよう

できる。小5程 度の漢字は読める。計算する力,方 法1短
を覚える力はある。意味を考え,閤 題を解 くカや イメ・
一ジする力が弱い。課題に対 しては集中 して,根 気よ
く取り組む(漢 字練習,計 算練習など)。 期1

・学習面 では実際に経験 す ることや操 作

す ることを多 くす る。
・ 「分か らない」 一知 らない」 と言え る

ようにな る。

B.教 科的実態把握

実 態 把 握 目 標 の 設 定(1年 間)

数と計算… 雀警犠 あ男盤 鐘鍵 鐸 数嚥 瑚'四 則言+算灘 の生活の場で生かすことが

小
な
大
少は
念
験
概
体

形
的
方
能
長
機は

声
形
図

の
る
る
角
作
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す
あ

三

。

,定

で
正
る

。

さ
測
手
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重
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時
し
測
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り
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呂
形
円
あ

,

量
学
を
角
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表

タは
量

三
形
と
な

さ
較

。角
方

こ
単

長
比

い
直
正
な
簡

憲測と量

形図

軍係関量数

できる。
・測定,操 作活動を多 く行い,考 える力,理
解する力を伸ばす。
・文章題の申で式の意味を考えるようになる。

単元名 「面積」

実 態 把 握 目 標 の 設 定(単 元の時間)

単位という段階は理解できる。
②タングラムなどの操作活動を楽しむことがで きる。
③目測が苦手である。測定の手順であいまいな部分がある。

①操儲 動を乱 て遭 徽 較一翻 ヒ較棚 醸 雫藩 顧 や単位の腰 性を理解する.
一 測定の基本的な手順や意味を理解 し,簡 単1
な図形を単位(c㎡)で 測定できる。
・長方形(正 方形)の 面積は 「長さ×長さで

1求 あることが理解できる。
1・ ㎡の単位の必要性,相 互関係が分かり,実際
の場で用いることができる。

C.前 時までの 「面積」に関する実態把握(抜 粋)

実擁
児 童(A児 〉 鳶

ヒ
β
重 導 者

態
が分か りない。曲面には面積がないと考えていた。
庭や宇庭では,ど この広さ(面 積)を 比べればよいか ・・校庭の面積は㎡を学習 してから再度考えさ

・ せ る
。

、・教具 を使 い,何 回 も確かめ させ る。

婁隈 欝 形やタングラ　 操作～舌動ができ'+聯 鞍 撃騨 莫き擁 さ

容「瞬 伽 ス目の縦と横の藤 一 せる。
全体の欄数を求めれば分かると実感 した。
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表2 「算 数科 個別 学習指 導案 」
都立○○養護学校 小学部高学年Cグ ループ

単 元 名 「面積 」

〈単元の目標 〉
・面積の性質や単位の必要性を理解する。
・測定の基本的な手順や意味を理解し,簡 単な図形を単
位(c㎡)で 測定で きる。
・長方形(正 方形)の 面積は 「長 さ×長 さ」で求める方

法が理解で きる。
・㎡の単位の必要性 ,相 互関係が分かり,実 際の場で用
いることができる。
〈単元の概要 〉

面積は視覚的,直 観的にとらえやすい量であるが,既
習の量(長 さ,か さ)と 違って基本単位ではなく,長 方
形の縦の長 さと横の長さを測り,乗 法によってその数値
が決まる(誘 導単位)こ とを理解させる。
〈指導計画〉(全20時 間)

(2)保存性2時 間(1)直接 比較……

(3)間接 比較……

(5)普遍 単位… …

(7)加法 性

(9)平方 メー トル…

・2時 間

・2時 間

・2時 間

2時 間

4時 間

〔4個別単位 ………2時 間

㈲等積変形 …… …1時 間

(8)面積 の公式……3時 間

実

態

学
習
の
課
題

前
時
ま
で

の
学
習

A 指導事項・留意事項児一L

計算の方法は理解 し確
実にできる。生活で生
か したり,意 味を考え

る力が弱い。

知識として覚えようと
するのではな く操作 ・
体験学習を積むなかで
「考え」 「理解」する

力をっける。

直接比較一保存性→間
接比較→個別単位→普
遍単位,等 積変形,加
法性は操作活動を通 し
て理解 している。

本時の目標 「縦の長さ×横の長さ」で面積が求め られていることが理解できる。

本

時

の

展

開

15

/

20

時

児 童 の 活 動 予想 される児童の発言

次のアとイの面積はどちらが
どれだけ広いでしょうか。

「-7-「口
6cm×6cm4cm×9cm

・既習の方法を思い出す。

・前時の学習か ら,「 縦の長 さ ×横の長

さ」で面積を求 めることがで きると予 「

想す る。1
・問題図の縦の長 さ,横 の長 さを測定ず

る。
●謁 乞,「 縦の長さ×横の長さ」を1

・計算通 りの面積か どうかを トレー シン

グペーパー方眼で確 認す る。
・いっで もそ うな るかを プ リン ト2で 確

認 す る。
・求 積の公式 と して 「縦の長 さ×横の長

さ」をお さえ る。
・cm×cm=c㎡ の 意味を理解す る。

「切
って重ねてみ よ う。」
「薄い紙 に写 しと って重ねてみ る

。」
「縦 と横 に線 を引いて1cnfの マ ス目を

作 る。その数 を数える。 」

「縦の長 さと横の長 さが分かればいい

よ。か けると何c㎡か分かるよ。 」

「定規で図 ってみ よ う。」

「ア は 縦 も横 も6cmだ 。 だ か ら6×6

=36c㎡ 」 「イ は 縦4cm ,† 黄9cm。

4×g=36c㎡ 。 ど っ ち も同 じだ 。 」

「ア もイも方 眼を数 えて36個 だ。 や っ

ぱ り同 じ面積 だね。 」

「いつで も面積が分か るね。 」

「だか ら小 さい2が っいていたのか
。」

次時以降の
学習活動

終末の活動

面積の公式を使って身の周 りの面積を求める。

面積の公式を使 って身の周 りの ものの面積を求める。
㎡を学習後,教 室,訓 練室,プ ール,校 庭,中 庭などの面積を測定す

る。

〈保存性 〉

面積はどんなに分割
して も変形 して もその
一部を捨てない限り全

体の面積は変わらない,
という性質を操作活動
(曲面,タ ングラムな
ど)を 通 して実感 させ
る。

〈単位の段階〉

既習の量と同様に単
位が使われて くる段階

直接比較→間接比較→
個別単位→普遍単位を
ていねいに指導する。

プ リン ト1提 示

lc㎡が何個あるかでは
なく,長 さが何cmか に

着目させる。
測定のときは様子を見
て援助する。

プ リン ト2提 示

評
価
の
観
点
と
方
法

・普遍単位の良さ

が理解で きたか。
・求積の公式の意

味が理解できた
か。
・身近な面積を図

ろうとしたか。
・応用問題が解け

たか。

一23一



「将 来 の 見 通 し:を 重 視 し,単 に 面 積 を求 め る方 法(公 式)を 覚 え るの で は な く,ど う して

rc㎡,㎡ 」 と い う単 位 が 使 わ れ て い るの かが 実 感 で き る内容 と活 動 を取 り入 れ,A児 が 公 式

を発 見 で き る よ うな学 習 に した い と考 え た。 ま た,実 際 に 長 さ を測 定 し面 積 を求 め る こ とで,

面 積 を 感 覚 的 に と らえ るカ(例:1㎡ は これ く らい)を 伸 ば し,自 ら生 活 の 場 で 学 習 した こ

とを生 か す こ と もで き る こ とが,「 考 え る こ との 楽 しさ」 「意 味 を考 え る こ との 大 切 さ 」 に

っ なが る と考 え た。

4個 別 実 態 表(表1,参 照)

5個 別 学 習 指 導 案(表2,参 照)

6指 導 の経 過

今 回 は 「指 導 内容 の 選 択 」の なか で も'系 統 性1「 見通 し」を ポ イ ン トに して指 導 して き た

が,今 まで 学 習 して きた 「量 と測 定 」の 単 元 「長 さ 」 「か さ 」 「重 さ」 との 関連,特 に単 位 が

生 まれ るま で の4段 階(直 接 比 較 → 間 接 比 較 → 個 別 単 位→ 普 遍 単 位)を 既 習 の 量 で は ど うや っ

て きた か 考 え させ る こ とが で きなか った。

しか し,教 具 で操 作す る こ と,測 定 を体 験 させ る こ とを繰 り返 し指 導 した こ とで,「 知 識 」

と して 覚 え 込 ん で しま うの で はな く,実 際 に 児 童が 経 験 した こ と と して 面 積 の 概 念 や,公 式 の

求 積 を理 解 す る こ とが で きた 。

一
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孔

/
O

C

穿

7

4

(
徹

6蹴

9c(m,

6・槻,留6
、揺 緬 、ヲ、m.,ζ 、,,

一um--l

l・予総 〉

㊦ 鄭 唖 ざ棚 槻 誤抑 、3.i

_脇 惣 か磯 繍 馳閉

趨ζの卿 耀 磯♂乏咳 かt
今9全 閉 ゼ醐 ・でEマ;4( .Lf)x,/,。!獅 く継

馳 。1

1

7ま とめ と今後の課題

今 回の研究授業後の協議で は,rr今 日の学 習課題 はなにか』 とい う導入部分 の工夫を もう

少 しすべ きで はないか 」 とい う問題の提示の仕方の改善点が 出された。 また,児 童が興味 を も

って学習 で きる課題で あ ったか とい う点で は,「 ア とイを同 じ面積 に した意図を明確 にす る。

練 習問題の方 を先に提 示す る方法 もある。」rア とイがそれぞれ何かであ る。例 えば教室前 の

花壇で あるとか,校 庭の畑で とち らの畑 の方が芋を た くさん植 え られ るだ ろう、な ど,授 業の

ね らいに合 った問題であ って も,児 童が進ん で学習 しようとす るたあには,工 夫が必要であ る

とい う意見 も出され た。 さ らに,児 童 と教 師の一対一の授業の形 式は,実 態 に合わせて細 く丁

寧 に指導で きるが,児 童同士の話 し合いや助け合いの場面が少ないので,他 教科 と関連 させて,

集団性 ・社会性 をど う育て るかを考え なければ な らない点 も指摘 され た。
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指導事例2《 理科》 肢体不 自由養護学校中学部 「単元名 燃焼」

1本 グループの実態

本 グループ は,1年 生(男 子1名),2年 生(男 女各1名),3年 生(男 子2名)の5名 で

構成 されてい る。 どの生 徒 も日常会話 は,ほ ぼ可能であ るが,筆 記 に時間がかか り授業 のなが

れの中で ノー ト記録が困難な生徒が2名 い る。授業 は記述 を極 力少な くした プ リン トと音 声言

語 による応答を 中心 と した活動で行 ってい る。 したが って,質 疑応答 を中心 と した授業を行 う

場合,話 を きちん と聞 き,考 え る場面を設定す ることを大切に してい る。

授業 内容 は,中 学生の教科書か ら選択 してい るが,個 々の生徒の理 解の速 さ,今 までの学習

経験 に差が あるので,個 々に応 じた課題 に配慮 した授業 の展開を重視 している。

2授 業改善 の視点 と単元 の特徴

理科 の学 習は,様 々な 自然現 象を積極 的に観察 した り,実 験を観察 した り,自 分の経験 や考

え方を引 き出 した り しなが ら,科 学 的に思考 を組み立て,結 論 を導 き出す ことが大切であ る。

生徒一人一人が その ような活動をす るためには,や らされ るのではな く自 らの疑問や興味によ

り,自 らが進んで学習内容に取 り組んでい くことが大切であ る。 そのためには,教 師が個 々の

生徒の実態把握,そ れ に基づ いた 目標(授 業時で は学習課題)の 設定を的確 に行 い,そ れ に沿

って一人一人の生徒が生 き生 きと学習活動 に取 り組 めるよ うな授業を展開 して い くことを重視

している。今回 の事例研究で は,特 に授業の展開について検討 し,そ れ に基づいて研究授業 を

行 うことに した。

上 で述 べたよ うな授業 を展 開するたあに,① 授業の導入時(単 元 の導入時)に,一 人一人が

学 習の課題 が何であ るか知 り,興 味を もっ こと,② 興味が沸いた ところで生徒 たちが 自由に考

え発言 し合い,い ろいろな考えがあ ることを実感 しなが ら課題の解 決に,み ん なで向か うこと,

③ 発言 した一人一人の考えを大切 にす ること(評 価)な どを基本 と した。

本単元で は,身 近 な 「燃焼」 とい うの現 象を掘 り下 げて い くたあに,普 段気に留 あないよ う

な ところを掘 り起 こ し,実 験で実証 してい くことが必要 であ ると考え,下 のよ うな授業の展開

を設定 した。

授 業 の 展 開

・物が燃え るとい うことは,と のよ うな現 象か,全 員が

発表す る。

・水 ,ア ルコール,動 物 の体,灰,鉄 な どが燃 え るか ど

うか の問題 を,○ ×で回答す る。

・全員が上記の問題の回答を発表 し,理 由があれば述べ
る。
・他の生徒の発表を聞いて,考 えを変更する時は,意 思
表示する。
・実験で確認する物質を選ぶ。
※教師は全ての材料を準備 し,演 示実験ができるよう
にしてお く。

生徒の活動(研 究内容との関連,図2)

〈学習内容を知る〉
〈学習課題を見出す 〉

〈学習に取 り組む〉

[考 える][予 測する

〈学習に取 り組む〉

L亙 見を聞く
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〈学習に取り組む〉

:難1繋1:∴
一ご ㌻豊 「

〈学習が理解できた〉
ド　　 　　 　 　　 　　コ

1瑠 するi

・実験結果のまとあ方をどのようにするかを考え,発 表iす
る。

・次の実験の観察の仕方をまとめる。

※次時(実 験のまとめ)へ のつながりをもたせる。

〈学習活動を評価する〉勉
i望

」「「_考 え互」
〈次の期待をもつ〉

3個 別 実 態 表 〔E生 徒 の 例 〕(表3,参 照)

4個 別 学 習 指 導 案(表4,参 照)

5指 導 の 経 過

本 時 の授 業 は,単 元 「燃 焼 」 の 導 入 と して,日 常 的 な 「燃 え る 」 と い う現 象 を 掘 り下 げ,今

後 の 学 習 につ なげ る ことを 主 販 にお い た。 最 初 に 「燃 え る とい うの は どの よ うな 現 象 かjと い

う質 問 を した。 生 徒 一 人 一 人 に 自 由 に発 言 させ た が 、 全 員 自分 の イ メ ー ジを 発 言 す る こ とが で

きた。 しか し,こ の質 問 で ね らっ た興 味 を 引 き出 す とい う点 で は,発 言 を板 書 した の み で は不

十 分 で あ った。

次 に,具 体 的 に例 示 した物 質 が 燃 え るか ど うか の 問 い(プ リン ト)で は,い ろい ろ な考 え が

出て きて生 徒 た ちが 熱 心 に意 見 を述 べ 始 めた 。 特 に,「 動物 の体 は ど うか 」で は,「 死 ん だ ら

燃 や しち ゃ う」 とい う発 言 が 飛 びだ し,全 員 納 得 す る場 面 が あ った。 ま た,鉄 につ いて 意 見 が

分 か れ た 時 に,「 実 験 して み る しか な い 」 と い う意 見 が で るな ど,生 徒 の発 想 が 授 業 の 展 開 を

動 か して い く場 面 が 多 く見 られ た。

教 師側 も 「鉄 」 の燃 焼 実 験 の 際、 鉄 の ナ イ フを 火 にか ざ した り,「 中華 鍋 も鉄 だ が 本 当 に燃

え るか ∠ と発 問 した りな ど,「 鉄 は燃 え な い 」 と答 え た生 徒 の意 見 を 強調 した。 その 後,鉄 で

もス チ ー ル ウ ー ル位 に細 か くす る と燃 え る とい う ことを 演 示 実 験 で 見 せ た。

この よ うに,い ろ い ろ な考 え を 出 し合 い なが ら予想 し,実 験 し確 認 して,み ん なで 結 論 を 見

つ け だ して い く活 動 が 活 発 に行 われ た。

ま た,授 業 後 半 で も,生 徒 た ち は,実 験 を ま とあ る観 点 を 話 し合 い なが ら,実 験 の ま とめ 方

も し っか り行 う こ とが で き,次 学 習 へ の ステ ップを しっか り踏 む こ とが で きた。

6ま とめ と今 後 の課 題

今 回 の授 業 は,単 元 「燃 焼 」の導 入 と して 位 置 付 けて 実 施 した が,そ の意 図 は十 分 達 成 され

た よ うに思 わ れ る。 一 般 的 に,「 物 を燃 やす 、 こ と 自体,興 味 を 引 きつ け る活 動 で あ る。 この

よ うな題 材 を活 用 しなが ら,生 徒が 主 体 的 に活 動 し,自 まiに発 言 で きる よ うな授 業 を創 造 して

い くこ とは・ 生 徒 た ちが 生 き生 き と学 習 し,次 の 学 習 へ 期 待 を もた せ るた め に も必 要で あ る。

しか し・ 単 元 に は様 々な もの が あ り,常 に生 徒 を 引 きつ け る もの ば か りで は な い。 今 後 は,
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表3「E生 徒の個別実態表」

都立○○養護学校 中学部 E

A総 合的実態把握と目標設定

実 態 把 握 目 標 の 設 定

・脳性 まひによる肢体幹機能障害
。 長 ・将来の見通 しを もって学習をす る

。

成 ・歩行 ・手によ る筆記不可。 ・多 くの経験を通 し,視 野 を広げ る。

育 ・家の 中にい ることが多 く,経 験が不足 期 ・パ ソコンを使い こなす。

歴 が ちであ る。

等 ・生徒会長をや って お り,ま とめ役にな 短 ・基礎学力を付 ける。
って い る。 ・社会の動 きに目を向け,ニ ュー ス等に関

期 心を もっ。

B教 科的実態把握 と目標設定

・分か らない ことな どに前向 きで意欲的である。
・行動範囲が狭 く,基 本的 な知識 に欠け る部分が見 ら

れ る。

(一年間)

・実験や観察を通 じ経験を広げ,自 然現象

を具体的にとらえられるようになる。
・自らの考えを言葉で表現 しなが ら,科 学

的な考えを身に付ける。

単元名 「燃焼」

・自分の考え ,予 想を整理 して発表で きるようにな り

つつある。

・燃焼 などの 自然現象を 自らの 目で 見る機会が少ない。

標 (単元時)

・自分の考えや予想を他の生徒にも分かる

ように説明す る。
・実験の結果をきちんと整理 し,そ の意味

を把握 していく。

C前 時までの実態把握

実

態

の
変

容

・物質の概念が不明瞭だ ったのが具体例 を見て い

くうちには っき りして きた。
・水が氷になる ときに水の分子 は変化 しないが ,

分子 の固さが変化す ると発言す るよ うにな った。
・実験によ って ,自 分の考えが違 ってお り,実 は

分子の動 きが 変化す るということを納得 するこ

とがで きた。

・具体的 な物質を見せ ,色 や固 さ,ま た燃

え るか ど うか演示実験 をす る。
・個 々の生徒 に自由に考えを述べ るよ うに

させる。
・前回の仮説を実験によ って確かめ ,ど の

生徒の仮説が最 もよいか検討 させ る。
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表4 「理科 個別学習指導案」 都立○○養護学校中学部C(教 科)グ ループ(5名)

(単 元 名♪燃 焼

〈単元の目標〉

物質の燃焼は物質に酸素が化合する
ことであるということを理解する。

〈単元の目標>10時 間
「燃える」という現象を臨分なりに

考えて,鉄 などの金属 も燃えること
を体験する。
その後.実 験を重ねながら,物 質が
燃えるためには酸素が必要なこと,
燃えることにより,物 質が酸化 し異
なった物質に変化することを確かめ
ていく。

実

態

学
習
課
題

A(1年 男)

本
時

の
目
標

本

時

の

展

開

、
0

/

13

)

r
-

脳性まひ(右 半身まび
通常小学校を卒業。自
分の考えを決めて話す
ことが苦手。左手で筆

記。

他人の話を しっかり聞
き,自 分の意見を整理
して,発 表できるよう
になる。

⊥.

で

の
学

習

前
単

.兀
ま

個体と液体が分子の
動きの違いであるこ
とを発表できた。

次
学
習

燃焼現象を自分なりに考え,鉄 やマ
グネシウムも燃えることを確かめ,
あ らたに燃焼について考える。

僻生元1時 間目)

① ものが燃える現象を考え,発 表す
る。

一 獅 は溌 麸 囎 する・)
② プ リ ン ト問2を 学 醤 した 後,(ア 〕
か ら順 に燃 え るか ど うか を 挙 手 で

答 え る。 ま た,理 由 も発 書す る。

て
の
た
す

し
ム
え
表

や
ウ
燃
発

燃

シ

,り

に
ネ
か
か

際
グ
た

つ

実

マ
え
し

を
と
燃
を

質
鉄
う
か

物

,ど
た

の
に
は

つ

か
特
験

な

つ

。実

う

く
る
焼

ど

。

い
み
燃
後

る

③

前時のまとめを行い,物 質が燃える
とどのような変化があるかを考えた

後,重 さはどうなのかを予想 し実験
で確かめる。

活
動

終
末
の

物質の燃焼が酸素との化合である
ことを実験結果より導き出し,分

子の レベルで模式化する。

発問に対 し,自 分の考
えを発表する。

実験を見てその様子を
述べる。

自分の考えを発表する。

プリント作業後挙手で

答える。
理由についても答える。

実験結果を予想する。

実験を観察 し,そ の結
果をし発表する。

実験結果を整理し,次
の課題を予測する。

燃焼現象を具体的に説
明できるようにする。

B(2年 女)

総排泄膣外反症(激 し
い運動の制限)

学 習能力が高いが,学
習の集中力が不足。

C(2年 男)

脊髄まひ(下 肢機能全
廃)学 習能力が高い。
人とのつきあいが不得
手。

他人の話を しっかり聞き自分の考えを整理 し,
発表する。学年相当の科学的思考や観察力,知
識をつけていく。

物質の三態変化をクy可栃甑 誰 痂 あっい
の動きで説明できた。 て様々な意見を出した。

D(3年 男) E(3年 男) 指導事項 ・留意点

脳性まひ
10月より,OO県 立O
O養 護学校より転入。

〔検討中)

と考 え られ る。

__⊥

燃焼現象を今までの学習経験に基づいて説明し,実 験予想や結果のまと
めを整理 して発表する。

i実験
の一部を1極 陀 轡 腺 まとめ

髪醗 翻 脚一 燃
プリント作叢後挙 静で

答え,過 去の学賀の内
容にふれながら理由を
述べる。

で
内
を

手

の
由

挙
習
理

後
学
ら

業

の
が

作
去
な

ト
過
れ

。

ン

'ふ
る

り
え

に
ベ

プ
答
容
述

機
識
プ

幹
知

「

体
な

ワ

肢
的

で

四
本
鳶

`
基

。
。

ひ
,
い

つ

ま
害
な
打

性
障
少
を

脳
能
が

ロ

,一

) 学習内窓を身近な現象
の学力がある と結びつけイメージす ・ 酉

れ る。 る。 自分なりの意見を

きちんと発表できるよ
う に す る。 孝

一

子の基本的知

"内 ・一,内 一 圃油 一 簡

「個 体 か ら液 体 に な る .
に答 え られ た。 とか 柔 らか くな る 」 と

自分で考えたことを発
表 した。

勧内h　 ～ τ「

や結果のまと 発問に対 し,自 分の考
え を 発 表 す る,,

実験の様子を整理する。

1
臼分の考えを発喪する。 自分の考えを発表する。

・予想 したり考えたこ

とを発表 し合い,他
人の発表を聞きなが
ら,次 の課題を見っ

け出 しいて く。

実験するしたい物質を

考え,発 表する。

理由を考えながら,実
験結果を予想 し,発 表
する。
予想の理由を挙手する。
まとめ方を整理 しなが
ら実験の結果を発表す

る。

実験するしたい物質を
考え,発 表する。
みんなの意見か ら実験

する物質を選択する。
理由を考えなが ら,実
験結果を予想 し,発 表
する。

まとめ方を整理 しなが
ら実験の結果を発褒す
る。

プリント作業後挙手で

答え,過 去の学習の内
容にふれながら理由を
述べる。

プリントの間に言葉で
答える1教 師が記録す
る),挙 手で答えなが
ら理由を述べる。

・演示実験を数多 く行

い,結 果を積み上げ
ながら燃焼について

科学的な説明を行っ
ていく。

実験するしたい物質を考
え,発 表する。

理由を考えながら,実
験結果を予想 し,発 表
する。

まとめ方を整理 しなが
ら実験の結果を発表す

る。
___.⊥_.__

実験結果を予想する。

実験を観察 し,そ の結
果を し発表する。

実験結果を整理した後,次 の課題を予測する。そして,
をすればよいかを考え,実 験をする。

どのような実験

① 答 え が ま と ま らな く

て もよ い、、

②最初は誰とでも相談
せずプリントに紀入

する。
挙手で答える際は,
互いに意見を出し合
いなが ら今まで掌習
したことを復習 して
いく。

③金属 も細かくしたり
細か くすると燃える
ことを見せる。

・実 験 の 様 子 を 発 表 さ

せ,ま と め る 。

燃焼現象を科学的に説明し,化 掌反応式でまとめられるようにする。

灘蓼辮夏燦 欝 箋黎
1き た か ・

繋簸 聚轄 儲 懇薯嶽 酵整
!
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取 り上 げる単元 ごとに興 味を高める教材,楽 しく参加で きる授業展開を工夫 して い くこ とが重

要であ る。 また,意 欲を もって参加 した授業の学習内容が,生 徒 にとって本当に使え る知識 と

して定着 させ ることが で きたか,基 礎学力を身 に付け ることがで きたか とい う点 につ いて検討

してい く必要があ る。

指導事例3《 保健体育科》 盲学校 中学部 単元名 「組体操 」

1グ ループの実態

本校 中学部 は,右 の表のよ うな人数構成 とグル ー

プ構成 で授業を行 ってい る。また,15名 の うち,精

神発達遅 滞を併せ有す る生徒が半数 を占める。 ほと

ん どの生 徒 は,幼 児期 か ら運動 に親 しむ時間が少 な

か った こともあ り,基 礎体力が劣 ってい る。

今回の指導の対象は,13名 の グループで,自 力で

動 けるグル ープであ る。 ほとん どの生徒は学習 に興

味 ・関心が あるが,個 々の障害は もちろん,体 力,

理解力,知 識量 などの幅が大 きい。また,視 覚障害

の たあ,や や過保護 に育 って きた生徒が多いためか,

自己中心的 な言動や行動 を とるなど,対 人関係や社会性 に問題が ある生徒 もいる。

2授 業改善 の視点 と単元の特徴

中学部の保健体育のね らいは,① 個人や集団で体育やスポーツに親 しむための技能や知識を

身に付 ける,② 基礎体力 を向上 させ る,で あ る。 昨年度 は,週1回 の全員の授業 を設定 し,残

りの2回 は,積 極的 に体力の 向上 と技能及び知識 の習得 を目標 に して能力別 ・課題別の グルー

プに分けて 行 った。人数 は7人 と9人 であ ったため,ね らいの② にっ いては,一 昨年度 よ りも

取 り組 みやすか ったが,ね らい① につ いて は人数が少な く物足 りなか った とい う反省が あ った。

その反省 と生徒の実態等 か ら,今 年度 は,② よりも①をね らいの重点 と し,r仲 間 との協 力』

を保健体育の指導方針の一っ と した。

対象のM生 徒(3年)は,生 徒会長 であ るが,過 去の行動や言動か ら,仲 間の信用を失い欠

けて いる。そ こで,他 の生徒 にMを 認 め させ ることがで きて,か っ,全 員が 力を合わせ,助 け

合 う体験を味わえ る教材 とい うことで,組 体操 を設定 した。Mに とって運動 会や文化祭な どは,

多 くの人か ら注 目され る場面 も多 く,意 欲的に活動 しよ うとす ることが予想 され る。 しか し,

周 囲の友達 にかまわず活動 しす ぎるため に,ト ラブルやMの 動 きによる危険な場 面が あるこ と

が予想 され る。 そのよ うな状況が予想 され る組体操 であ るが,そ の予想を カバーする考え や言

動,行 動が生 まれて こなけれ ば,運 動会の 当日の演技の場 を迎え られない。 この授 業を通 して,

Mに 仲 間 と協 力す る大切 さや,仲 間 に認 め られ る喜 びを実感 して ほ しいと考えた。

生 徒の運動能 力や課題 を基 に して,8種 の組体操 を考えた。特 にMは,① 友達のペースに合

わせて立 ち上 が った り,動 いた りす ること,② 腕 ・足腰に しっか り力を入れて,保 つ ことを重

点に して,「 帆掛 け船 」 「三 つの塔 」 「ピラ ミッ ド」な ど,5種 の組体操 に挑戦 させた。 また,

各種 目の進 行は,和 太鼓 の リズム と強弱で指示 し,自 発的に行動 で きるよ うに工夫 した。

Il年 2年 3年

男 女 男 女 男 女

全 盲 0 1 4 0 3 0

弱 視 3 1 0 1 2 0

グル ー プ分 け 授 業 日

全 員ll5) 火④

移動等に援助な し
(函
木 ・金 ⑥

移 動 等 に援 助
必 要 く2)1

月 ・水 ・木③ 、 金④
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表5 「M生 徒の個別実態表」

都立つ○盲学校 中学部 M

A.総 合的実態把握と目標の設定

実一 態 把 握 目 標 設 定

生

育

歴

な

　 あ
1-「

1繍 撫 織99繍 雛 架杢1長 曝 藩 纒 慧 纏 齢甕醗 琶)
・家族は父母 と姉2人 。仕事上,父 母の帰りが遅 く、1・ 基本的生濡習慣の確立(早 寝早起 き,体 を洗う

就寝が遅い。土 日は店の手伝いを している(掃 除11こ とや入浴の習慣,家 庭学習)
や店番など)。 外遊びの経験はほとんどない。!期 一 自分の気持ちをコントロールして,み んなと仲

量墾鯉 難 鞍 盤 ゑ時は・身の回りのこLヨ 良くし注 徒会長として信頼されるようにする・

ど

・小4か ら本 校に電車 で通学(新 宿か ら)。 時 々,

.雛 麟 雛 気 級友や下粧 とのトラブル陣
が時々あるが,全 盲生に進んで手をかすなど,優 ・

しい一面 も見られる。 1期i・ 持ち物 を整理 して,な くさないよ うにす る。
・毎 日,授 業 の復 習をす る。

・生徒会長 としてみんなと協力 し,行 事に取 り組

む。
・連絡をノー トに書 く習慣をっけ,忘 れ物をな く

す。

B.教 科的実態把握と目標の設定

実 態 把 握 目 標 の 設 定(1年 間)

・疲れやす くあき っぽ い。i・ 運動会への取 り組み につ いて,生 徒会長 と しての役

:駕 罐 薦 羅 轄 こり渤1ナなくな列 龍 魏 無 謹 力を高める。
.野 輔 や片づけなどを玉人でやろうとする鰍 ∵ 難 臨 鷹 鍮

.

単元名 〔組 体 操〕 一 一運動会に向けて

定(単 元の時間)

.ビラ,。 ドの土轡 雛 騰 巌 で、よ 体を副 審 乗る人の立場を考え瑚 力の必要性を理解す

して しまうことがある。 い 正 しい姿勢を覚える。

二潔 罐 総 議 齪 鵡 講 老rある・1'順 番や位置をノートに書いて覚える・

C.前 時までの実態把握(抜 粋)

＼課 t生 徒
指 導 者

毒■

・マ ッ ト運 びで は
,回 りを考 えず に引 っ張 って しまい,

友 達か ら注意 され る。 さ らに,マ ッ トを広 げるとき

に,合 図 をせず に広 げて しまい,隣 の生 徒の顔 に当 .

た って しま う。!

・他の生徒よりも多めに声かけや注目をする。
・他の生徒を補助する教員 も時々注目する。

のt1、/、}

容i

　

iド 蒐1ソトの輔 や片つけ厳 全1こで きるようにな・ ド 生徒 一人一人の努施 みんなにきちんと1
・声かけで土台の苦しさも克服できるようになった。測

1卜 自分の種目と順番を覚えたが,場 所を覚えていない
(声かけがないとわからない)の で,友 達から注意
され,口 げんかとなる.

}
伝える。
・友達同士の助け合いを呼びかける。お互い
の気持ちを考えさせながら反復させる。

}
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表6 「保健体育,個 別学習指導案一抽出M生 徒」

都立○○盲学校 中学部 生徒13名

単元名 組体操(運 動会に向けて) M(中3,男,弱 視) 指導事項と留意事項

単元の目標
・全員で力を合わせ,運 動会で堂
々と演技する。
・各組み立ての,安 全面でのポイ
ントを理解 し実践する。

単元の概要(全10時 間)
・用具の扱いと準備運動にっいて

↓
・体験 した体操と未体験の体操の

↓ 紹介
・体操のイメージ作 りとペア決め

↓
・補助付きでの反復練習 前

↓ 時
・太鼓の音に動作を合わせる ま

↓ で
・全体の流れと位置を覚える の

↓ 学
・通 し練習と苦手種目の反復練習 習

・障害 は視神経萎縮
,脳 幹小脳形成不

全 で,視 力は両 目と もに矯正 して

0.09で あ る。
・柔軟性 に欠 け

,関 節の可動域が狭い。
・疲 れやす く飽 きっぽ い

。
・筋 力が弱 く

,緊 張 を維持す ることが

苦 手である。

・話 をよ く聞 き,安 全 に活動す る。
・段 階的に練 習 し,一 つ一 っの達成感

を味 わ う。
・仲 間とのペ ースを合わせ る

。

・用具の準備と片づけのポイント

を説明する。
・演技のイメージを触察や説明で

理解させる。
・恐怖感を持たないように段階的

に練習し,種 目ごとに要注意の

ポイントを強調 しておく。
・補助の教師(1名)に は重複生

を指導 しながら,Mへ の声かけ

もお願いしておく。

・用具の準備や後片付けを,周 囲に注
意 してできるようになった。
・苦 しさを伴 う種目で も,声 かけで耐
え られるようになっている。
・自分の種目と順番は覚えたが,場 所
が曖味である。
・集中が最後まで続かず,途 中でふざ
けて しまうことがある。

・説明は毎回減 らし,生 徒からの

質問が多く出てくるようにする
・ほめる時は全員に聞こえるよう

に話す。
・太鼓の音に変化を付け,動 作の

区切りを分かりやすくする。
・運動会の直前は,当 日の補助す

る教師にも練習に参加して もら
い,補 助のタイ ミングや強弱を

覚えてもらう。

時
標
本
目

展

開

姻
の
醐

磐

濁

最後まで集中して演技する。

(10時 間目)
・場所 を覚え る。 ・集中を持続す る。

1.準 備運動(ラ ンニ ング,体 ・自分か ら友達 に声をか け,ペ アを作

操,補 助運動 までペ アで行 う)り 準備運動 を始 める。

2.用 具の準備 をす る。

3.仲 間と演技の確認をしなが

ら太鼓に合わせて行う。

①入場 ②倒立 ③バランス

④腰のせ矢倉 ⑤帆掛け船

⑥飛行機 ⑦扇 ⑧3っ の塔
⑨ ピラ ミッド ⑩退場
*② ～⑥は生徒の紹介を兼ね

るので,2ま たは3人 で行

う。

4.各 グループの反 省

5.う ま くで きない部分の練 習

6.用 具 の片付 けをす る。

・友達と協力して安全に準備する。

・演技が始まったら集中 して,仲 間と
ペースを合わせる。また,待 っ時は

友達 と演技のポイントを確認 したり

演技者をしっか り見て,自 分の出番

を待つ。移動するときに全盲生の援

助をす る。

甥

・自分の意見や感想をきちんと言 う。
・友達と励ましあい,一 っの演技を成

し遂げる。
・声かけ しながら安全に行う。

・本番前なので,当 日の補助する

教師も入り,援 助のタイ ミング
や強弱を覚える。また,欠 席が

でた場合の対応も打ち合わせる。

・失敗 した場合の動 きや,当 日の

欠席者がでたときの変化を確認
しながら進める。
・太鼓は,音 の変化が生徒に分か
るかどうか確認 しながら行う。
・良い演技は,ど こがどのように

良いのか,全 員に分かるように
ほめる。

・発言の場や,友 達との確認の時

間 も増やしていく。

・上達 している点を明確に伝える。

・運動会で集中した演技をす る。

・各自の反省と,そ れぞれの演

技ポイントの復習
諜嘉∵警;∵離
とめて。次の機会に生かす。 方法

・各ポイン トを押さえてで

きたか,順 番や場所を覚

えていたか,を ペアやグ

ループで確認させる。
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3個 別実態表(表5,参 照)

4個 別学習指導案(表6参 照)

5指 導の経過

今回の授業 は,運 動会で発表す るとい う大 きな目標があ ったため,普 段の授業 よ りも 「もっ

と上手 にな りたい」という生徒たちの意気込 みが感 じられた。Mは 予想 したとお り,一 人で マ

ッ トの準備 を しよ うと して,周 囲の反感をか っていた。 また,演 技 の練習で は,グ ループ演技

の ピラ ミッ ドで も崩れ る原因 をつ くって しまい,仲 聞の信用を失 いかけていた。

一通 りの演技 を練習 し終 わ った頃(第5時)か ら,各 グループの意 見交換 や助 け合 いの場 面

が増え,単 元の後半の部分 に入ると,残 りの時間数を生徒 たちが気 にす るよ うにな って きた。

始 めは,組 立の土台の者 と上の者 との呼吸が合わずに,い らだ ちの声が聞 こえていたが,お 互

いに成功 した ときの感激 を味わ う度 に,お 互 いを思いや る気持 ちが大 き くな って きた。 そ して,

演技 のペ ースを揃え るために使用 した太鼓 は,体 育館で はよ く聞 こえて いた。

また,Mは なかなか覚え られなか った種 目と順番 も,ノ ー トに書 いて覚え たe演 技の方 も,

次第に集 中力が持続す るよ うにな り,仲 間のア ドバ イス も素直に受 け入れ られ るようにな って

いった。そ して,仲 間に認 め られ,気 持 ちよ く練習 を進 あ られ るよ うにな り,少 々の苦 しさに

は耐 え られ るよ うにな って きた。準備や後片付けなど も,指 導者の声かけな しで,仲 間 と協力

してで きるようになった。最後 まで心配 されたr場 所 を覚え る9に ついては,中 学部の全体練

習 で集中的 に学習 し,運 動会の当 日は迷 うこ とな く見事に移動で きた。

6ま とあ と今後 の課題

この組体操の学習 は,Mに とって大変貴 重な経験 にな った と思われ る。今後 もMが,こ の よ

うな経験を,た くさん積んで いけるような題材設定が大切であ ると考える。

本単元で反省す べ き点 は,行 事が近づ くにっれ教師側で あせ りを感 じ,グ ループの組み直 し

や組立方法 について口を出 し過 ぎて しまったことで ある。生徒の主体性 や協調性を育て るため

には,教 材 ・教具の工夫に加 え,余 裕のある時間の設定 も今後の課題の一っで ある。

15人 とい う少人数なが ら,そ れぞれ異 なる障害の状態 等の生徒集団が,お 互いを高 あ合 いな

が ら,目 的 に向か って取 り組 む教材 ・教具を考え るには,① 季節や学校行事 とのかかわ り,②

身近で,聞 こえやす い教具,③ 生徒が 自分で選べ る種 目な どに着 目 した授業の検討が必要であ

る。

「M生 徒の運動会後 の感想文 」
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Vま とめ と今後 の課題

本研究で は,平 成5年 度の教科分科 会の研究の成果 を引き継 ぐと同時に,他 の先行研究 も参

考 に しなが ら,具 体的 にどの ような指 導上の工 夫が 一人一 人の児童 ・生徒の意欲 的な学習 にっ

なが るか を実践 的に追究 した。

各 研究員 が,日 頃抱 いて い る教科 指導 に関す る課題 や授業 におけ る指導上 の 「こだわ り」

(指導 に際 して何が大切で ある と考えて いること)を 持 ち寄 り討議 した。 その結果,児 童 ・生

徒の意欲を高め る 「望 ま しい授業像 」と して,「 お もしろい授業1か つ 「分か る授業」が大切

で ある と考え た。 そ して 「望 ま しい授業」への改善点 と して,① 指導 内容の選 択,② 授業の展

開の改善,③ 教材 ・教具の工夫の三つの柱を設定 し,各 柱 ごとに検討 ・整理 し,構 造 化 した。

その後,そ の授業改善への視点 を基 に し,各 柱を重視 した三っの グループ ごとに,児 童 ・生 徒

の 「総 合的実態 」,「 教科 的実態 」,「 個別学習指導案」等を作成 し,授 業研究を行 った。

「指導内容 グル ープ」の授 業研究 「算数 」で は,教 科の系統性 と将来の見通 しを大切 に した

指導 内容の選択の工夫を図 った。その中で,面 積の公式 を自分で見っけ出 した り,実 測の経験

を通 して,r分 か る,う れ しい,(児 童の 自己評価よ り抜粋)』 授業 か展開 された。 しか し,

一対 一の授業形態か ら生ず る問題点 も話題 にな った。

「授業の展開 グル ープ」の授 業研究 「理科 」で は,生 徒の 自由な発想や話 し合 いを大切 に し

た授業の展開の工夫を行 った。学習の過程 において,生 徒 自 ら実験の材料を選択 した り,教 師

の予想 を超え た生徒の発言を も取 り込んだ授 業の展開がみ られ,生 き生 きと した,お もしろい

授業 とな った。 この授業研究で は,意 欲的な学習活動 と基礎学力の定着の関係が課題 と して出

された。

「教材 ・教具 グル ープ」の授業研究 「保健体 育」では,視 覚障害の生徒 に対 す る教材 ・教具

の工夫 ・活用 に留意 した授業研究を行 った。一人一人に合 った組体操の種 目の工夫 と太鼓 の微

妙 な リズム と強弱の変化 によ って,生 徒 自 ら一連の活動内容 を しっか りと理解 し,rみ んな頑

張 った。 成功 して うれ しか った。(M生 徒の 自己評価 より抜粋)』 とい う授業 とな った。 しか

し,行 事間際の授業におけ る教 師の声かけが多す ぎたという反省か ら,声 かけを少な くし,よ

り自主的 に活動す るための教材 ・教 具の工 夫が課題 とな った。

今後 の課 題 と しては,授 業研究 を積 み重 ね,授 業改善の視点を更に実践 的に検証 して行 くこ

とが大切 と考え る。具体的 には,次 の点の検討 をす る ことが課題であ る。

① 障害の特性,児 童 ・生徒の発達段階 教科 の系統性等 を踏 まえ た指導内容を選択 し,日

常生活 に も応用で きる基礎学力の向上や態度を育成す ること。

② 学習 の展 開における 「児童 ・生徒の活動」 と 「教師 によ る支援 」の関係 につ いて,更 に

詳細な点 にっいて実践 的に検証す る こと。

③ 適切 な指導 内容の選択 を踏 まえ,学 習活動を活 発にす るための 「条件の面,使 い方 の面 」

の様 々な教材 ・教具の工夫 を積み重ねて い くこと。

また,教 科指導対 象の児童 ・生徒の割合が少 な くな り,個 別や少人数によ る指導が 中心 とな

りやす い教科指 導 においては,学 習活動の 共同化を工夫 し,授 業形態か ら生ず るであろ う社会

性 の不足 などの問題 も解決 していかなければな らない。 そのためには,個 別実態表や個別学習

指導案 など,個 別指導計画 に沿 った指導 の在 り方の実践 的研究 が更 に必 要で あると考えてい る・
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一人一人が意欲的 に活動す るための指導の在 り方

一集団の作用か らみた指導 の工夫 一

1主 題設 定の理 由

学校生活 の中で は,様 々な集 団活動が行わ れてお り,児 童 ・生徒 はその集団の規模や質,

構成 メンバーな どによ って大 きく影響 を受 ける。特 に領域 ・教科を合 わせ た指導で は,集 団

におけ る指導 の メ リッ トを生 か した活動が 多 く行われてい るので,個 は集団 の中で どの よ う

に互いに影響 し合 うのか,ま た個に とって その集団 はどの ような意味があ るのかを追究す る

ことは,「 一人一人が意欲的に活動す るたあの指導の在 り方」を研究す る上で重要 な意味 を

もっ と考え られ る。

昨年度の研究 は,集 団 におけ る個別の課題 に焦点 を当て た ものであ り,今 後 の課題 と して

集団全体の動 きが どの様 に個 々に影響を与え るのか,ま た,集 団 による指導 はどの様な形態

が適切 か,と い う点 を挙 げて いる。 っま り個 々の指導 を充実 させ るための集団 におけ る指導

方法の 更な る検討が必要 なので ある。 そ こで,今 年度は集 団の作用 に着 目 し,一 人一人が意

欲的に活動 す るための集団における指導 の工夫 に焦点を当ててい くことと した。

9研 究の経過 と方 法

研究の経過 と主な内容

経過の表

月i内 容1酬 内 容
一 一 一一 一 一 一一→

5月1研 究主 題 につ いて の 提 案 と討 議。19月 ビデオ に よ る研 究 授 業 。
}

1旨 導計画作成に関する観点の表の検討。6月蜷 雛麟 灘 講 嬬
も1

旨導案様式の検討。

1;

7月墜諜 舞
醐 る配鰍 ・献 劃10月 瞬雛 講 騨 の検討轍

匝 陣 翻 究報告原稿の胤8騰 蜘 講 霧 観
点の表の械l

F1繋 研艦 発表会輪

圃 研究発論

1研 究 の方 法

(1)研 究主題 の検討

各 自の希望 す る研 究主題 を持 ち寄 り,共 通項 目を主題 と して取 り上 げる ことに した。主

題 を決 定す る過程 で,先 行研究の 検討,各 自の指導案の検討を行 った。 また,個 別の実態

把握,個 別の指導 目標 と課題の設定を基本 に研究 を進め ることを確認 した。

(2>授 業分析 と集団の指導 におけ る配慮事項 にそ った討議

共通理解を深め るたあ に,KJ法(文 末の注 を参照)を 使 って,授 業におけ る集団 と個

のかかわ りで配慮す ることを検討 した。

(3)集 団の作用の分析

KJ法 によ り出て きた項 目に沿 って観点を決 あ,さ らに授業 を分析 した。集団の作用か
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ら見 た指導計画 の作成 に関す る表を まとめ,そ の表が活用 され るよ うなモデル指導案の様

式 を作成 した。

(4)授 業研究

授 業研究 を行い,集 団 の作用の表 と関連付けなが ら,指 導案の検討及 び指導 につ いて討

議を深 めた。

皿 研究 内容

1集 団の中で,一 人一 人を生かす指導 の工夫

集団内 において児童 ・生徒の意欲的な活動 を引き出すためには,個 々の児童 ・生徒に焦 点

を当てた指導の工夫が必要であ る。指導 の工夫 を考え る視点を もっには,個 々の障害の状 態

や興味,関 心,意 欲を的確 に把握す ることが必要で ある。的確な実態把握 に立脚 した一人一

人 に対す る具体的 な目標を設定 して授 業を行い,そ の授業の評価が,集 団の中で一人一人を

生かす指導の工夫を考え ることにつなが ってい くので ある。 これは昨年度の研究員(領 域 ・

教科 を合わせ た指導分科会)が 提言 してい る 「集団指導 の中で,個 別の指導計画 に基づいた

授業作 り」で ある。す なわ ち,個 に応 じた指導の手 だてを尽 くせば,集 団の指導の 中で も児

童 ・生徒 の学習意欲 を引 き出す ことが可能であ り,本 年度 もこの点をまず確認 した。

2指 導計画 の作 成の手順

現在,個 別指 導計 画の様式 にっいて は,各 校で共通 した ものが使用 されてお らず,本 部会

内において も,そ の認識 は様 々であ った。 そこで円滑 な研究を進め るに当た って,個 別の指

導計画の立案にっいての共通理解 を図 る手続 きを踏んだ。なお,個 別指導計画にっいて は,

昨年度の教育研究員研究報告 書の心身障害教育部会教 科分科会の報告 を参照 した。

その結果,指 導計画の作成に当た っては,図1の 実態把握→ 目標 設定→授業実践 →評価 と

い うサイ クルを原則的 に踏 まえ ることと,昨 年度の研究員教科分科会の報告 におけ る 「A .

総合的実態把握 と目標の設定」及び 「B,教 科的実態把握 と目標の設定 」に当た る部分は,

各指導(各 授業)に お ける前提 と しての位 置づ けで あることを確認 した。 これ らの確認事項

によ り本部会の研究で扱 う学習指導案 におけ る実態把握 と目標設定は,単 元 を開始す る時に

行 うこととした。

図1指 導 サイ クル と指導案の様式例

→ 実態把握

士→[『
→ 授業実践

士
L

← 評 価
O

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

単元名

単元設定の理由

児童 ・生徒の様子

単元の 目標

単元の指導 計画

本時のね らい

本時の個 々の課題 と指導の手だて

本時の展 開

本時の評価

まとめ
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3集 団の作用の分析

今年度の本部会の研究 は,昨 年度の研究報告 で今後 の課題 と して挙げ られ た 「個 々の指導

を更 に充実 させ るための集団 におけ る指導の方法 」を検討す る ことか ら始 めた。各校の個別

指導計画 に基づ いた領域 ・教科 を合 わせた指導の事例を検討 した結果,集 団の作用を前提 と

した指導 が共 通 して行われてい ることが確認 され た。 この ことか ら本部会で は,教 師 は集団

におけ る指導において,個 々の児童 ・生徒 が十分 に学習活動がで きるよ うに適切 な援助 や手

だてを講 じる際に,「 集団か らの様 々な作用」を利用 して いるのではないか とい う,視 点が

導 き出 された。 この視点 に基づ き,各 指 導事例 における 「集団の作用」の分析 と整理 を図2

の ようにKJ法 によって行 った。

図2集 団の作用

覇 範 」一集団は個に型 感を与える
瞳 竺 一」 憾 連糠 生む

,

塾 鍵 畿__垂 璽
錘 壷]一「i一 颪「

集団は自他の認識を育
てる 一葱===「

一_一_

集団は個にモデルを与腐一
醸 『トー 一集団は個人を埋没させる

動所
る
鍵[翻 i集団は聖 催 ルを副 一1集 団は個を制約する

「集団の作用」 と して,以 上 のよ うに5項 目が導 き出され たが,集 団の作用 にはプラスと

マイナスの両面があ るので,指 導計画を立て る ときや授業 を行 う場合には集団の作用の両面

性 を配慮す る必要が ある。

本部会 では,実 際の指導計画を立て るときに 「集団の作用 」につ いての分析を生 かすため

に,指 導計画の作成 の手順 に対応 させ た表の作成を行 った。 この 窪集団 の作用か ら見 た指導

計画作成 に関す る観 点の表』の完成 によ り,こ れ まで は勘や経験に頼 ることの多 か った 「集

団の作用」の活用にっいて,整 理 がな され た。
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4「 集団の作用」を生か した指 導案 の書 き方の工夫

r集団の作用か らみた指 導計画作成 に関す る観点の表』(以 下表 とい う)を 活用 した指導

案の工夫 は今回の研究の中心であ る。指導 案の項 目に沿 って表の 「集団の作用 」をど う反映

させて い くか検討 を重ね,次 の よ うな点を工夫す ることに した。

(1)指 導 サイ クル(図1参 照)に お ける工夫

指導 サイ クルのそれ ぞれの段階で,表 と対応 させなが ら指導案を作成す る。指導案 の中

に表の 「集団の作用」を表す記号 を載せ ることと した。

(2)実 態把握におけ る工夫

① 実態把握 は単元を開始す るときに行 うことを原則 とす る。 それ以前の全体的 な実態把

握 は既 に行われ いることを前提 とす る。

② 実態把握で は表を チ ェック リス トと して使い,集 団の 中で個 々の児童 ・生徒 はどの よ

うな様子 なのか見落 としが ないよ うにす る。

③ 児童 ・生徒 の様子 を具体的 に記述す るた めに一単 元の実態把握を 「児童又は生徒の様

子 」 と表現 す る。

(3)目 標設定 におけ る工夫

目標設定で は,実 態把握を基に この単元で何 をね らうのか,絞 り込 みなが ら作業 し,授

業 に反映 させて い くこととす る。

(4)授 業展 開における工夫

① 本 時の授業 のね らい と指導の手だて に絞 って記述 し,「 集団の作用 」を利用す る上で

の具体的な工夫を挙げ るよ うにす る。

② 授 業の展開では,児 童 ・生 徒一人一人の活動や全体の流れが分かるよ うに し,予 想 さ

れ る 「集団の作用」を記述す る。

③ 授業の展開で は,児 童 ・生徒全員の活動が分か る指導案 を作成す る必要があ る。 ただ

し,今 回は抽 出 した児童 ・生徒2～3例 を載せ ることにす る。

④ 授業 の展開では,全 体 の学習 内容 と学習活動の項 目を立 て,次 に抽 出 した児童 ・生徒

の学 習活動 と留意事項の項 目,最 後に全体の指導上の留意点の項 目とす る。抽 出 した児

童 ・生徒の項 目の中 には活動内容 と関連す る 「集 団の作用」を記入 し,さ らに指導者の

動 きを必要 に応 じて付 け足 して い くよ うにす る。 したが って,抽 出 した児童 ・生徒 に指

導者が っ く場合 には,指 導者の動 き として留意す る事項が記 入され ることがあ る。

(5)評 価におけ る工夫

① 評価 は,授 業の中で予想 した 「集団の作用 」が プラスへ とはた らいたか,ま た,マ イ

ナスへ とはた らいたかを検証 し,次 時の授 業に役立て る もの とす る。

② ま とあは,単 元全体 と しての評価,反 省 とす る。特 に 「集団の作用」の観点か らも述

べ る こととす る。
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集団の作用からみた指導計画作成に関する観点の表

実

態

把

握

目

標

(ア)集 団は所属欲求 を満 たす1(イ)集 団は自他の認識を育てる

一 己の言識
(強弱 ・適応度)

②他者 とのかかわりあい。
(コ ミュニケーションの力)
(疎外の程度)

③集団のおおきさ ・質。

設1③ 協力し合う姿勢を育てる.

矧

実態把握をもとに目標を設定する。

ex.

①共感 し合える仲間を増やす。
1}②集団に協力する。

作ルデモの

)

定

定

特

設,の

。
較

ル

識

比

デ

認

,
モ

の
倣

,

者

模

り

嚇琶
(

創

授

業

実

践

評

実態把握を もとに目標を設定する。

eX.

}
①互いに評価 し合 う

i②必要な踊 で渤 し合う
i③モデルを模倣する

i
①安心感が得 られるよう配慮する。

②連帯感がもてる場面を設定す る。

①他者をモデル化する場面を設定
する。

② 自己評価する場面を設定する。

③他者を評懸する場面を設定する。

④協力し合う場面を設定する。

1⑤競争を講 する場面澱 定する・

価

①その集団に入ることで安心感が
得 られたか。

②連帯感が育まれたか。

③所属意識が得 られたか。

l

l⑤儲 を論 でき鳩

i⑥自己評価できたか。

}⑦協力し合えたか。

瞬 欄 をもて鳩

①他者を意識できたか。

② 自己を意識できたか。

③ 自分のモデルを見っけられたか。

1④ 他者から評価されたか。

(ウ)集 団は緬に存在感を与える

①他者からの承認

②有用感の経験

③積極性

④主体性

実態把握をもとに目標を設定する。

ex.

①実態に応じた役割を果たす

②互いの渚動を認め合う

①互いを認める場面を設定する。

②励ましが盛 り込まれるよう配慮
する。

③役割分担を明確にする。

④実態に応 じた活動を設定する。

①自分の役割が分かったか。

②自分の役割が果たせたか。

③励ましや承認を意識できたか。

④積極的や主体性が高まったか。
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(エ)集 団は個の力を伸長させる(オ)集 団は個の活動を調整する

①集団参加の力。

②集団参加の経験。

③個の実態に適 した集団設定。

実態把握をもとに目標を設定する。

ex.

① 自分の力を発揮する。

②互いの個性を尊重する。

①個の実態に適 した集団を設定す
る。

②互いのはた らきかけを促す。

③集団の動きによって個の活動を
促す。

①自分の力を発揮できたか。

②一人や他の集団では出せない力
をだせたか。

③互いの個性を尊重できたか。

①行動様式の定着。

②規律の尊重。

③自己の調整(コ ントロール)

実態把握をもとに目標を設定する。

X.

①個に応 じたきまりを認める。

②規律を尊重する。

③自己を調整する。

④集団に合せた行動をする。

①規律と行動様式を獲得 させる。

②集団に合わせる場面を設定する。

③ 自由な発想や活動を保障する。

①自己の調整ができたか。

②規律が守れたか。

③自由な発想や活動ができたか。
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※ この表の項目を文中に示すと
きは,次 のように行 う。

eX.

r実態把握』では
「所属欲求の度合い」
L→(ア ー①)



IV指 導事例

1生 活単元学習(小 学校精神薄弱学級)

(1)単 元名 「迷路を作 って友だ ちを招待 しよ う」

(2)単 元設定の理 由

本校の指導の重点で ある 「通常の学級 と心身障害学級,異 学年 間の交流活動を通 して,

教え学 びあ う態度 を養 うコ ことや,学 級の重点 目標であ る 「自分 か ら積極的 にはた らきか

けて い く子 」を実現 す るためには,能 力や経験 に幅のあ る児童が 意欲 的に学習活動で きる

よ うに し,し か も主体 的に他の クラス と交流で きる課題を設定 す る必要が ある と考 えた。

多様 な課題 のあ る児童に多様 な集 団や学習活動を提供 し,そ こで児童が 自分 の役割 を果

たす ことによ り,自 己の存在感の確立 や集団の質の向上が図れ るのではないか と考えて こ

の単元を設定 した。

131児 童の様子

1,2,3年 生が 各2人,5,6年 が各1人,合 計8人 で構成 されて いる。昨年度 まで

低学年 の児童が 少なか ったため,5,6年 生 は高学年 にな った とい う意識が十分育 って い

ない。 しか し,学 級への所属 意識 は もって お り,学 級集団 と して行動で きる。通常の学級

の児童 と一緒 に大 きな集団で行動す る機会 が多 くある。本学級 の児童全員が大 きな集団へ

の参加 はで きるが積極的 に通常の学 級の児童にかかわれ る児童は3名 である。甘 えが比較

的強 く他の人か らの言葉かけを待 っていた り,大 人との関係を もちたが る児童 が多い。

〈事例児童 〉

劃 児 童 の 様 子

i
,鑑 櫻黙 り

1年

1

A男1・ 知 的には高 く理 解力 もあるが,突 発的言語や行動が見 られ る。

卜 友だちの行 動をよ く見て,様 子を言 うこ とがで きる.

ヒ撒 禰 繍 藻1賑 暮』ま参加が少な、㌔

オ ー③

イ ー②

ウ ー②

ア ー②

B男 ・行 動 様 式 に こだ わ りを もち,言 葉 は お うむ返 しで あ る。

1・ 大 きな 集 団 で は不 適 応 を 起 こす こ とが あ る。

3年 卜 大人だけ との一対一の関係か ら子 ど もの一対 一の関係が もて る

c男}よ うに な つて き た・

オ ー①

ア ー③

イ ー②

エ ー①

厚 蟹羅 解 購 齢1セ 聯1小 さいiウ ー②
5年購 難 畿1讃 野 助を求めようとする一 認

(4}単 元 の 目標

・協 力 し合 って 仕 事 を す る こ とが で き る。

・高 学 年 が り一 ダ ー的 役 割 を 果 たす 。

・自分 の 力 を 発 揮 す る。

・大 きな 集 団 の 中で も活 動 で きる。

(ア ー ③)

(ウ ー ①)

(エ ー ①)

(オ ー ④)
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「目標 設 定 」 よ リ
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事 例
児 童 目 標 表 と の 関 連

「目標設定」より

A

男

・みん なと一緒 に行動す る。
・みん なの や って いる ことが 分か り

,自 分 の役割を果たす。
・必要 なと ころで協 力す る

。

オ ー④
ウー①

イー②

B

男

・集団が変わって も活動できる。
・自分の仕事が分かり,力 を発揮する。
・相手の模倣をし,指 示に従 うことができる。

オ ー③
エ ー①

イー③

C

男

・自分のグループの友だちの動 きに気を配 る。
・作業の手順を考え,グ ループの子に教える。
・意欲的に活動 し,気 持ちのうえでもみんなを リー ドしていく。

ウー①

ウー①

ウー①

(5)単 元の指導計 画

時 期 内 容 時 間 関 数 教 科

5月 ダンボールを集め る。 2時 間 生 活
ダンボールを大きさで揃える。 1時 間 算 数

6月 迷路の設計図をつ くる。 1時 間 図 工
ダンボールを張り合わせる。 5時 間 作 業
模様をっける。 3時 間 図 工
招待状を書 く。 1時 間 国 語
迷路券(整 理券)を 作る。 2時 間 図 工
招待券,迷 路券を持 って,学 級を訪ねる。 1時 間

7月 役割を決 め,リ ハ ーサルをす る。 2時 間(本 時2/2)
招待 日。 5時 間

(2日 間)

(6)本 時 の ね らい

① 自分 の仕事 を覚 え,楽 しく活動す る。

② 友だ ちの動 きに注 目 し,お 互 いに活動の様子 を言 う。

③ た くさんの友だちを迎 え,自 分の役割を果たす。

(7)課 題 と指導の手 だて

児 童 の 課 題 指 導 の 手 だ て

・相手を意識 してお礼のことばを言 うようになる。 ・顔 を見て か ら,「 ありが と うございま した」 と
A ・友だちの仕事に注 目し,上 手にできたところを 言 うような声かけしていく。

島,

茜 つ。 ・友達のよい所をみるように促す。

男 ・最後 までや り通 す。 ・最後まで頑張る気持ちが持続するように声かけ

してい く。

・友だちを意識する。 ・模倣できるように,は じめにC男 をモデルにす
B ・自分の仕事(整 理券を集め,ス タンプ係に持っ る。仕事が定着するように,た くさんの友だち

て い く)を す る。 を迎えて同 じことを繰 り返すようにする。
男 ・大きな集団の中で も活動できる。 ・大きな集団で も気持ちが安定するように声かけ

をする友だちを決めてお く。

・大 きな声でみんながわかるように説明をす る。 ・まわりの友だちがC男 に注目するよう声をかけ
・自分のグループの友だちに声をかけて教えたり る。

C 励 ま した りす る。
・友だちに声をかけて いた ら

,リ ーダーと しての
・他のグループの友だちの仕事の感想を言う。 自覚 を高 めて い くよ うに,ほ める。

男 ・友だちや指導者にほめられたことを受けとめ明 ・リー ダー としての快感 を味 わえるよ うにす る
。

日の本番に生かす。 ・感想が言えるように,視 点を示唆する。
・活動を評価し励まし,が んばったことを確認 し

1 い て く。
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(8)本 時 の 展 開

学習内容

あいさつ

仕事の確
認

練 習

評 価

リハ ーサ

ル

感想を言

ってもら

う。

お 礼

感 想

あいさつ

学 習 活 動

日直 の 方 に注 目 し,

あ い さつ す る。

自分の役割を思い

出 し発表する。

2チ ームに分かれ

て練習する。

1チ ーム行うごと

に感想をだ しあう。

2年 生1ク ラ ス

(30名)に 来 て も

らい当 日 と同 じよ

う にや って み る。

A 男

前に出て号令を

かける。

(ウ ー③)

「券を渡す人」

と発表する。

(ウ ー③)

出 口の位置につ

き仕事をする。

(ウ ー④)

友だちからの評

価を聞く。

(ウ ー①)

よ く見て上手に

できたところを

言う。

(イ ー③)

出 て きた 子 に お

礼 を 言 い,券 を

渡 す 。

(ウ ー④)

(エ ー③)

B男

あ い さつ す る。

(オ ー②)

「け ん あ っ め 」

と言 う。

(ウ ー③)

C男 の側で仕事

をする。

(ア ー①イー①

評価を静かに聞

く。

(ウー①)

人の動きをよく

見ている。

券 を集 め て ス タ

ンプ 係 に持 って

い く。

(ウ ー④)

(エ ー③)

C男

あ い さ つす る。

(オ ー②)

「説 明 係jと 発

表 す る。

(ウ ー③)

周りに気を配り

ながら仕事をす

る。

(イ ー④)

評価を聞く。

(ウ ー①)

一人一人の良い

ところと改善点

を言う。

(イ ー③)

2年 生を並ばせ

て説明と注意を

し数名ずつ入れ

る。(ウ ー④)

(エ ー③)

最 後 ま で や り通 す。(ウ ー② イ ー④)

命易③T且 廊下L=@@出 口⑦

2年 生から感想を

出してもらう。

リハーサルに参加

してもらったお礼

を言 う。

(2年 生は帰る)

静 か に聞 く。

(ウ ー②)

お礼 を言 う。

(オ ー②)

係

①よびこみ

②説明(C男)

③ 券集め(B男)

④ スタンプ押 し

⑤案内

⑥修理

⑦券渡 し(A男)

た くさんの友だち

を迎えた感想を言

う。

あすの本番ではも

っとたくさんの友

だちが来ることを

確認する。

終わりのあいさつ

をする。

感 想 を言 う。

(イ ー②)

期 待 感 を もつ 。

(ウ ー②)

前に出て号令を

かける。

(ウ ー③)

静 か に聞 く。

(ウ ー②)

一 緒 に言 う
。

(オ ー②)

聞 く。

が ん ば った こ と

を 確 認 す る。

(ウ ー②)

あ い さつ を す る。

(オ ー①)

周りの子に気を

配る。

(エ ー②)

2年 生 の感想を

聞きながら自己

評価していく。

(イー②)

大 きな声でお礼

を言う。

(アー②)

感 想 を言 う。

(イ ー②)

期 待 感 を もっ 。

(ウ ー②)

あ い さつ を す る。

(オ ー①)

指 導 上 の 留 意 点

T2は あいさつ しない子に援助する。

T2はB男 が言えないとき援助する。

発表 したら一人一人に係のワッペンをっ

け自覚を高める。

T2が 客になり,一 人一人の仕事を確認

する。

できない児童には リーダーがお手本を示

すようにする。

見ているチームに視点を与える。

良いところはどんどんほめる。

感想を言う児童を指名する。

Tlは 廊下の児童に,T2は 教室内の児

童に,2年 生が騒がしいときは,説 明を

聞くよう声をかける。

係の児童が飽きないよう励ます。

ふざけている児童やぼんやりしている児

童には声をかけるように促す。

潜り終わった2年 生は廊下で待つ。

(指導は2年 担任)

交流の場になるようなある程度自由な会

話や発言が出たら認め,さ らに発言を促

すようにする。

2年 生が楽しんでくれたかどうか期待を

もって聞くように声をかけていく。

友達の感想を聞 くことにより,自 分の活

動をふりかえるようにする。
一人一人を評価 し励ましを与える

。

みんなで頑張ったことを確認 し明日の意

欲につなげる。

姿勢に注意する。
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(9)本 時の評 価

た くさんの友達 を迎 えて リハ ーサルがで きた ことで,児 童 は自分の仕事 に慣 れ,自 信 を

持っ ことがで きた。30人 の通常 の学級 の児童を迎え本学級 の児童8人 が埋没 して しま うの

で はな いか と心配 したが,そ れぞれ自分 の仕事をや り通す ことがで きた。互いに活動 の様

子を言 うことで友だ ちの頑張 りも見え,協 力 してや ってい る姿が確認で きて きた。2年 生

に喜んで もらえ,自 分た ちが役 に立 ってい るとい う有用感を味 わい,生 き生 きと活動する

ことがで きた,

事 例
児 童

評 価
表 と の 関 連
「評価」より

・友 だちの行動を じっと見て ,rE君,じ ょうず,百 点 」などと評価 して イー①

A いた。他者を意識できるようになってきた。
・迷路からなかなか2年 生が出てこないと覗 き込んで,出 てくるのを待 っ

イー⑤
ウー②

ていた。出てきてから大きな声でお礼のことばが言えた。 エー①

男

・最後まで自分の持ち場を離れないで,仕 事を続けることができた。8人
くらいの集団では一人一人の違いを意識 していくことができるが,大 き
な集団の中では決められた仕事をこな してい くのが精一杯であった。

B

・C男 の側でC男 をモデルにして行動することができた。模倣の回数を重

だんだん自信をもっねることで自分の仕事を理解 していった。そ して, 苫=8

男
て行動することができた。
・大きな集団の中で も拒否反応をださず安定 していた。やることがはっき

り理解されていれば30人 くらいの集団の中で も安定 して行動できる。
弄=8

・自分の役割を十分果たす ことができ,他 のクラスの友だちにも存在をア ウー②

C ピールす ることができた。
・B男 を リー ドすることはできたが、自分のチームの3人 を視野に入れて

行動することはこれからの課題である。 鰻
男 ・お互いを評価 し合ったことでそれぞれの頑張りが意識され,み んなでや

り遂げたという成就感や連帯感がうまれてきた。

(10)ま とめ

長い期 間の生活単 元学習で あ ったが,前 半の作業的な部分で は小集団をつ くり模 倣 した

り教 え合 った り して集団の作用 を取 り入れて きた。 しか し,ダ ンボールの張 り合わせを4

人組で行 ったが,遊 んで しま う児童が 出て きたので,2人 組 で作業 を行 うことに した。2

人組で は教え方 も上手 にな り相手の特性 をつかむ ことので きた児童 もいた。 これ は実態把

握が不十分で あ ったため,目 標設定や授業実践 の中での集 団の規模が十分に考慮 され なか

ったか らで あ る。 この単元 を通 して児童の実態が明確 にな り,新 たな 目標設定がなされた。

迷路 に友だちを招待 し,本 児にと って 自分が役 に立 って いる とい う意識がず っとこの単

元学習を支え,そ の ことが,児 童 の生 き生 きと活動を続 け る源であ ったと考え られ る。招

待 日には通常の学級の300人 近 い友だちが来て くれ たが,本 学級の児童 はいっ も喜んで,

招待 にか かわる仕事を し続 けることがで きた。 この単元学習の中で,集 団は 自他 の認識 を

育て るなどの集団か らの作用が働いてい るが,同 じ集 団で も学習内容 によ って規模 や組合

せを違 え,一 人一人の 児童 によ り有効な作用が得 られ るよ うにす る必要があ る。
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2生 活単元学習(中 学校精神薄弱学級)

(1)単 元 名 「八 ヶ岳移動教室」

(2)単 元設定 の理 由

本校2学 年 は,八 ヶ岳 にお いて移動教室を実施す る。次の3項 目は2学 年 と しての本行

事 のね らいであ る。

① 自然に親 しみ,日 常,学 校 ではで きない体験学習をす る。

② 規律あ る集団生活を通 じ,規 則正 しい生活態度を身に付ける。

本学級生徒 は,通 常の学級 の生徒 と合 同で この行事 に参加 して いる。本学級内での学 習

の成果を生かす好機 と して,実 行委員会 は じめ,各 係の会議に出席 し,前 向 きに活動 して

いる。生徒の社会性を育んでい くためには,学 級 内での活動の枠 を超 え,大 きな集団であ

る学年 における活動が必要 とな る。通常の学級の生徒 と行動を共 にす ることで,学 年 と し

ての意識が育 まれて い く。実行委員会,係 の会議 への参加 は,各 自の役割 の大切 さを自覚

し、 有用 感を体験す るためには欠かせない ものであ る。

この単 元では,「 八 ヶ岳移動教室 」 という共通の 目標 に向か って,各 自の能力 に応 じた

それぞれの役割の中で,精 一杯 の活動が期待で きる。互 いに協力す ることの大切 さも実感

で きるものであ り,本 学級 の重 要な単元学習 と して設定 して いる。

(3)生 徒の様子

男子2名,女 子5名,計7名 。年数はまちまちであ るが,内5名 が通常の学級在籍の経

験があ り,障 害の程度 は多様であ る。4月 当初,学 級の リーダー,サ ブ リーダーを生徒同

士の話 し合 いで選 出 し,自 主的な活動の充実 を図 って いる。能力差 は大 きいが,全 員言葉

による コ ミュニケー ションが可能で ある。

本行 事は2学 年で の一番大 きな行事 と して,1年 生 の時か ら全員が心持 ちに して いた も

のであ る。学級全 員い力を合わせて この行事を成功 させ よ うという意気込みが強 い。

生 徒 の 様 子 表との関連
「実態把握」より

A(男)
レ ク リェー

ション係

*小 学校3年 生きで通常の学級に在籍,そ の間,人 間関係での自
信喪失が大きく,周 囲の目を気にする傾向が強い。
*1年 生には,学 級 リーダーを努め自信をつけつつある。
*周 囲の生徒の状況を考え思いやる気持ちがある。

ア ー②

ウー②,エ ー①

イ ー②

B(男)
実行委員
室 長
班 長

*中 学1年 まで通常の学級に在籍 学力不振等を気に病んで不登

校となり,本 学級に転学。
*絵 をか くことが得意で,周 囲の生徒たちがその力を認めは じめ
た。
*自 信のない面,積 極的になれない面がある。
*学 級の生徒たちから推薦されて決まった役割は,努 力 して取り

組 もうとしている。

エ ー①

ウー①

イー①
ウー①,エ ー①

C(女)
整 美 係

*小 学校入学時から精神薄弱学級在籍。
*周 囲の生徒 と行動を共に しようとする気持ちが出てきた。
*他 の生徒の活動を見て,自 分の役割を果たそうとする気持ちが
出てきた。

ア ー①②

イー②,エ ー①

(4)単 元 の 目標

① 通 常 の学 級 との 合 同行 事 にお いて,日 頃 の 学 習 の成 果 を思 い き り発 揮 し,大 きな集 団

で も臆 す る こ とな く活 動 す る。(エ ー①,オ ー④)
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②

③

④

一 人 一 人 が係 活 動 を 行 い ,主 体 的 に行 事 に参 加 す る。(ア ー②,ウ ー①,エ ー①)

協 力 し合 い,互 い に 向上 して い く意 識 を 高 め る。(ア ー③,イ ー②,ウ ー②)

そ れ ぞ れ の 良 さ得 意 な面 を生 か し,互 い の 良 さを認 め合 うよ うに す る。

(ア ー①,イ ー①,ウ ー②,エ ー① ②)

生 徒 の 目 標

璽

表との関連
「実態把握」より

A(男) *通 常の学級生徒の中に入って も臆することな く活動する。 エ ー①,オ ー④

レ ク リ ェ ー *レ ク係 と して キ ャンプフ ァイヤーでの役割を きちん と果たす。ア ー② ウー①,エ ー①

シ ョン係 *リ ーダーを補佐 し,活 動が スムーズに運ぶ ようにす る。 イー②
*自 分の意見,考 えをはっきり発表する。 エ ー①

*ま とめ発表会の司会を努める。 ア ー②,ウ ー①,エ ー①

B(男) *リ ー ダーと して の意識 を高め,自 分の活動 に自信 を もつ。 ア ー② ウー① エ ー①

実行委員 *「 八ヶ岳移動教室のしおり」の表紙のイラス トを担当する。 アー② ウー①,エ ー①
室 長 *通 常学級生徒 との活動で,堂 々と振る舞い自分の意見をはっ エ ー ①,オ ー④

班 長 きり発 表す る。

C(女) *整 美係としての仕事をきちんと果たす。 アー② ウー①,エ ー①

整美係 *周 囲の生徒と協力 して活動する。 イ ー② オ ー④
*自 分の意見をはっきり言えるようにする。 エ ー①

(5)単 元指導計画

① 実行委員が中心 とな って,話 し合いを進 め る形式 をとる。

② 自分の ことだけでな く,周 囲の生徒の状 態を思 いや って話 し合いを進 めていけるよ う

指導す る。

③ 一人一人の役割 を明確 に し,協 力 し合 うことの大切 さを学ぶ場 とす る。

④ じっ くり話 し合 い,大 きな集団での学習への不安 を解消す るよう配慮す る。

⑤ 互 いにア ドバ イス し合 えるよう意識を高めてい く。

事前学習 移動教室の概要説明。 目標確認。係活動,役 割分担を話 し合 う。委員会 ・係会議に出席する。
バス ・食堂の座席決め(互 いの状況を考え合わせ,話 し合いにより,決 めていく)。 持ち物の

確認。野外炊飯(役 割分担。焼 きそばの調理実習)。 山歩 き(各 自状況に合わせた歩き方を考
える)。 健康管理。キャンプファイヤーのスタンツ(内 容検討,役 割分担,選 曲,小 道具作 り,
練習)

蕪讐6月10日(金)6月13日(月) 3泊4日

臓 ㌃ 暴 魏 昆護撃 讐警 読1舎薯奮1舌し合い愚 咄す・1係活動報告
。…

まとあ発表会…①司会の生徒,学 年 リーターとの打ち合わせ。②発表会(本 時 ・授業公開)。
:学習のまとめ…活動内容をまとめ,文 化祭で展示発表する。

(6)本 時 の ね らい

本 単 元 で は,生 徒 の 自主 的 な 活 動 を 育 む こ とが 大 き な 目標 で あ る。 その ま とあ と して の

本 時 は生 徒 が 自分 た ち の 手で 進 あ て い く形 式 とす る。 司 会 の 生 徒 が進 行 役 とな り,互 い に

協 力 し合 い,各 自の役 割 を しっか り果 た し,自 分 た ちの 力 を 精 一杯 発揮 で きる場 と した い 。

合 わ せ て,初 対 面 の方 々の前 で も臆 せ ず,逞 し く,堂 々と振 る舞 う体 験 の ば と した い。 教

師 は特 に必 要 な場 合 の み,生 徒 に援 助 す る。
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(7>本 時の課題 と指導の手だて

個 々 の 課 題
表 との関連
「目標設定」より 指 導 の 手 だ て

A(男) 全体の構成をよく把握 し,本 時の司 ア ー② イ ー② 司会,学 級 リーダーと細かい打ち合
会進行を努める。授業見学の先生への ウ ー①,エ ー① せをして司会原稿を作成する。司会の
はたらきかけ,受 け答えを落ち着いて
'一,

イ丁 つ 。

練習時間を確保する。落ち着いてゆっ
くり司会するよう援助する。

B(男) 全体の構成をよ く把握 し,進 行を見 ア ー② イー② 司会,学 級 リーダーと細かい打ち合
届ける。必要に応 じて補佐に入ること ウー① わせをして司会原稿を作成 し,進 行を
を心得ておく。 把握できるようにする。ダンスの練習
ス タンツ発表の リー ダーを努め る。 エ ー① 時間を確保 し演技に自信をもてるよう

にする。 リーダーの重要性を指導する。

C(女) 自分の役割を しっか り把握 しはっき ウー① エ ー① 丁寧にわかり易 く進行を説明する。
り大きな超えで発表する。 練習時間を確保 し,安 心 して取り組め
ス タンツ発表で は,大 きな声で歌 い, ア ー③ エ ー① るよう配慮する。
元気よくダンスをする。 自信をもてるようにする。

〔8)本 時 の 展 開

学習内容 学 習 活 動 陸 徒・・輯 活動 陸 徒・・学習活動 生徒Cの 学習活動 指導上の留意点

全員挨拶 生徒全員あいさつ
授業購 席。向け。あ轟 難 羅 δ鞭 、授業見学者席に向けてあい

一

司会挨拶 司会2名 あいさつ さつをす る。 さつ さつをす る。

司会のあい さつをする。 進行 を見届 ける。

(ウ ー③④ 判(ウ ー③④)
1

日程説明 各 自,担 当の活動内容
の カー ドを用意す る。

一日程説明
の司会をする。[司 会 の指名 によ り黒板 の前

(ウー・③④)1に 進 み,日 付カー ドの横に
司会の指名によ り黒板の前

に進み,日 付カー ドの横に

司会の指名によ り,黒 1活 動 内容の カー ドを貼 り, 活動内容の カー ドを貼 り, 生
板の前 に進み,日 付力 1内 容説 明をす る。(ウ ー③) 内容説明をする。(ウ ー③) 徒
一 ドの横 に活動内容の 1進 行 を見届 ける。 と
カー ドを貼 り,内 容説 …(ウ ー③④) 視
明をす る。 線

を
活動内容 各 自、 自分の作文を用 活動内容報告の司会をする。 交
報告 意す る。 (ウ ー③④)1 せ

司会の指名によ り自席 他方の司会者の指名により 司会の指名 によ り,自 席 で 司会の指名によ り,自 席 で 文章を はっきり せ
で起立 し,作 文を読む。 自席で起立 し,作 文を読 む. 起立 し,作 文を読む。 起立 し,作 文を読 む。 読めない生徒の る

くウ ー③)1 (ウ ー③) 援助をす る。 位
進行 を見届 ける(ウ ー③④) ヒ 置

全員席を立ち,ス タン iスタンツの用意をす る
。 スタ ンツの用意をす る。 スタンツの用意をする。[生 徒同士の協力 に

ッの用意 をす る。

キ ャ ンプファイヤ ーの
(ア ー②,イ ー④'

ス タンツ発表の司会をす る。

1(
アー② イ ー④)

ス タンツ発表の リーダーを
(ア_② イー④)iで 進め られ る様

i声 かけを しない。

座

り
スタンツ発表。 (ウ ー③④) 努 める。(ウ ー③④)

●

ス タンツ発表 スタ ンツ発表 スタンツ発表 視
(ア ー②,イ ー④ エ ー③) 1ア ー② ,イ ー④ エ ー③) (ア ー②,イ ー④,エ ー③) 線
ス タンツの小道具を片 付け, スタ ンツの小道具を片付け スタンツの小道具を片付け で
自席に もどる。(イ ー④ 目 自席 に もどる。(イ ー④) 自席に もどる。(イ ー④) 確

レ

認1係 活 動 各 自,自 分の発表内容 発表内容の用意をする。 発表 内容の用意をする。 発表内容の用意をする。 の
報告 の用意をす る。 1 合

司会の指名によ り,係 係活動報告の司会をする。 図
活動の報告をす る。 (ウー③④) や

他方の司会の指名によ り, 司会の指名によ り,係 活動 司会の指名によ り,係 活動 励
係活動 の報告をする。 の報告をす る。(ウ ー③) の報告をす る。(ウ ー③) ま

(ウ ー③) 進行を見届け る。 し
(ウ ー③④) を

送
質疑応答 授業参観の方々に種々 発表終了のあい さつをする。 る

の質問を出 して頂 き, (ウー③④ 、

答えて いく。 質疑応答の司会をする。 司会の指名 によ り回答 する。司会の指名によ り回答す る。
(ウ ー③④) (イー④) (イー④)

司会挨拶 司会2名 あい さつ 司会のあい さつをする。

(ウ ー③④)
全員挨拶 生徒全員あいさつ 号令をか ける。(ウ ー③④)

授業見学者席に向けてあい
さつ

授業見学者席に向けてあい
さつ

授業見学者席に向けてあい
さつ L
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(9)本 時の評価

初対面の方 々が10名 授業を見学 す るとい う場面で発表会を行 った。 初めての体験であ り,

生徒 は晴れが ま しい気分 と緊張 感の中で本時を迎えた。r八 ヶ岳移動教室 」という大 きな

行事を精一杯 にや り終えた後,快 い充実感の余韻が残 る時期 に本時を設定で きた ことで,

生徒 にとって充実 した授業 とな った。

生徒 はそれぞれの役割を きちん と果たす ことで,学 級集団 におけ る自己の有用感を実感

で きた と考え られ る。生徒が 自分 の力で発表会を進めて い くことは,生 徒に とって不安が

大 きか っただ けに,協 力 し合 ってや り終 えた後の充実感,で きた喜びはよ り一層大 きな も

の とな った。

事 例 生 徒 評 価 表との関連

A(男) 責任ある役割を精一杯にや りこなせた。 ウ ー ② エ ー ① 、

エー②

いっ もより,堂 々と落 ち着 いて行動で きた。 エー②

自分の役割が本時の中で,重 要であったと自覚できた。 エー②

B(男) 大 きな動 きで思 いき りダ ンスを し,ス タ ンツの リー ダーを立派に努 めた。 ウー②④
司会のAを 精神的に支え,全 体の進行に気を配って緊張 しながらも精一杯, エー①②
自分の力を発揮できた。

C(女) 自分の発表の場面できちんと行動できた。 ウー①②
発表の声はまだまだ大きくないが,ダ ンスは位置取りや振りを間違わずし ウー①②
っか りや り通 した。 エ ー②

(10)ま とあ

① 単元 の設定 にっ いて

本単 元は2学 年の 中心 となる行事であ り,生 徒が イメージを膨 らませ希望 を もって生

活単元学習 と して展 開で きる ものであ った。1学 年の時か ら培 って きた 「協力体制 」,

「互 いを大切 に思 う気持 ち」の実現の場 と して有効で あ った。生徒が意欲 を もって 自主

的に活 動で きる具体 的な場面が数多 く設定で き,そ れぞれ の活動の結果が学級,学 年 に

貢献 してい ることが具体 的に理解で きたことは,意 欲の向上 に効果的であ った。 「学年 」

とい う大集団で活動が設定で きた ことは,生 徒の社会性 を大 きく伸ばす上で有効であ っ

た。

② 集団の規模 について

日常の学習活動で は,学 級 におけ る指導が 中心 なので,生 徒一人一人 に きあ細かい指

導が行え る。学級で培われた力を生か し,発 揮 す る場 として は,学 級 よ りも大 きな学習

集団が必要で ある。本単元で は,係 活動 とい う形 で,学 年 に大 き くかかわ りの もて る活

動 を設定 した。学年で の係活動 に見通 しを もって参加で きるように,学 級 での指導を充

実す るよ うに した。

③ 目標設定 にっいて

生徒 の自主 的な活動 を大切 に し,生 徒同士 の話 し合 いを学習活動の中心 と した ことで

個 々の生徒 の役割 を明確 にで きた。 その上で,個 別の 目標 を設定 して ことにより,具 体

的な学習活動 が充実 した ものにな った。
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④ 集団の作用 にっ いて

本単元で は 「集団 は個 に存在感を与え る」 と 「集団 は個のカを伸長 させる」 とい う集

団の作用が はた らいた ことによって,学 級 におけ る係活動が学 年の係活動 につなが り,

自分 の存在 が学年 集団の中での役 に立 ってい るとい う有用感を体験で きた ことにっなが

ってい る。 自信が もてず周囲の目を気に して いた生徒 も,自 分のや りたい係活動 をは っ

きり意思表示で きるようにな って きたの も,集 団の作用による もの と考え られ る。

この単元学習で得た力を 日々の活動に,ま た,3年 時の修 学旅行の学習活動 に生か してい

きたいと考え る。

Vま とめと今後 の課題

本研究は,一 人一人が意 欲的に活動す るための指導の在 り方 を,集 団か ら個への様 々な作用

を分析 し指導の工夫の観 点を得 るとい う方法で進 めて きた。集団が個 にどの ような影響を与え

て いるかを分析,整 理 して作成 された 『集団の作用か らみ た指導計画作成 に関す る観点の表』

が主 な成果で ある。集団の作用 につ いて は,こ れまで 「集団の力」 「集団の渦 の力 」などと行

った言葉で しば しば語 られ,領 域 ・教科 を合わせた指導で も,大 い に活用 され て きた もので あ

る。本部会は,こ れを 「集団の作用」 と して具体的 に定義付け し,実 践 に生か しやすいよ うに

指導計画作成の手順 に対応 させ る形で表 にま とめた。 この表を活用す ることにょって,一 人 一

人が意欲的 に活動す るたあの指導の手だてがよ り充実 した ものになる と考えた。

1ま とめ

(1)一 人一人が意 欲的に活動 す るための指導のあ り方 を 「集団の作用」を生かす視点で と ら

え る試 みを して きたが,授 業 は多 くの場合,複 数の子 どもを対象 と して行われ る集団活動

であ る点か らも,実 際の指 導に直接 的に役に立っ ものであ った。特 に領域 ・教科を合 わせ

た指導 と して示 され る 「日常生活の指導 」 「生活単元学習」 「作業学習」 「遊びの指導 」

は,集 団活動な らて はの メ リッ トを生か した指導が多 いことか らも,「 集団の作用」の分

析 は必要で ある と考え られ る。

(2)「 集 団の作用 」の定義付 けに際 して,分 析の対 象 とな った指導 事例は,心 身障害学級か

ら養護学校 まで 集団の規模 や実態 も様 々な ものであ ったが,KJ法 を活用 して 整理 した こ

とで,よ り一般 化 された内容 とな った。

(3)「 集団の作用」を,実 態把 握か ら評価 に至 る指導計 画作成 の手順 に対応 させた形で表に

まとめることで,指 導計画を作成す るときに指導上の留意点を考え やす くな った。 また,

学習指導案作成 に当た って も,課 題の設定 や指導の工夫 にっいて の指針が得 られ やすか っ

た。

(4)r集 団の作成 か らみた指導計画作成 に関す る観点の表 』を活用す るに当た っては,ど の

項 目の 「集団の作 用」を期 待す るのか,或 いは利用 しよ うとす るのか を絞 り込む教師の視

点 も重要であ った。 「集団の作用」を何で も取 り入れよ うとする と,指 導の工夫の焦点が

ぼ けて しま うこともあ ると考え られ る。

(5)評 価をす る際 に 『集団の作用か らみた指導計画作成 に関す る観点 の表』をチ ェックリス

ト的 に用 いる ことで,「 集団の作用 、を生か した指導の工夫が より具体的な ものにな ると
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考え られ る。 このよ うに,評 価 を次の指導計画の作成に生かす ことによ って,集 団の規模

や構成の適正化を図 ることがで きると考え られ る。その際,指 導場面設定の方法,授 業 の

流れや学習場面の雰囲気な どの作 り法 を具体的 に考慮す る必要があ る。

⑥ 「集団の作用」 はプ ラス面にだけ働 くので はな く,マ イナス面 に も働 くものであ った。

この両面性を確認す ることで,よ り良 い生か し方が導 きだされ ると考え られ る。

(7>「 集団の作用」を生か した指導 の工夫 は,集 団の中で教師が一人一人の児童 ・生徒を重

視す るとい う教師 と児童 ・生徒の 「縦 のっ なが り」に根 ざ した指導 に,児 童 ・生徒同士の

かかわ りとい う 「横のっなが り」を もたせ る ものであ った。 この ことによ って得 られ た指

導の広が りは,一 人一人が意欲 的に活動す るための指導の在 り方の重要な要素だ と考え ら

れ る。

2今 後の課題

(1>「 集団の作用」 と して挙げ られた5項 目は,そ れぞれ個 に刺激 を与え るもの出会 ったが,

集団の規模や室,構 成 メンバーの違 いによ って,そ の作用の仕方が変容す るため,そ の相

関関係を整理す る必要があ る。

(2)r集 団の作用か らみた指導計画作成 に関す る観点の表』の中の縦項 目を細分化 し,学 習

指導案の作成段階 に直接 対応 させた表 として まとめ ることがで きれば,よ り実践 的な 「集

団の作用」の活動方法学 級得 られる もの と考え る。

(3)r集 団の作用か らみた指導計画作成 に関す る観点の表』の更 なる充実を図 るたあ,「 集

団の作用」を生か した指導事例を数多 く集 め,そ の内容の分析 し整理を積み重ね る必要が

ある。 その際,作 用のマイナス面 についての分析 と整理 も合わせて行 う必要があ る。

(4)集 団か ら個への作用があ るよ うに,個 か ら集団への作用 も当然 考え られ る。 「個の作用 」

が どの よ うに集団を変容 させてい くのかを検討す ることで,よ り精度の高い 「集団の作用 」

の定義付 けが なされ る もの と考え られ る。

注KJ法:文 化 人 類 学 者 で あ る川 喜 田二 郎 の頭 文 字 を と った 創造 的 問題 解 決 法 。KJ法 で は

事 実 を カ ー ドに 「ラベ ル 化 」 し,そ れ を グ ル ー ピ ング し,集 ま った ラベ ル に共 通

の本 質 を発 見 し,そ れ を 「見 出 し」 とす る。 この 作 業 を 繰 り返 し,最 後 に見 出 し

カ ー ドの相 互 関 係 の 考 察 を 行 う。
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自 発 的 な 伝 達 行 動 を 増 や す た め の

指 導 方 法 の 工 夫

1主 題設 定の理由

今年度,養 護 ・訓練分科 会で は,「 言葉を主 とした伝達行動を,ど のよ うに増や した らよい

か」 とい うことを研究テーマ と した。 このテーマを取 り上 げた理由は,次 の2点 による。

1)各 研究員が指導 してい る児童 ・生 徒の実態に差 はある ものの,ど の児童 ・生徒 に も言語の

理解能力や表現能力を高め る指導の重要性 が指摘 され た。

2)言 葉を主 と した伝達行動を増やすための,児 童 ・生徒の実態 に応 じた教師 の援助の在 り方

等 にっ いての,具 体的な指導方法や実践 に関す る研究の積み重ねが少ない。

そ こで,ま ず始 あに,各 研究 員が研究テ ーマに基づ き,研 究の対象 とす る児童 ・生徒を一 人

抽 出 し,そ の 児童 ・生徒の言語指導 に関す る先行研究を調べ ることに した。次に,そ の児童 ・

生 徒のr意 思 の伝達 』に焦点 を当てた個別指導計画を作成 し,テ ーマを絞 り込む ことに した。

図1に,本 分科会で考えた言葉の習得段 階を図示 した。 どの児童 ・生徒 に も共通す る道筋 と

して,ま ず 「対人関係を深あた り,お 互いの意志疎通

を図 る,表 現意欲を高 める,情 緒の安定を図 る。」 と 図1言 語習得の段階

い うことが基盤 とな り,そ の上 に 「知覚や認知,記 憶

コ ミュや保 存,概 念 の 形 成 」 とい う能 力 が 獲 得 され,

ニ ケ ー シ ョン手 段 と して の 「言 語 能 力 」が 身 に付 い て

い くの で は な いか と考 え た。

そ して 、 児童 ・生 徒 の言 語 発 達 の状 況 に よ って,ど

の部 分 に重 点 を置 き,指 導 す る の かが 異 な って くるの

で は な い か と考 え た 。 この よ うな 考 え方 に基 づ き,一

人 一 人 の 障 害 や 発 達 の状 況 に応 じて,言 語 の理 解 能 力

や 表 現 能 力 を 高 め た り,自 発 的 な 伝 達 行 動 を増 やす た

め の 指 導 方 法 を 検 討 す る こ とを 、 研 究 テ ー マ と した。

H研 究 の 経 過

5月 ～6月

出 し,

6月 ～7月

7月 ～8月

9月 ～10月

10月 ～2月

A
グ
ル
ー
プ

知覚や灘 あ磯 や保存

対人関係、表現意欲、情緒 の安定

言語指導 に関す る先行研究を調べ るとともに,研 究対象 とす る児童 ・生徒 を抽

各 々の個別指導計画を作成す る過程で,児 童 ・生徒の実態把握 や言語面

にお ける課題を検討 した。 また,研 究 テーマにっ いての意見を出 し合 った。

研究 テーマを全体 の もの に して い くために,研 究員各 自が一回 目り研究授業 を

行 った。 また,研 究 テーマを具体化 し,指 導仮説A・Bを 立案 した。

指導 仮説A・Bに っいて検討を加え,修 正 した。 また,個 別指導計画 について

も再 度見直 しを行 い,二 回 目の指導案を作成 した。

指導 仮説 を検証 す るための方法 や指導案の形式,分 析の観点 などにつ いて話 し

合 った。その後,各 研 究員が二 回 目の研究授業を行 った。

指導 の結果を整理 し,仮 説の有 効性 につ いて検討 した。 また,報 告書 の内容の

検討、修正を行い,併 せて,研 究発表 会の準備を した。

B
グ
ル
ー
プ
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皿 研究 の方 法

1指 導仮説

事例 に基づ いた先行研究の検討で は,言 葉を人間相互の コ ミュニケー ションの中で とらえ,

児童 ・生徒の興味や関心 に沿 って,個 別の指導計画を作成 す ることの重要性が話 し合 われた。

ところで,「 意思の伝達 」に関 しては,平 成4,5年 度に も研究主題 と して取 り上 げ られて

いる。4年 度 は 「意思の伝達 」の基本的な とらえ方 についてであ り,5年 度 はその実態 の把握

に重点が置かれて いた。今年度 は,そ の経過を踏 まえ,指 導仮説 を立て,各 研究員が事例研究

を行 い,仮 説 を検証 しよ うと考え た。

研究 テーマを具体化す るために,最 初 に分科会で考 えた指導仮説は次の二つであ る。 各研 究

員が,抽 出 した児童 ・生徒 の言葉の発達の状況や,何 をね らいに指導 するか という課題の違 い

によ り,図1に 示 した,言 葉の基盤 とな る対人関係 を主 とす るAグ ループと,言 葉の表現能 力

や使 い方 に焦点 を当て たBグ ループの二つ に分かれ て,そ れぞれ協議 を進め た。

当初考えた二 つの指導仮説

Aグ ループ 指導仮説A

自分 の意思 を相手 に伝え たいとい

う場面 を設定 し,児 童 ・生徒の気持

ちを受 け とめる ことによ って,自 発

的な伝達行動 に結 びつける ことがで

きる。

Bグ ル ープ 指導仮説B

言語能力を高めるためには,児

童 ・生徒の実態に合わせた適切な

言語環境(言 葉かけ,教 材,教 具,

体験 の場 の設定)を 整 える ことが

有効である。

しか し,討 議を重ねてい くうちに,Aグ ループとBグ ループの指導仮説 は,対 象児の言語能

力の実態や指導のね らいが異な るだけで,言 葉を主 と した伝達行動 を伸ばすための仮説 として

以下の ように一っ にまとま るのではないか とい う結論 に達 した。

指導仮説A

ヒ
自
壬 導

指導仮説B

↓

仮

自発的 な伝達行動を増やすためには、

① 安心感 をもたせ る

② 相手 に伝え たいという意欲を もたせる

③ 児童 ・生徒の気持 ちを受 けとめ る

説

ことが必要である。

その方法 と しては,心 理的適応を図 りなが ら,豊 富な言語活動の場 を,段 階的に設

定す る ことが有効 である。

次に,分 科会 では,指 導仮説 を明確 にす るために,教 師が具体的 に,ど のよ うなはた らきか

けや援助 を行 えばよいのか を洗 い出す ことに した。次頁 にA・B二 つの グループに分 かれて,

対 象児の実 際の指導 か ら導 き出 した教師の はた らきや援助 の具体例を示 した。
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自発 的な伝達行動 を増やすための教 師のはたらきか けや援助 例

段階 児 童 ・生 徒 の 気 持 ち 教 師 の は た ら き か け,留 意 事 項

安心感を もっ ・身体的 ,心 理的なスキ ンシップを行 う。

1

・リラ ックス した状態を作 る
。

・同 じ体験をす る
。

1し へ

)

・話や表情を受け止め,そ の気持ちを受容す る。
・期待を裏切 らない。(生 返事をしない。

うそをっかない。)
「ほ っ!....ほ っ!」 の 気 持 ち

相手に伝えたいという意欲を起こす ・興味 ・関心のある教材や遊びを用意する
。

・同 じ体験をする。
、 ・ 「快」の状態を作 り

,保 つ。
∬ (( ・顔をそむけず,最 後まで話を聞 く。

■o ・タイ ミングの良 い言葉か けをす る
。

) ・話 をそ らした り,途 中で話を切 った り しな い。
・ほ め る 。

「ね え、 ね え」の気持 ち ・同じ場を共有する。

皿 サインを表す ・表 したサイ ンを見逃 さず
,読 み とる。

(表情の変化,発 声,行 動等)

自分の気持ちが受けとめられる ・サインを肯定的に受け止め,言 葉かけをする。
・話に共感す る

。

IV (1㌧
・せかそず,あ わてさせず,最 後 まで話 を聞 く。
・行動を正 しい言葉で伝える

。

り ・言葉を模倣する。(正 しく拡充 して模倣する)
・ 『気持ち』を言語化して代弁する。

「そ う,そ う」の気持 ち ・タ イ ミン グ の 良 い 言 葉 か け を す る
。}

そ うす ると、

、!

カチ ンカチ ン_だ ったのが……

〈例 え ば〉
段 階 的 に 設 定 す る と 個 別→小集団 →大集団

手 本→類似体験→実体験
援助大→援助小 →援助なし

グ姿
。_㌣ 。擶 メ委キ 燐 教師舗 置一 違、、

(^{一 》 σ

})口
23

できた できた できた

心 理 的 適 応 言 語 活 動 の 場

・興味 ・関心がある 〈例えば 〉
・楽 しい ・模擬体験(ご っこ遊び等)

・恥ずか しくない ・実体験(買 い物学習,体 験学習等)
・見通 しがある ・学校か ら離れた場所での学習
・自信がある(社 会科見学,地 域社会での学習等)
・意欲がある

ε

自 発 的 伝 達 行 動

これ らの ことを基 に,1学 期 に行 った各研究授業を もう一度 見直す ことに した。 そ して,上

に示 されてい る伝達行動 を増 やす ための めやすが,実 際の対象 児の一 回目の研究授業で適切 に

行われていたか どうかを検討 し,2学 期の指導案を作成す ることに した。
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2仮 説 の検証方法

指導仮説 の有 効性 にっ いて は,指 導仮説を意図 して行 った2学 期の研究授業 と,指 導仮説を

ほ とん ど意 図 しないで行 った1学 期の研究授業を比較 ・分析す ることで確かめ られ るのではな

いか と考えた。 ただ し,研 究授業の結果が,児 童 ・生徒の普段の状 態 とか け離れて しまった時

は,何 回かの授 業の結果 か ら考 えるよ うに した。また,対 象児の指導 目的によって は,あ る一

定の条件を満 たす状況 の変化 を追 うことで仮説を検証 すること した。

このよ うな手 続 きで,対 象 児10名 の授業記録を分析 したが,特 に三つの事例 について は,事

前に指導案を検討 し,実 際の授業 の様子を全員で観察 す ることに した。また,こ の三つの事例

については,児 童 ・生徒の 「意思 の伝達 」の実態か ら,表1の ような分析項 目を立てて,仮 説

を意図 した指導に よる児童 ・生 徒の変化 を,質 的 ・量 的に押 さえ るように した。例えば,事 例

1で は,単 位時間 におけ る教 師か らの はた らきかけに対す る幼児の反応や,幼 児か らの はた ら

きか けの回数を数えてい る。

表1仮 説 を検証す る観点(3事 例について)

事 例1:安 心 感 を もた せ る こ 事 例2:相 手 に伝 え た い とい 事例3:心 理的な適応 を徐

とを中心 に指導 した事例 う意欲 を起 こさせ ることを中 々に高あて いった事例

心に指導 した事例

・教 師 か らの は た らきか け ・単位 時間の発話量 《自信 を も って は っき り と

(共 感,誘 い,代 弁,激 励, ・自発 的 な 要求 ,拒 否 の 数 相手に伝え るために》

指 示 ・説 明,遊 び)に 対 す ・担当者の反応 を期待す るよ ・模擬練習 と実体験を段階

る幼児の反応 うなはた らきかけの 回数 的 に 行 った時 の,生 徒 の

・幼 児 か らの は た ら きか け ・笑 った 回 数 言語行動の変化

(行 動,言 語,そ の両 方) ・身体接触の回数 ・生徒 との距離 や位置関係

の回数 ・うなず き ,首 を振 る 回数 ・教師の支援(言 葉か け)

3分 析の方法

研究授業 は ビデオ に録画 し,児 童 ・生徒の活動や教師の はた らきか けの様子を記録 した。特

に、実際の指導で は,実 験場面 と異な り,全 く同一の条件 に統制 し,量 的な差を比較す ること

は困難で あ り,教 育研究で は,あ るね らいを もった場面での児童 ・生 徒の行動の変化を観察す

ることの方が指導上有益で あると考え られ る。先の三つの事例 にっいては,録 画の 中か ら、次

のよ うな場面 で,単 位 時間を定めて分析す ることに した。

〈分析 の対象 とした場面 と単位時間 〉

・事 例1:ト ラ ンポ リンを跳んで いる遊 びの場面(1
,2学 期共)を 中心に した10分 間

・事 例2:教 師が新 しい遊 びに誘 いか け
,児 童がそれ に応 じた遊 びの場面30分 間

・事 例3:教 室 での模擬練習→郵便局で貯金をす る実体 験の段階的な経過の場 面

加 え て,発 話数 や 身体 接 触,は た ら きか けの 回 数 な どは,一 回の 行 動 が どん な に 長 くて も,

一 連 の 動 作 や 行 動 と して継 続 して い るよ うな場 合 は
,そ れ を 一 回 と数 え る こ と に した。
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IV研 究の結果

事例1:安 心感 をもたせ ることを中心 に指 導 した事例

(1)対 象幼児の実態 ・個別指導計画(抜 粋) ⑱
鹸 雛 糀 神癩 は測定不能

心理的適応……母子分離に抵抗を示す。慣れ ない環境 に対 しては泣いた り大声 を発 した り

して拒否す る。快の状態 の ときには,外 か らの刺激を受 け付 けず に自己の

世界に入 り込み,常 同行動が頻発す る。

環境の認知……手 や足 の触覚や聴覚 的な情報を もとに行動 してい る。興味の ある玩具等 に

対 しては3m程 度 の音源歩行 を行 う。

運 動 ・動作 ……筋力が 弱 く,背 骨 を弓な りに反 らした立位姿勢 であ る。

意思の伝達……発語 は歌 のお うむ返 しが中心で ある。場 に応 じた発語 もい くっかみ られ る

よ うにな って きている。発話 は不明瞭であ る。他人に対 して はた らきかけ

ることが少 ない。要求 表現 は主 に表情 や発声,身 振 りな どによ る。教師 か

らの簡単な言語指示に対 して,理 解 して行動で応 じることもあ る(「 おい

で 」等)

長期 目標 …… ・生活全般を通 して視覚,聴 覚,触 覚 な ど様 々な感覚を活用 して外界を認知

し,興 味を もって 自発的 にかかわ る力 を身 に付 けさせ る。

・自分の意思 を相手 に伝え るたあ
,簡 単 な言葉を用 いて表現す る力を身に付

けさせ る。

短期 目標 …… ・情緒を安定 させ,教 師 との遊びの中で感情表現を豊か に してい く。

・スキ ンシップ的 な遊 びを多 く行い
,情 緒の安定 を図 るとともに,人 と遊ぶ楽 しさを感 じ

とれ るよ うにす る。

・教師や友達 と一緒 に同 じ活動を し
,共 感体験を積 む ことで,自 分の感情や要求を伝えよ

うとす る気持 ちを高 めて い く。

(2)指 導仮説 との関連

〈安心感を もたせ る〉たあに

今年度4月 に入学 す るまで,専 門機 関に相談 した り療育を受けた り した ことがな く,家 庭保

育で あ った。母親 か ら離れ新 しい環境の 中で生活 を始あた本児に,急 激 な精神的負担をか ける

ことのないよ うに配 慮 しなが ら,1学 期 は主 に教師 との人間関係を作 ることに重点 を置 いて き

た。 障害の状態 や発達段階 か ら,教 師 と一緒 に遊ぶ ことを通 して情緒 を安定 させ,教 師 を含 め

た外界に興 味を向け,自 発 的にかかわ って い こうとす る態度を育ててい くことが長期的 な指導

目標であ ると考え られ る。 っま り,安 心感 を もって教師 とかかわ ることが,伝 達行動 を含 めた

本児の 自発的行動 の発現 の基礎 にな ると考え た。

〈相手 に伝えたい とい う意欲 を起 こさせ る 〉ために`

外界に対 して興 味 ・関心 を示す ことが少 ないたあ,本 児の好 きな遊 びを教師 と一緒 に楽 しく

行 う中で"遊 びたい"と い う意 欲を起 こさせ る ことをね らって きた。単な る"遊 びたい"意 欲

か ら・"教 師 と一緒 に遊 びたい"と い うよ うに相手を意識 してい くことで,自 発的 な伝達行動
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に結 び付 いて い くの で は な い か と考 え た。

〈気 持 ちを 受 け 止 め る 〉た め に

まず は,教 師 側 か らの 誘 い か け と,そ れ に対 す る反応("遊 び た い"と い う気持 ちの 表 現)

を伝 達 行 動 の 芽 生 え と して と らえ,本 児 のr気 持 ち』 を 叶え て あげ るよ うにす る。 この よ う な

や り取 りの 繰 り返 しに よ り,本 来 の 自発 的伝 達 行 動 が起 こるの で は ない か と考 え た。

(3)指 導 案

① 本 時 の ね らい(養 護 ・訓 練 の ね らい)

自分 の や りた い遊 びを 動 きや 声 で 表現 す る。

② 日時 ・指 導 の 形 態

平 成6年9月14日(水)9:40～10:00盲 学 校 幼 稚 部

「養 護 ・訓 練 」 ,一 対 一 の 個 別 指 導

③ 教 材 ・教 具

トラ ンポ リン,ひ ょ うたん 型 大 玉 ボー ル(以 下 大 玉 ボ ール)

④ 本 時の 展 開(抜 粋)

本児の活動 教 師 の は た らきか け 評 価 の 観 点

教室か らプ レイルーム ・トラ ンポ リ ンで 遊 ぼ うと誘 う。 ・教師の誘いかけに対して自発的に行動を起こそ

の トラ ンポ リン まで 音 ・言葉をかけながら鈴を鳴らしたり トラン う とす るか 。

源歩行を行う。 ポリンの音を鳴らして歩行を促す。 ・教師の呼ぶ声を目指して歩いていくか。
・トラ ンポ リンに 到着 した本 児 を抱 き しめ ・教 師 の待 つ トラ ン ポ リンに 到着 した と き に

,安
て喜びをわかち合う。 堵感や満足感を表情や態度で表すか。

教師と一緒にトランポ ・本児の様子を見ながら揺れをコントロー ・ トラ ンポ リ ンを 跳 ん で い る と きの 楽 し さを,表
リンを 跳 ぶ 。 ルし,楽 しい雰囲気で言葉をかけるよう 情や態度、声で表すか。

にす る。
・本児から要求のあった跳び方に応 じる。

トラ ンポ リ ンか ら降 り ・トラ ン ポ リンを 終 わ りに し,次 に大 玉 ボ ・教師の誘いかけに対 して自発的に行動を起こそ

大玉ボールまで音源歩
一 ルで 遊 ぽ う と誘 う

。 う とす る か。

行 を 行 う。 ・言葉をかけながら大玉ボールの音を鳴ら ・教師の呼ぶ声を目指 して歩いていくか。

して歩行を促す。 ・大玉ボールに到着 したときに,安 堵感や満足感
教師と一緒に大玉ボー ・本児か ら要求のあった遊び方に応 じる。 を表情や態度で表すか。
ルで 遊 ぶ 。 ・大玉ボールで遊んでいるときの楽しさを表情や

i態 度,声 で表すか。
1

⑤ 評 価

・安 定 した情 緒 の も とで ,教 師 との 遊 び を 楽 しむ こ とが で きた か。

・自分 の や りた い遊 び を ,動 きや 声 で 教 師 に表現 す る ことが で きた か 。

(4)結 果

指 導 の結 果 に っ い て,教 師 の は た ら きか け に対 す る反応 と,本 児か らの はた ら きか け に分 類

して,1学 期 の研 究 授 業 の もの と比 較 を行 った。 比 較 に 当 た って は,両 者 と も トラ ンポ リンに

よ る運 動 遊 び の 場 面 を 中 心 と した10分 間 を分 析 対 象 と した 。 な お,教 師 の はた らきか け に対 す

る反 応 につ いて は,本 児 の 日常 的 な 反応 の実 態 か ら,教 師 の はた ら きか けが あ って か ら5秒 以

内の 直 後 に見 られ た 本 児 の 反 応 を 取 り上 げ た。

これ らの 結 果 を 見 る と,教 師 の は た らきか け に対 す る反 応 で は,1学 期 に比 べ 「無 反 応 」 が

大 き く減 少 し,教 師 の は た らきか け の 総 数 に対 す る 「受 容 」 の 割 合が 高 くな って い る。 また,

大 玉 ボ ー ル に座 って 跳 ん で い る と き に笑 い声 を あ げ た り,教 師 が は た ら きか けて か らの 反 応 時

間 も短 くな って い る。 更 に,教 師 の 誘 い に対 して 「拒 否 」を 示 す 反 応 が 見 られ た。
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表2N.M.児 の指 導結果の比較

く教師の はた らきかけに対す る反応数 〉

1学 期 2学 期

蔓+蓉!
(一)1拒 否

無反応 蔓+蓉
(一)拒 否
無反応

教師

の
は
たら

き
かけ

共 感 2 2 5

誘 い 7 4 7 1

代 弁 3 1 5

励 ま し 1

指 示,説 明 1 11 2 3

遊 び 9 4 9①

合 計
23 22 28① 1 3

45 32①

○:音 声表 出の内数

表3〈 本児か らの はた らきかけの回数 〉

1学 期 2学 期
1

行動庫 声 両方 行動
.

音声 両方

医 求 1 2 1
対

教 師
拒 否

1
不 明 1

対

教師以外

要 求 1 1

拒 否

不 明 i Il

具体 的 に は,ト ラ ンポ リンを終 わ りに して 大 玉 ボ ール で 遊 ぼ う と誘 った時 に,じ っ と した ま

ま動 こ う と しな か った の で,「 も っ と跳 び た いの ね 」 と代 弁 す る と,今 度 は仰 臥 位 に な り,こ

の 姿 勢 で 跳 ん で 欲 しい とい う態 度 を 自発 的 に示 した。 更 に,2学 期 に は トラ ンポ リン上 で 仰 臥

位 か ら自発 的 に起 き上 が った り,大 玉 ボ ール に 背 中で 寄 りか か った りす るな ど,自 発 的 に遊 び

を進 あ よ う とす る行 動 が 見 られ た。 また,大 玉 ボ ール に よ じ登 ろ うと足 を か け た 時 に は,笑 い

なが ら 「え っ」 とい う小 さ な声 も発 して いた 。

(5)考 察 と今後 の課 題

安 心 感 を も って教 師 との遊 び を楽 しめ る こ とを 指 導 の 基 盤 に 置 い た。 まだ,教 師 の は た らき

か け に対 し,無 意 図 的 な 反 応 で しか な い もので も,教 師 が 意 図 的 に伝 達 行 動 に置 き換 え て い く

こ とで,徐 々 に教 師 との 遊 び に 自発 性 が 芽生 えて き た。 今後 は 、更 に相 手(教 師)を 意 識 しな

が ら遊 ぶ こ とで,相 手 に 伝 え た い とい う意 欲 を高 めて い くこ とが 大切 で あ る と考 え る。
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事例2=相 手 に伝えた いという意欲 を起 こさせ ることを中心に指導 した事 例

(1)対 象児童の実態 ・個別指導計画(抜 粋) ⑱
心理的適応…言語理 解の レベルが低 く,求 め られている ことが何か分か らないため,声 が

小 さ くな った り,自 信が ない様子が見 られ る。

環境の認知…視覚的な理 解力が高 いため,生 活の中で 日常的 に行 うことは,大 体理解で き

よ うであ る。動作や身振 りの使用はかな り実用性が高い。

意思の伝達… 自分 か ら相手 に何か を伝えた り,表 現 した りす るとい うことが少 ない。

*言 ・簡単 な指 示の理解や課題の意図把握が難 しい。

*対 人 関係 ・表情 に変化が乏 しく,他 者への共感を示す ことが少ない。

*遊 び ・一人で遊 べ るもの,一 定のパ ターンで繰 り返す遊びなどを好む。

長期 の 目標…本 児な りの方法での意思の伝達 にため らいが な くな って きた ら,や り取 りの

際に,絵 文字や文字 を使用 して伝わ る経験を増や してい く。

短期 の 目標…身振 りや擬態語 などを使 って 自分の意 図を積極的に表現 して い く。

基本的には,本 児 の気持 ちを受 け止め,気 楽にや り取 りがで きるよ うに接す る。 また,

活動は,直 接 的な身体接触や気持 ちの交流が多 くで きるよ うな遊びに誘 うよ うにす る。

(ア)言 葉を形式 的に教 え込 まず,通 じることを増 や し,声 をひそあた り,周 りを気 にす

ることな くして い く。

(イ)本 児が了解で きそ うな言葉や表現のモデルを示 し,模 倣 させてい く。

(イ)や り取 りの際に視覚的 な手がか りを与 え,指 示や説明の理解を確実 に して い く。

(2)指 導仮 説 との関連

く安心 感を もたせ る〉たあに

本児の指 導では,〈 安心 感を もたせ る 〉ことは,1学 期の指導の中心課題で あった。安心感

を もたせ るために,ま ず,な ん とか言わせ ようと した り,言 葉 を無理に覚 え させ た りはせず,

楽 しくや り取 りす る機会 が多 くもて るよ うに指導 した。 また,本 児の レベルにな って と もに遊

び,言 葉や表現を模倣 させ ることによ り,本 児の中 に 《通 じる》 という実感を もたせ るこ とが

大切だ と考えた。

〈相手 に伝えたい とい う意欲を起 こさせ る 〉ため に

言葉でや り取 りす ることにたあ らいが な くなって きた ら,少 しずつ相手に対 して伝え たい こ

とや・要求の表現が見 られ るよ うになるので はないか と思われ た。 そ して,遊 びの中で教師が

積極的 にはた らきかけた り誘 いかける ことにより,相 手に伝 えたいという 「気持 ち」(意 欲)

が引き出せ るので はないだろ うか。

〈児童の気持 ちを受け とめ る〉ために

本 児が表現 した ことを受け止 めてや り,要 求 に応 じた り,教 師の受 け取 り方を本児に返 して

や ることを・指導の際の基本的な配慮事項 と した。また,一 緒 にで きることや共感できる こと

を多 くす ること も,指 導上 有効で あると考えた。
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(3)指 導 案

① 本 時 の ね らい(養 護 ・訓 練 の ね らい)

動 作 や 言 葉 で,自 分 の 意 図 を表 現 で き る よ うにす る。

② 日時 ・指 導 の形 態

平 成6年10月6日(木)13:50～14:35小 学 校 言 語 障 害 学 級

養護 ・訓 練 一対 一 の 個 別指 導

③ 教 材 ・教 具

遊 具(ロ ボ ピ ッチ ャー,バ ッ ト,グ ロー ブ,ボ ー ル,べ 一 ス)

ホ ワイ トボ ー ド,ペ ン,視 覚 提 示 用 の絵,※ プ レー ル ー ム は球 を打 って走 れ る よ うに して

お く。

④ 本 時 の 展 開(抜 粋)

学習活動 本児の活動 教師 のはた らきか け 評価の観点

導

入

前 々回行 った

遊 びを思 い出

し,好 きな遊

びを行 う。

前 々回使 った遊具を

見て,遊 びを思 い出

す。

教 師か らの遊 びの提

案を選 択す る。

前 々回 行 い,楽 し く遊 ぶ ことの

で きた ロボ ピ ッチ ャー を見 せ,

それ で 遊 ぶ こ とを提 案 す る。

提 案 が 受 け入 れ られれ ば,遊 び

を 開始 す る。

Yes/Noの 応答

提案の承諾 の表現

拒否の表現

別の遊 びの提案

球の高 さの選択

展

開

新 しい遊 び方

へ 発 展 させ て

い く。

ロボ ピ ッチ ャ

ー が投 げ た球

を打 って,ベ

ー ス を 回 る。

教 師 が 取 る よ

り も早 くべ 一

ス に つ く。

新 しい 遊 び方 を理 解

す る。

教 師 の 提 案 を見 て,

了解 す る。

球 を打 った ら,座 布

団 のべ 一 ス を 回 る。

走 って ア ウ トにな る

ことの 意 味 を 理 解 す

る。

今 まで よ り も一 っ 発 展 した遊 び

方 を提 案 す る。

ロ ボ ピ ッチ ャー の球 を 打 って,

教 師 が そ れ を 取 るだ けで な く,

球 を打 った ら,ベ ー ス を 回 る よ

う提 案 す る。

ロボ ピ ッチ ャーを 動 か し,本 児

の打 った球 をで き るだ け キ ャ ッ

チ す る よ うにす る。

教 師 が取 る の よ り も早 く,ベ ー

スに っ か な い と,ア ウ トにな る

こ とを伝 え る。

教 師 の 投 げ た球 を打 ってみ る。

遊 び方 の 理 解 度

(遊 び に 関す る話)

ヒ ッ トや ホ ー ム ラ ン

を 打 った 時 の歓 声

提 案 の 理 解 度

ア ウ トとセ ー フの コ

ー ル

得 点 表 の記 入,計 算

フ ァー ル や ス トラ イ

ク,ボ ー ル の コー ル

い い 球 を投 げ う とい

う要 求

ア ウ ト,セ ー フの 主

張

⑤ 評 価 ・新 しい遊 びや遊 び方 の提案(変 化)に,ど のよ うに興味 を もったか。

・教師の言葉か けや はた らきか けが,本 児の気持 ちにそ って いたか。

・要求,意 図の表現,教 師の反応を期待す るような行動が見 られたか。
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(4)結 果

今 回比 較 した指 導 場 面 は,1・2学

期 と も,教 師 か ら遊 び を提 案 し,一 緒

に活 動 した もの で あ った。

表4に,7項 目で の 比 較 を 示 した 。

《お しゃべ りの数 が 増 え た》

1・2学 期 の 発 話 量 を比 較 す る と,

2学 期 の方 が 約2倍 多 か った。 ま た,

量 的 に増 え て い る だ けで は な く,1学

期 は,発 話 の ほ とん どが 単 語 で,二 語

文 は5文 しか 見 られ なか ったの が,2

学 期 は 二 語 文 が16文,三 語 文 も3文

(例:早 く遊 び始 あ。)と い っ た具 合

に,少 しず っ 長 い言 葉 も多 くな って き

て い る。

《相 手 を意 識 した は た らきか けが

見 られ る よ うに な った 》

自発 的 な行 動 は,1学 期 が8回 で2

学 期 は14回 と,多 くな って い た。

教 師 の は た ら きか け に対 す る拒 否 ・

選 択 ・応 答 が,

表4M、T.児 の指 導 結 果

分 析 項 目 1学 期(6/24) 2学 期(10/6)

発話量 約63発 話 約120発 話

自発的な要求,同 意

拒否,伝 達

8回 14回

相手の反応 を期待す

るはた らきかけ

0回 5回

笑 った回数 約20回 約68回

身体接触の回数 7回 31回

うなず いた回数 約58回 約30回

首を振 った回数 約11回 0回

よ り明確 に な って きて い る。 また,明 らか に分 か るず るを して 教 師 の 反 応 を 見

た り,か ま って も ら う こ とを期 待 す る よ うな はた ら きか け も少 しず っ 見 られ始 めて い る。 遊 び

の 中 で の 役割 交 替 も,2学 期 に初 めて で き た こ とで あ る。

《体 で触 れ合 う こ とが多 くな った》

身 体 接 触 の 回 数 は,教 師側 か らは た らき か け た もの と,本 児 か らの もの を 両 方 合 わせ て カ ウ

ン トした 。 そ の 数 が,2学 期 は4倍 以 上 も増 えて い る と い う こ とは,教 師 と本 児 のr距 離 』が

近 づ いた 表 れ と言 え る。

《表 情 が 明 る くな った 》

録 音 ビデオ の 中 か ら可 能 な 限 り,ほ ほ笑 ん だ り,声 を 出 して 笑 った 回数 を 拾 い 出 した。 そ の

結 果,1学 期 はニ コ ッと した もの を 入 れ て も20回 程 で あ っ たの が,2学 期 は その3倍 以 上 も観

察 で き た。 表 情 が 明 る くな り,大 きな 声 で 話 す こ とが 多 くな った の も,変 化 の 一 っ で あ る。

(5)考 察 と今 後 の 課 題

本 児の 行 動 や 会 話 量,身 体 接 触,笑 顔 な どの 質 的 ・量 的 な変 化 か ら,指 導 仮 説 の よ うに,安

心 感 を もたせ た り,児 童 か ら出 され た サ イ ンを見 落 とさず,気 持 ちを 受 け止 め る こ とが,自 発

的 な伝 達 行 動 にっ なが る こ とが 確 か め られ た 。 ま た,本 児 にr分 か る ・伝 わ る 』 と い う実 感 を

もたせ る た め に,絵 を見 せ て 視 覚 的 に理 解 させ た り,間 違 って いて もよ い か ら,積 極 的 にお し

ゃべ り した りす る こ と も,と て も重 要 で あ った と思 わ れ る。 今 後 は,更 に教 師 との気 持 ちの つ

なが りを深 δ6,絵 文 字 等 を 利 用 して や り取 りす る機 会 を 増 や して い きた い と考 て い る。
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穐 欝 繍欝 羨毒轡 鱒一 蕎
生徒名14歳(中2)障 害名 精神薄弱

心理 的適応 ………慣れて いる人や知 ってい る人 との関係 は安定 して いる。初対面の人

や慣 れていない場所で は消極的 にな る。

意思 の伝達 ……… 日常会話 はで きる。 自分の要求や気持 ちを伝 えなければな らない場

面で は,消 極的 な面が見 られ る。

指 場 に応 じた適切 な言葉を使 って,誰 にで も自分の意思 を伝え られ る

導 よ うにす る。様 々な経験を増や し,社 会性 を育てて い く。

目 日常生活に必要 な言語能 力を養 う。 いろいろな人 との会話 を通 し,

標 言語 活動の 自発性 を高める。

指

導

内

容

・学 校 生 活 全 般 にお いて ,で き る こ とを増 や して い く中で,自 信 を もた せ る。

・生 活 して い く上 で ,か か わ りが 必 要 にな る人 との会 話 の チ ャン スを 作 り,誰 とで も

話 せ る気 持 ち を育 て て い く。

・遊 び や ゲ ー ム 等 ,楽 しい雰 囲 気 の 中で 言 葉 を 表 出 させ て い く。

・劇活 動 を 通 して ,観 客 の前 で も,大 き く明 瞭 な 声 で 台詞 を言 え る よ うにす る。

(2)指 導仮説 との関連

く心理的適応を図 る〉たあに

本生徒 は,絵 本の文章の復唱や しりとり遊 びのよ うな,興 味 ・関心 のある教材を用 い,繰 り

返 し学習す る中で,言 葉を 出す ことに 自信 を もてるようになった。 また,楽 しい行事等の話題

で発表す る場面を設定す る ことで,大 きな声で話せ るようにな り,会 話量 も増えて きた。

しか し,慣 れ ない場所 や人 に対 して消極的な ことは改善 され なか った。将来 の自立 に向け,

一般社 会の中で黙 って しま うので な く,会 話はで きないまで も,あ る程度決ま った言葉で相手

に用 件を伝え られるよ うにな って 欲 しい と考えた。

あ る程度決 ま った言葉で用件 を伝え られ,繰 り返 し知 らない人 とのかかわ りを もたせ る場 と

して郵 便局を設定 した。 自分 の小遣 いを貯 あた後 にファース トフー ド店で食事を した り,店 で

欲 しい ものを買 うことに興 味 ・関心が あ り,貯 金す る意欲 を育てることがで きると考えた。

教 室での模擬練習 や実 際の体験 を繰 り返す ことで,郵 便 局での行動や表現 に見通 しが もて,

自発的 に用件が伝え られ るよ うにな ると考え た。初めは,教 師が側 にいて安心感を もたせ、次

に,本 生徒の心理状態を とらえなが ら本 児 との距離を離 してい き,用 件 を伝え られた という自

信 と成就感 を もたせ ることにより,最 終 的には一人で行 けるようにな ると考 えた。

〈豊富 な言語活動の場を段階的に設定す る 〉ために

① 教室での模擬練習 ………友達が貯金す るのを見 た後 にす る。

本児が最初 にす る。

② 郵便局での体験学習 …… じょうずな友達が貯金す るのを見 た後 にす る。

本生徒 と教師 との距離 をだんだん離 して い く。

③ フ ァース トフー ド店……教室で メニ ューの見方,注 文の仕方の練習をす る。

での食事 貯めたお金を持 って実 際に店 に行 き,注 文 し,食 事をす る。
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(3)指 導 案

① 本 時 の ね らい ・お 金 を数 え る。(硬 貨の 枚 数 を 数 え る。)

・お 金の 種 類 を 知 る
。

・貯 金預 入 取 扱 票 に文字 をて いね い に記 入 す る。

・郵 便局 で は っき り用 件 を伝 え る。

② 養 護 ・訓 練 の ね らい ・郵 便局 で,必 要 な用 件 を 言 葉 で伝 え る こ とがで きる。

③ 日時 ・指 導 の 形 態

平 成6年10月5日(水)10:50～11=40精 神 薄 弱養 護 学 校 中学 校

「国語 ・数 学 」 男 子3名 ,女 子1名 の計4名 指 導 者1名

④ 教 材 ・教 具

貯 金預 入 取扱 票,貯 金箱,お 金,金 額 数 え 箱,貯 金額 記 入 カ ー ド,貯 金表

⑤ 本 時 の 展 開(抜 粋)

全 体 対象生徒の養護 ・訓練 として

学習活動 指導上の留意点 生徒の活動 教師の援助 評価の観点

郵便局の前で 出発前 に教室 で も,局 内 教室や郵便 ・手順を確認す ・練 習 で ,

諸注意の確認 での注意事項を話 し,話 局 の前での る 。 大 きな声で

をす る。 す言葉の練習す る。 練習で は話 ・励 ま しの 言 葉 表現 で きた

・ 「○ ○ 円、 貯 金 を お 願 せ る。 か けを す る。 か 。

い しま す 。 」,「 あ りが ・手 本通 りに や

展 と う ござ い ます 。 」 ればで きるとい

教 師の手本をよ く見て い う安心感を もた ・他 の 生 徒

るよ う に話 す。 せ る。 と同 じよ う

順 番 カ ー ドを 教 師 が,ま ず カ ー ドを取 順 番 カ ー ド ・待 って い る間 な行動がで

取 る 。 り,そ れ を 模 倣 させ る。 を取 る。 に リラ ッ クス さ きた か。

番号 を確認 させ る。 せ る。 ・教 師 の 手

呼ばれた ら窓 自分 の番号 と表示 され た 窓 口 で 「○ ・大 きな 声 で手 本を見て い

口 に行 く。 番号を比べ させ,呼 ばれ ○ 円,貯 金 本 を示 す 。 た か。

開 「○ ○ 円、 貯 た らす ぐに窓 口に行かせ をお願 い し ・直 ぐに近 寄 れ ・指 示 や 言

金をお願 い し る 。 ま す 。 」 と る距 離 に い る。 葉かけがな

ま す。 」 と言 言 い 出せ な い時 は,近 く
ニ ワ

言 つ 。
・言 え た ら直 ぐ くて も言え

う 。 に寄 り,促 す 。 に誉 め る。 た か 。

・促 して も困難 ・ど う い う

な 時 は,教 師 の 条件 な らば

以下略 模 倣 を させ る。 言 え るか 。

⑥ 評 価 ・郵便局で話す言葉を,は っきりと言 うことがで きたか。

・どの よ うな条件であれば,表 現 する ことがで きるか。

(4)結 果

貯 金で何 を買 うか話 し合 う中で,貯 金 に対す る興味 ・関心 は起 きて きてい る。貯 金を楽 しみ
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に して い て,家 で は 小遣 い を 貰 うた め に よ く手 伝 いを す る よ うに な った。

図2の 生 徒 の 様子 か ら も分 か るよ うに,教 室 内 の模 擬 練 習 で は,言 葉が 出て い たが,郵 便 局

の 中 に入 る と,そ の 雰 囲 気 に 飲 まれ 緊 張 に 変 わ って しま った。 郵 便 局 へ の移 動 中 は うれ しそ う

に歩 き,お しゃべ りだ ったの が,郵 便 局 の 中で は 口数 も少 な くな って い る。IO月5日 は,混 み

合 って い る こ と もあ り,窓 口 か ら離 れ た と こ ろ に待 た せ た。 そ こか ら一 入 で行 か せ,離 れ て 見

守 ったが,ま だ緊 張 感が 強 い の に,教 師 との 距 離 を 離 し過 ぎて しまつ た。10月19日 に,「00

円 、貯 金 を お願 い しま す。 」 と言 え たの は,模 擬 練 習 と体 験学 習 を繰 り返 した こ と と,教 師 と

の距 離 も適 切 で あ った た あ,緊 張 が和 らい だ こ とに よ る と思 わ れ る。

図2S・F児 の指 導 結 果

教謡轡 に 獺1灘 腎擁 ∴ 〕

(生徒の様子)

蜘　ll撫
ファース ト

フー ド店で

食事 をす る。

..,..<ド 。 一 一
.。 ∠

郵便局 〔三回 目10/19〕

教師 の言葉か けな しに

Aを 自分か ら言 うことがで きた。

(期 待感を もち,落 ち着 いていた)

郵 便局 〔二回 目10/5〕

教 師の言葉か けでB

が小 さな声で言え た。

(貯 金す ることをとて も

楽 しみ に していた)

↓

教室内で模擬練 習

〔10/12〕

細 教師には・き・と詠 ・

舘

(5)考 察 と今後の課題

生徒の心理的な不安 の状 態を的確 に とらえず,教 師 との距離を離す と,10月5日 のよ うにな

って しまうが,10月19日 の ように,段 階を踏 んで指導 して いけば,徐 々に不安感を解消で きる

ことが分か った。

今後,郵 便局の 中が混んで いた ら,距 離を近めに とって不安感 を解消 してや り,逆 に空 いて

いれば,生 徒 の気持 ちの 中に もゆ とりが生 まれ,落 ち着いて取 り組 めるので,距 離を離 す こと

がで きると考え る。 このよ うに,段 階 を踏んで指導 していけば,緊 張感を取 り除け るであろ う。

また,貯 金に対す る興 味 ・関心を もたせ,模 擬練習や実際の体 験を重ね ること も大事であ る。

この ことにより,徐 々に自発的な言葉が出て くるよ うになると考え る。

まだ、指導の途中で はあ るが,段 階的 に自発的な行動が見 られ るようにな り,指 導仮説の よ

うな指導方法の有効性が実証で きたと考え る。今後 も継続 して いき,他 の場 面(フ ァース トフ

ー ド店での買 い物学習等)へ の発展 も含 めて,自 発的な表情 を増 や して いきた い。
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他 の指導 事 例 の結 果

障 害 種 別 精 神 薄 弱 学 級 情 緒 障 害 学 級 肢体不 自由養護学校

児 童 ・ 生 徒 小学校1年 男子 小学校2年 女子 小学部5年 女子

障 害 名 ダゥン症候群 精神薄弱 自閉症 脳性まひによる四肢まひ

身近な言葉や簡単な質問の あいさつや決まった言葉は 人や物などを見て,耳 を傾

応答程度ならば,不 明瞭だが 話 せ るが,「 ど こへ?」 や, け,何 が起きるのかを期待 し

意 思 の 伝 達 発語は可能である。 「誰 と?」 な どの 質 問 に は, て い る。

の 実 態
一 方 的 に話 す こ とが 多 く

, お うむ 返 しに な って しま う。 ある程度の言語理解力はあ

相手の反応を見ながら話すこ 少 しずつ自発語が出始めて るが,イ エ ス ・ノ ーの 応 答 が

と はで き な い。 い る 。 曖昧である。

教 科 ・ 領 域 遊びの指導 養護 ・訓練 遊びの指導

単 元 名 絵カー ド釣り遊び お医者さんごっこ 光遊び

養 護 ・ 訓 練 釣ったときの感動を言葉や ごっこ遊びを通 して,楽 し 自 己の コ ミュニ ケ ー シ ョン

の ね ら い 身体で表現する。 みながら,対 話の仕方を覚え 手段を用いて気持ちや要求を

名称を正しく発音する。 る 。 表 す 。

'●●●喝

⑮
自分たちで作った

カー ドを使う,実 物

を使うなどで,釣 り

医者や患者の役を

曾 通 して,言 葉のやりとりの楽 しさを感じ

言葉かけをたくさ

ご'窪 んしたり,表 情や身
》 体で共感 したりして

指 導 仮 説 と たいという意味を引き出 した 取 らせ る。 安心感をもたせる。

の 関 連 り,継 続 させ て い く。 また, ま た,痛 い と こ ろを 聞 い た また,常 に児童の気持ちを

釣り方の難易度を調整するこ り,治 療方法を考えたりする 代弁するように配慮すること

となどで,自 信をもたせたり 中で,自 発的な伝達行動を増 で,伝 えたい意欲を起こさせ

釣れた喜びを表現 したくなる や して い く。 る 。

ように配慮する。

活動全般において意欲は高 積極的に楽しみながら学習 たくさんの言葉かけや共感

く.準 備なども率先 して取 り に参加 していた。 によ り,心 理 的 スキ ンシ ップ

組 ん だ 。 治療方法については、症状 を図ることができた。

釣 りその ものは集中 して行 に 関係 な く,「 注 射 よ!」 と また,身 体 的 ス キ ンシ ップ

結 果 う行為なので,言 葉数は多く に こに こ笑 って 話 して い た。 により,更 に親近感 も増 し安

な か った。 また,「 私はのどが痛いで 心感がもてる。

実物を釣 ったときは喜びか す。」といった自発語が始め 気持ちを伝えようとする表

らか,大 きな声で釣 った物の て 見 られ た 。 情や発声が表れるようになっ

名称を言った。 きた 。

必要以上の言葉かけは,児 楽 しい雰囲気作りが、安心 言語化し代弁した内容が適

童を受身にさせたり,伝 えよ 感につながり,少 しずつ言葉 切であったかを確認すること

うとする機会をかえって奪っ が出始めた。 が今後の課題である。

てしまうことにもなりなねな 自発語を増やすには,言 語 そのためには,本 児の気持

考 察 い 。 能力に合った言語活動の場を ちとは違うと思われることな

本児の反応を性急に求あず 設定する必要がある。 ども取 り入れて,ゆ さぶりな

もっとじっくり待つ配慮が大 また,視 覚的な手掛かりが がら,本 児の気持ちを,更 に

切 で あ る。 ある教材 ・教具の工夫が必要 推 し量っていく方法や手段の

で あ る。 検討が必要である。
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精 神 薄 弱 学 級 盲 学 校 精 神薄弱養護学校 精神 薄弱養護学 校

小学校6年 女子 高等部2年 女子 高等部2年 男子 高等部3年 男子
ダウン症候群 精神薄弱 視神経萎縮 脳炎後遺症 精神薄弱 精神薄弱 自閉症

会話は二～三語文だが,お 感情や考えを自由に表現で 好きなことに関 しては,早 興味 ・関心にそったことで

おむね理解できる。 き る。 口だがよく話す。 あれば,早 口だが,言 葉で伝

気分により,発 話量が大き 文字については.他 人に見 発音は不明瞭だが,歌 が大 え る こ とが で き る。

く異なる。発音は不明瞭で声 られるのを嫌がり,劣 等感を 好 きで,歌 う と きな どは,正 特定の人とならば,あ いさ

が 小 さ い 。 もって い る。 しい発音で歌える。 つなどの交流が図れる。

国語 養護 ・訓練 生活単元学習 生活単元学習
たけの子通信特別号を作ろ 文字をきれいに書く。 文化祭(演 劇) お 料理 を し ょう。

う 。

作文に心情面を表現する。 バランスに気をつけて書く 正 しい発音で,自 信をもっ 情緒の安定を図るとともに

相手が聞き取れる大きさの 練習をし,文 字に対する自信 て話 す。 気持ちを言葉で伝える。

声で読む。 を つ け る。

表現させたいテー

⑮ マについて思い起こ

しを十分にさせるこ ら戴 織1
蓬 … テ ー マ曲 を 始 め に

畿 難 認 鋪
材料,用 具 作り

'へ 方などの一覧表を,
》 一つ一つ段階を踏ん

とにより,伝 えたい意欲を起 と進むことで,抵 抗なく課題 また,配 役は台詞に相手と で確認しなが ら作成する。

こ させ る。 に取り組むことができる。 のやりとりがあるものになる それにより,学 習の流れに

作文を録音することで,相 手 また,多 少高めに評価する よう配慮する。 見通しがもて,不 安 もなくな

に伝わるような大きな声で読 ことで自信をもたせることが 練習や本番の中で,正 しい り,作 りたいという気持ちを

もうとすることができる。 で き る。 発音だと伝わりやすいことが 高あることができる。

体験を通して理解させる。

思い起 こしをするときの会 他の文字などにも気を付け テーマ曲も正確に覚え,台 必要なものに関する発語数

話量と作文の単語数が増え, て 書 け るよ うに な り,「 前 よ 詞を正しく発音することがで は増えたが,発 話内容として

声が少 し明瞭になった。 り も うま く書 け た 」 とい う よ きた 。 の変化は見られなかった。

心情を表す言葉 も入るよう う に 自信 もつ い て きた 。 日常会話では,ま だ早口で 作業全般を見通し,安 心感

に な った。 他の授業で取ったノートを 不明瞭であるが,「 そんなに をもたせることは難しいが,

また 「静かな場所で録音 し 一緒に清書することにもなり 早 く しゃべ る と,マ ック(劇 慣れている動作などについて

た い 」 と申 し出 た り して,よ 見られることに抵抗を示さな の相手役)に は,分 からない は,手 順や方法を理解して,

り明瞭な発音で録音 したいと くな って き た。 よ 」 と言 う と,自 分 か ら言 い 見通 しをもって自ら作業を進

いう意欲が出てきた。 直 せ る よ う に な った 。 め られ たσ

本児の会話を文章化したも 教師の評価が自信につなが 劇中では会話が成立し,相 気持ちや要求を実現させた
のを写すことで。文型を覚え り,普 段から気を付けて書く 手に伝わったという成就感が こ とで,「 ～ した い」 な どの

日記 を 書 くよ うに な った。 よ うに な った。 得 られ た。 言葉が増えた。

録音にも自信がつき,皆 の それを他の場面でも認めら 自分で リズムをとって話し 教師が伝えたい相手となり

前でも少しずつ明瞭に読ある れ,更 に自信がついたようで たり,文 の形で話をする練習 ながら,新 しい体験も繰り返

よ う にな った 。 あ る。 を積み重ね,日 常の会話でも し慣れさせていけば,情 緒も

伝えたい気持ちを起こさせ 認められる場面を増やすご ゆっくりと正 しい発音で話す 安定し,言 葉による伝達も増

るのに,写 真やビデオなどの とで,書 字に対する抵抗感が ことを習慣化させていくこと えていくものと思われる。

活用が有効だと思われる。 徐々に和 らぐと思われる。 が必要である。

一64一



V研 究 のまとめ と今後の課題

本分科会 は,児 童 ・生徒の 自発的な伝達行動 を増やすための指導仮説 に基づ き,研 究を進 あ

た。 そ して,自 発的伝達行動が,教 師の具体 的なはた らきかけによ り,ど のよ うに変化す るの

かを,指 導仮説を意図 した授業を行 うことによ り,質 的 ・量的に押 さえ た。

各事例 の指導結果か ら,特 に有効 と思 われ る指導方法や援助 の在 り方を,以 下 にま とある。

児童 ・生徒 と一緒 に活動す る中で,人 と遊ぶ楽 しさを味わわせ る。 楽 しくや り取 りす

る機会 を多 くもっ。言葉や知識を,形 式 的に教え込 もうとしな い。間違 って もよいか ら

た くさん表現 させ る。児童 ・生徒 の言葉 や表現を,教 師がまね る。児童 ・生徒が,理 解

で きる言葉(語 いや構文,言 い回 し,文 の長 さな ど)で 話す。児童 ・生徒 の理解を促す

ため,視 覚的 な手がか りを与え る。児童 ・生徒が興味や関心を もつよ うな学習活動を工

夫す る。他の児童 ・生徒の活動 を見せ た後 に行わせ る。決 まったパ ター ンや応対の仕方

を身 に付 けさせ る。

児童 ・生徒の反応を見なが ら,教 師 か らの積極的な言葉かけ,は た らきか け,誘 いか

けを行 う。児童 ・生徒か らの要求 に応 じる。児童 ・生徒 の気持 ちを推察 し,言 葉で代弁

す る。児童 ・生徒の活動や行動 を意味付 けて,教 師の受 け取 り方を示す。 児童 ・生徒の

行動 を手助 けす る。児童 ・生徒の反応 をよ く見て,待 っ。教師の方か ら,必 要以上 にた

くさん指示や説明を しない。(伝 えよ うとす る機会を,教 師が奪 って しま う。)

教師 と児童 ・生徒が一緒 にで きる活動や,共 有 した り,共 感で きる場面 を多 く作 る。

児童 ・生徒か ら出されたサ インを見落 とさない。児童 ・生徒が他か ら認 め られ る場面を

増 やす。児童 ・生徒の気持 ちを受 け止 め,言 語化す る。

また,指 導の結果 と考察か ら,次 の3点 が今後の課題 と考え られ る。

①指導 仮説 の具体的 な実践方法や,評 価 の尺度 ・観点 な どは,児 童 ・生徒一人一人によ って異

な るはず である。児童 ・生徒の障害 の実態 や,言 語発達の段 階,課 題 に合わせ て,適 宜柔軟

に指導 内容 ・方法 を検討す ることが必要であ る。特 に,学 習活動の工夫や,評 価の観点 など

は,そ の児童 ・生徒 の実践の 中か ら考え出されなければ な らない。

②今回の指導結果 の分析方法(あ る期間をお き,教 師の はた らきかけを意図的 に行 った授業 と

そうでない授 業の児童 ・生徒の変化を,観 点を決 め,質 的 ・量的に押 さえる。)は,教 師 の

指導の仕方を客観 的に振 り返 る上で有効であ り,今 後普段の授業に も取 り入れて いきたい。

③今後,指 導を進め る上 で,次 の ことを十分考慮す る必要が ある。

・児童 ・生徒の実態を正確 に把握 した上で
,指 導 を次の段階 に進あて行 く場合の ステ ップ,

学習 の レベルをで きるだけ細 か く計画 して い くことが,特 に大切であ る。

・児童'生 徒 に安心感を もたせ るため には
,あ る一定 のや り取 りのパ ターンや応対の仕方 を

繰 り返 し練習 し・身に付けさせて い くことに重点 を置 くことが,必 要な場合 もある。

・表現活動や伝達行動の少ない段階の児童 ・生徒には,そ の数少ない反応 を見逃 さずに受 け

止あ・意味付 けを して児童 ・生徒 に戻す ことを繰 り返す ことが,特 に有効で ある。
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